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木材を主点材とした

車いすの開発に関する研究

梨原 宏



目 次
1 r，1 I芋論 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・- ------- 3 

1 研J'lの11的

2 既往のi1fJt

1 3 'Iiい4でnl.Hd.JIIUへの，.f.;U.ij事応のな災

1 -1 i1f'~の斜色

1 5 DfJ'lのjjfI'Jtt

1 6 i1fJ'lの絞総

2可E ・ li いす{企/11 11 と ~in， :没iii1fl とのi舟~nMfi -----------12 

2-1 はしめに

2 2*いす他J1J11と保押1化。1I筏，:lt，HfI:線

2 3 身体似i代とぬirt、成。iBとの必イ¥-1'I.JW.ffr

2 4 水、，'.，IIj1:でのi向イW仁川IIIi

2 5 迎合怜から~た水材をI:R~材とした ' Itい替 の11:側、Uh、 繊治槻念

2 6 結ぬ

31;< '1\いす設計ft~11の抗11111と榊足((:戸ル化 ・・・・・・・・・・・・--37 

3 1 はしめに

3 2 現状の'Iiいすの伺wと特徴

3 3 分断 1-の拠点の分知

3 4 分析プロセス

3 5 分析結JI!

3 6 結集の倹討

3 7 *材を tAiUとした・I(い司の投.ltmrJと織広モヂル

3 8 給命

-11;< 'Iiいすの.:l!:.!十、試作"と試11mI1 -----------------64 

4 1 はしめに

4 2 概念.:l!:，!tの嶋容量

4 3 成Jf~合似技術とその織成槻念

4 4 第 11"1.没~I・、成作、次1IJ.rf偏

4 5 ?ii21"1.没1十、 .tt作、;ttJIJ;Jf I1掛

4 6 w31"1投.11-，試作、，ttJI"~fII耐

4 7 wt1I"1設計、，tt作、以J1Jm，断

t1 8 結諭



5.-:< 'Iiいす本材成形フレームの材料強I(tWt~ ............ 1 1 2 

5・1 はじめに

5 2 H-t成形フレームの材利)J字的ttt'(
5 3 J I SにiIt，した本材成If}7レ時ムの材利試験

5 1¥ 加11:厳断試験によるM-t成If}フレームと~kÄパイソフレー ムとの強10:比鮫

5 5 千i阪望書家訟による*H成形フレームの強IUi'Ti

5 6 結論

6月:'i :mn化tl:織と生iII1I'W .................... 1 56 

6-1 はじめに

6 2 設定された概念投討と災IIJ化11:係

6 3 ~.伐主が t凶同の sサ11 いすJ工:~業E抗妹lの'J必ミぬh的?と水+材4を l下J止ホ、4材4としたa刊削1ド[いtドIに:~業~{化tの占説謙t量H組t組H 

6 1¥ [1峨;訪;ν刊F什住tユ産I成，x:立のための~炎uωj川lJ化 '1れt いすのイ付l

6 5 .l也h械占での{例肺附|悶B矧別lリIjt什u必'l'ifi.法l去;の"吋I能f怜E 

6 6 結論

7 ::;.結』曲 187 

あとがき ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 190

~lj 1:献 ・ 'ilffl文献 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 1 93 

A.木材工学関連

Il. rJl'JU~と建築、母境、人1:11 L学1則辿

じ.隊1:.-Mと福祉、自立関述

[). 'Itいすと福祉fflU開発IlIJi!1l

E.地域と縞社、近UI邸主主

t.生活とデザイン、使いやすさ1則.i長

【'.設計I'WI見J.cl!

I! 材料力学11Il述

2 

lr.t rr-冶

L -1研究の日的

隊古の・ifiJ変化、~自由人LI のJjIIJJl Iにとむ f.í ..，て、h.I祉担lr.lを必要としている身体隊得者の

自立へのをき求は~織化している. しかしはがら~~がmの悩従属lr.lの供給は、修能的側面、

心盟理的側面、 f;.H止M!I鎖的側lIuともに卜分と1;1.:1い鎗い

従来、本材を'I!いすの 1:.4i材と1・o}j;tんは、 11本人の本材に対する伝統((-Jな綴近感に

かかわらず、動的白<;jにlJ唱る強10:、耐久1'1.::'の{，1綜11旺への不'炎、加n:mlll:の低さ、ある

いは経験による F仁iE的手法を必泌と唱るt干のJlP.11tから、工業的に合理性に欠け、応用す

ることが附維とみなされ、今:< I(~りl.げられることは無かった。本研究は、その点をとら
え、俄照的にも、生PlH車術的にも、実JlI化への"1能性を持つ成形合仮技術を応用し、 '11い

すが必~とする担líl慮、機治、1'Hj~を:fëJJl占 ti 、 r.来的に7.fうできる条件を持たせると共に、

地減内の木材資源を月lい、地城内の'1._p'r1nによ 『て例lJillr..Pli.ができる新たな生産手法の吋

(ì~11を探ポしている。

このようにぶ研究は、引い替をDf:rtll匁とし、 C'lHI'-Jに製品化が凶難と>.!.~ごされて米

た木材を主A~材とした市い替の1;日発を行い、関能的側Illi、心JlI!的側而を泌たすとJたに、木

材をffjいたiltいすが、 [幼で例々の身体隙'，IU~ の隙f'，I:の将類、身体総力、身体、tt.去に合わ

せ生産できる仁:!l¥化の..f能t't.、&.ぴ地t..内の'I.ff.r;がJ也t省内の隊1J-Xに応える個別生i'liI'

itの可能性を.i!l求する引を11((1としている

1 2 既往の研究

(l) ，巨いす関係

u) ノk材をJtJいた 'Iiい寸のノド絡が~ilfJl:は、 11 本、&.び11~ !'Jlでも全く例がない。 困層家ルノワ

ールの晩年のアトリょの織 .(-告示す~; }I・"こは、彼が水~いすに金五属製の事始をつけた OJ{い

すに織りながら作品を製作しているところが"!tdれている e尉'¥常者の訪れたカナダ、

プリティシュコロンピア州、パンク甲パー，Iiにある、地峨福祉サービスではl些界的に千干名

は KINSMEN REIIAs FOUNDATION I Iこは、木製と鰐製の I91吐紀のif!いすが2台五三I瑚ホー

ルに民ぶされているいtl'll I谷lKO内.-j..米いすとして情JOCされた物に移動級自信をつけ、

仮の'I!いすとして(lI!}IJする々 えは、ノトでも制M:担1?:1の供給が遅れている*mアジア、中南

米の地織内で製作されており、ワ ~'lで車11介される '11がある。それは、価+括的に'11いすを入

手できない状況の小で、身近に人 Fで占るA材、t.B，I;e'，を車nみ合わせて作られたもので、Tli

いすの n的とする機俗、 t~ll!iが梢たされた物とは，Tえないが必要な物として"'11m されてい
る。
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~Hをn.il止担l&'lに使用するィ号えと実践は、 1 0'主"I:liij、胤};(IZ担li~阪で耐在庫高性小児マ

ヒ児のための資事事保持いすをfI:り始めた・でく Cl，J"のt占動を1lI1ftl.~とした、現在では1;

l司に 49カ所のて房を持つ全凶 UJ}巡絡会の訴動がある。{胸々の陣~I:の4・'ljß:、身体寸法、

に合わせた資事与保持いすの製作、供鈴、保守、 の活動として紹介占れている .6・".刷"。

これは、成長期の子供の身u.~陸作に合わせながら作り If( して行く良さがあり、隊二号児、そ

れをJI~ り巻く可京銀、~tv.関係者と作り予とのJ'p.也!(('] ''''聞係が形成されている内この可~~.保

"にI則する研光、開発内等にi則しては1986'01:から旬"fIJs備される 11本リハビリ子一ション

f.学協会主催のリハ工学カンファレンスで多くの研:先発点がある" またこの延長として、

~kIí穂市いすにこの後努保持のJすえJjを組み合わせた持動..I1i出な介助-'I~'11いすの研1.:がノド

11~からノド俗的に始ま勺ている e助刷。

ヅi、~人福祉の分野で、 i高齢-nを対象に、木製いすの仰にキャスターをつけたテープ

ル1..1りの小移動がuJ(危な賂位保持いす、P-I(，I'Iがパネでnち卜.がり、なら |こがりを助ける木

製介縫いす、あるいは雌位、J"t.úを J6倫 11に合わせられるみ;事4・，!;:~眠いすなどが絞近、商品と

してヲ~)<されている'血 7' (D，"，。それらはぶ製の F目/ルや'，'t.i!6のい寸、ベッドとほぼ同

じ~lír.が絡されておりインテリアにマッチし、，\'6 前H1を縫た占りにさせず将段のや前に参

加lさせるのに役立ゥている。ただ'Iiいすとしての移動徴11tH草、満たされていない。

特別な物として成形合仮をmいた子供のサッカーあるいはホッケーとい司たスポーッm
nt動'11いす (ElcctricSPQrls Iheclchuげ)が、ヂンマークの1)fI r i m 0 ~l で作られて

いる。これは成形された合板を組み合わせ姥t踊加を形成させ、移動係自信絡を金属およびパッ

j- リーで傍成したもので、健常-nと、 F章.~.~11が共にr.. Jし隙il.lで必べるものとして開発され

たものである(写真 1 2参照). ~~，炊では 'Ji いすを ('OtのLi.!lとして健常行でもmいる

物として符存者との!i!を形成しはいIjえJiが 圃般的とは令ている.術努力に対応した綿成

を符ち、形は美しく、成形合板の特徴を'1.かしている"こうした開発が実行されることに、

日本との闘民性の途い、績も止への取りお1み境事事の.itいを織しさせる.illし、これtは主、隊1:堅

のF碍噴額抵、位曲j皮変に応じたものでtは立〈はi<し、，生上t訴Aに1取仮り人れる

以ヒのように、木材を福祉担l&'lへ応用する試みは、司5勢保持い喧を小心に弘られるが、

IJtいすを木材で本俗的に作ろうとする試みは今まで行われて米ていはい"

o 心F目的側I隔の追求として、 'Itいすを隊wxの心均的ハン戸ィキ vップを飢える魅力的

はものにしようとする試みが、紙ポ材をAlい工業デザイサ の予でヂザインされている。

川崎痢l.'JJ、消水J忠;自らによる試みである e血.， O 4般化に1.1.-'í~..，ていないが、 '11いすが 1-

分に魅力(19なものになり得るTHを証明l した。また 、 M近、 r" liJ~iで ' Itいすデザインコンテ

ス トが毎年間かれており、新しいアイデアを発似し、デザインのli.J1:をn折す量bきがrHて

いる。

リ\'~ 1 1 19 11t紀の本拠・1\ い吋(I~i，* K I NSMEN IIEIIAIl FOUNI)・カナダ}

ヮ¥'i1 ~ Ii' ('C I r 1<: SI.X)f'ls官Iw('ldm，r(1)1.1(，馴)~ I: ・ デンマーク}
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ゅ 'Iiいすの担1ft的、例f定的側IfIIの.ifl求は、 'I!い喧をNリ114る人を吟えた笠間計両、保微

化UB高波JHifJ'tのmtとあいま『て20午前から後んにHわれてきている。tjIいすのポ材、

信類、側Iぷの他、移動1'1.111:;の人Ii:J工学的研光、移動傍白色の泌~)学的研究、新しい機能のIIIJ

発士事が行われているが、小川IlioHj!他 I市いすJ1~'1:.'~院I!)R7""" ，にI干しい。

'fJいすの事n鋭、初1此は、 F~)Jlq と 1位動~~Iこ六月IJ され、 IÎíl l1にはmwの局知、経度に応じ

た様々 な.fIl能、l'u.匙をねたせた物が身えられている。 i者111よ、 fl1池の技術改良、先lrt技術

の改良によ司てより Jンパクトは物に改良されてきた{也、 『ント uール制御伎術の改良等

の1!i H主衡の発l廷によ司て、 jT(J主でかつ上肢の伐u能力が~くても、 nやßii~事の動きをítt

~lf;t :;-に符え移動を"11匙とするテクノエイドが開発されスJIl化に結びついている '0・H 。

また、{止JII 唱 l る II (I'~によ司て合わせた引いすの開発がf;<行われて米ている。パスケッ

ト、マラソン、~のス，r. ツJII、、あるいは立ち上がりがで畠たり、縦耐が t下する仕・IT

m、移動の刷費量な~に合わ世た0.山川、階段対降川、狭い.i!lÍ~告に対応した航宅あるいは新

伶級将月I、住みのffllMでJlJいる，fll宅JTJ. l'1!ilJいす士事である‘蜘 "tOH30

市いすの，f1材については、か勺ては鋼にクロムメッヰすることが l，dliであ勺たが、 I'ill奮

技術の進脈によ司て、 λFンレスに位き燃えられた"しかし、 I北近は、事革f，}:化の嬰求とカ

ラフルなものへの'!li)院に合わせ、アルマイト処理でfl.fd，~色に符色出来るアルミニウム合

金が良く f止/11されるようには司た，強度が鋼をしのくアルt ウム合金が生み出され、総

綾妓術の進民とJをに 終化し始めている。スサンレス宅建・1Iいすが 18Kg、アルミ震が 1

2 K I!f~ぼである. この .rU，tをゼに位決にする試みと してチタン合金、あるいはカーボン

ファイバー、あるいはド1<1'によるモノコヲク橋治匂の応JIIt~みられているが、 f'"品、

ffl僚の附難さ、)JIIr.の鱒し占'1J.で実Jllに結びついていはいτ

身体の~rilfの関係から 'Ilいす舎はu'iす研究として、 1 ャスタ ーにパネを内装し、ほから

の衡喉を(I'WH本に(，;えない総領j投刻、 4華街を避けるための峨IJliJlJ各干n.."ットの側発、ハン

ドリムの~JtlSからノノスチックの~I!!、』反追を殺る I~J逆転しはいブレーキの開発等も行わ

れている。

以上の通り、 'I(いすのl!l~(('}、性能的側耐の研究は、盛んに行われているが、そのほと

んどは金以あるいは終合材利をmいた研究である 木村は令〈その均外に慣かれている.

向1) '11いすを~Imtl からは1((す研究は、lJ!いすの脱俗化に結びつけて行われて来た。 t由

ダーメード'Uliよりレヂィーメード生産体系が守fましいとのなぬから設定された JI st書
物化 'ftいすの 1 1:総・N1:から、 ' 11 いす仮~m;符の動作;Jjt，去を)j(め、それから '1:( いすが使JlJIlI米

る:l!.1I日放JI・条件が総本占れ、処君臨の綴徴化;~:ll 資料として役\'f.てられている I s.w) t s・"。

さらにw:み込み、。I!いすの 1 1:峨寸法・とき~mJ との適合性を~.rrし、ー11いすの仕織を見1((すÐf
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)tl;l.はあたらない
'I(いすで平悩t止JIj~の~くは、 λ 弁ンレス、 γルしソサスチック等の工業材で傍~され

ているが、合同の~llliは、冬I;I.~たく、 .(il.1物い . iJflftされた光沢両は自に痛い プラス

ω 'fÎいすへの要求内総と設計I員 [J に 1制する砂f'ftは見あたらはいが、 'Itいすの分景画、自~I~~ チヲクの災面t主主らりとした結党が少はいなどの人1mの感覚特性上の問題を待つ。また恨

の分粉、処}jのための各$寸法測定易相、処ん1刈fと・Itいす作総との関係等は191らかにさ 告の調傘でt孟、・I{いすの移動を下でIlIlf;'!規約・する~k属製ハンドリムは、長いE春闘の孫賀障は

れている‘曲"e これらのデータは同際処織の制定、 J1 SJlI.怖の制定に'tかされているe 使mでは皮Iffアレル干ーを引き起ζ 可!との~lよll'1m怖が、下f峻V>Uli侠民銀綴nセンターの

医師よりHlされている

(2) ，~形合依技術関係 l!Pち、木材1;1.伐採的にも、鎖IQ的にも、心身のf感覚mt、f冨Jn特性からむ優れたnttを
1) 成n~1'î仮に|則する筏術1;1.、制持 f :1也r;i(Uの統的 l側J.C!，%1; 1986 1 •••• の 2 市で幹 aち、 'I(い唱で事1((修正H~の得能に|則わる ~lolt~.JIJ Hの.+~材としては、大変適していると考え
'.f!fIJ.12.が I ，~}r;合阪の技術jJ として '9J らかにしている l・.IJJ.(f.のJtlUf~合敏技術のほぼ全てが られるのまた、それはJI!lt.省内で.刈i型で品、 JI~t，告の倣循1を'Lf)、普'jIにより、 'Iiいす士事指wn

網織されているの
良を地域内でit:文化月;できる uJ(ili:t'1をr.¥旬、』也t長編td.の制..... ~ {C04'からイi効性が向いと朗

自主 L V L~}f~合板の強度については、 l二記と I， ;J じ文献 (A02) に ))II1 E刈 1111げ試験、加IfE i寺される。これは、 II，i社後誕生1klとIrわれる*，村アジア、小雨米、アフリカ写での福祉fIl11

11，聞き試験、 T塑rt合1111げ試験としてデーずがのぜられている。それ以外に強TlI:に|期する の在りん・にもつながるnl.l.{であると行えられる。

研究1;1.見ていない。この分野で flみでM人・のシ￡ア 'á: l.~つ反術本 1:妹式会Hでは、 ~I・内に 水材lま日本のj鳳 1:に合勺た心身に俄しい.+~材であり、木村のイi効.fIJHJ の凡地からも、 u
~くのノウハウをも q ていると:1われるが礼外Æ0のね、その内守幸は~~ r;n dれていないの 会的要舗がおいものと巧えられる。

(.1) 大スパンの健司~$材として LV しl.I.\成Hの，fIjJlJされている 'JlfftHH!t策関係に多く紹介

され、償問の検討もされている..J及近の水"のは11・lし、 γ・校}II'$への将人などにおlしい展

聞をQ.せている'A...f At.，・04'4'。 I 1¥ iJf'ftの特色

現代は、 Jti，liÌÍiの悦点、ペをけ Fの~:U.!に\'f.つmn行劫がlJu泌1Ill:がJに進行しているe 人々

(3 )水併の新後術関係 lま(1分のりきぬい、感覚で正/や廿ーピスを主体的に選択し、モノやコトに対する一味途

λーパーウッドの研究については、[J本ホ紛争会 I変わる木材 スーパーウッドのo.mJ う感覚を大・I~にするげ."乙れは、 ~'iい人のみではく、寸'向年r.までの共通の要求であ

r毎月H 1991 川・"に詳しい。ノド研究に近いむのとして rlllt/~~:t.I:に 1111げられる水材の1111げ る. 'Iiいすも'!-.rl.XのIIJに応える t:J である以上、 r，;J~宇の般住で倣われるべき対象とい

加工が上げられるのまだ、[~的に.fiJmm米る段院に吹っているとはJえはいが、今後の えるが、現:t.I: I.t~械ぬ~のf空慨をがえるにi'.吋ていはい 隙旬の荷費師、身体能力、身体寸

"1能性を弘せ始めている. f.去がー人ー人潟はり、・1Iいすを憐成寸るぬf匙~諸i、属性が~岐に&び、現復の工業生産Iî

式では解毒費量い例別it文'LIT.を必穏と司るが、それを"1{j髭とする社会体舗が未成熟のまま

におかれているの イi、*い寸は、身体保?1m;.!祉法をはしめとした法的交付の対象となっ

I 3 引いす等福祉m具への木村適応のなみ ており、医師の処方をもとにn文ずる・Iiを).~本としている河川川c・u 山判。個人負t!!の

f程Jftを守り、 1守む木材i主、 j也t_，xで[1.'1:戸Eでき、 m-t.と伐t草を3十1.lifr'1に進めれば、約泌す 少ない交付制度の利点と、{雌絡が法的に設定されその111怖で住民しなければなら伝い生l'l1

ることなくいつまでも平IlllJできる n然d取材である"強I([/Jtif(で~I&そ卜 1"1 り、相り強さ お側の白ll!とが交j惜している併設定された1I絡で、そして側々の要求に合わせたモノとす

をt• .，っ。本質環境と人1mの感覚特性との|均係については、文献 (A03)を引1目すれば木11 るには、どうしても 4 般消官財のようは}'(JlI.t't、伐の613さを犠牲にし、僚能、性僚のみ緑

倹織や表1mの性質が日に優しいこと、指先から水材に伝わる再現の~$.f.b'，tが人1mの代謝 1，\に 小限満たしたモノとならざるをf!FJ7い・Iftl'Jがあるのこのような状況にあるとはいえ、局総

肢も近く、暖かい感覚が大きいこと、制度、 t¥!1貨の照嶋e刈11百先1J*'a:t.yち、 mらかさ、柔ら 化が:むi車に進縦し、身体附'，1111の約'1'1&f)<'¥"6航行で，Jjめている現夜、弱者のためのiJiいす

かさ、占らりとした感覚を持つこと':Iioが指摘されているe・さらに水材と教'(7の観点から、 て事の liiHlWJJ!に|則する滋H環)}~の \.!. II'( しと t攻以は社会的~~.f)5であるといえる。

教f7における木tI.f..;I境は、 'ttw:'J<'J.E効*があるとの指摘も111占れている..40'I何 以上の制点から、ノドilf:ftではみ;材をI:'+~材とし、 c来的に事~，~，~化が "I能な'üいすの羽)t~7，
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機成、情造、制1立技術を開発し、 ーつはその f~/II'~lmに合うれの 113いイメージを符たせた 就労様持と労働形態 の調介を行い、京，11:'也jiの降~I:r. )jJ.1IJの謙舗を探求した cc::..υこ

l:i:lIT.開発、ムつはi..!;で'tAできる工業't:fi"Hl:、&.び、地局内で例別の注文に応えられ の調貨を過して・1¥いすにIWJL(19Jらかには司たJliI;t、東北でl;t'11いす他福祉IfHlに附する

る'主YI:手法の"1能性を追求し、現状の制J在の事u..，でモれをIJUCできる'LKN去の開発を1'1 1i高級が少ない巾、冬干の通鈎I::j泌が大主い点であ司た.

指した，工業的に実用化へのiiJ能性を持つtOCl!;合担idl椋，，:、引による多A1.械少WJ:.AをJ]; 1987{手本学特別研究として停泊iがIlhlEによ 4 て，1:ド喧るff:判11'1¥いすの開発を行う 柔

本とする加工法であり、各縄1(Uに応111されている この伐縛IにrC;~的IJrrtl~を加える らかい機能を持たせるには人1mの#・Rレベルを後作できるコンパクトなアクチュエーター

がでよりfìのおい・I{いすを作る~Iíが "1能である"しかし、動的ft(~1をそける綿材に適して の開発が先決である 'Iiを見いだした"仰IIIIを 1:ドさt!る.J';'・え!jliA'材をmいた事いすの諜

いるかどうかは明篠でなく、 'Ii給等の機憾錦，11，と~~，より t."o:の自tい木材士宮仏との結イ存型:! ~にはゥている。

本投3トに深:roを持つ。ノド研究はその.I，~~の解明を特色としている.. 1988'.ド現代の'U.~!，感覚に合わぜるための引い噌災~IJ(illの分析を、刀法論的デザインp

訟を丹iいて行勺た‘刷..co" I n 11(い4~賀川 Jcm のhlJlIIと情必モヂル化をm途}]IJに検討し、

各周主主別.j{いすのあり jj'を 19J f(rにした，この'~，'十fj'j l l の分析は、水製・Iïいすの設計慨念を

I 5 研究のIJ向性 i!}るJ正俊とな勺たの

戸ザイン対象の形態を決定する特'((1;1.、 ・般的に (1)物1'H構成 1 '，の微億年f'l't ~人1111色~ 1988王手、以上のiJfJl!の成J誌をJ，tに、以内IIJ'1¥いすのIJIIs安保り lニげ、そのあり方を生かす

川 i二の特'ti (3)1;境機{泡上の特'tl むの簿xl微総 J'，の特'('( (r.)nifi 1'，の特tl の51(l[lに大 ためのぶ材を t.~iUとしたl戊j修令指dH仰をIIJ いた木製 'I{いすを吋í-ltの設計により試作開始

日11 占れる (lft 3 • 1)ノド研究の/iIÍiJftは水Hと~~":f. C:浪unとの組み合わぜによる物質例成 した。

1'，のぬ能f.~ttを中心に置き、 i!m、設備、"l:11Ilと ' 1 1い替とのi庖合1'1:J'ff乱 、 1\いす設計瓜n 木材でfliいすを作る考え!jは、市{1を合め、たれもが1Mイ干.的にJVH草していたことである

のI1lll1l、初造モデル化を絡に1!}られた人IIIJ1il:1IIr.&.ぴ、 F誌編微能 1'，の諭Jlp.o9H舗内線から が、それに先立つ 10 年前、 1"'縫デザイ) Ji:，冷:γ'科教照秋凶Ji犬と吋f~・との聞でインテ

設計観念を求め、穂美特性も合わせた水材による物的II~般の刊I能1'1:を、*'f.i.舟伐と、淀川ft リアに合う木製。liいすが欲しいと，loL合ヲたことが、 j診にしようとする:AHJIのき勺かにはつ

の点から追求している拘そのために、ノドiJfJtでは、成形合歓u締Iによる '1¥いすの実mt均"1 たといえる。その後日体的江本初化への1a1)U1よ織か司たが、 1987{ド本学科て業デザイナー

fjgt主を見いだすための試作と試Jl!lf舗の練り返しによる 'Itい唱の織成、 IU護寸法・の探求、 Ulf ニ郎教綬がモの{I'IQのIj.;')':t，~l)IIDf冗 fI:lhllJ 'Iiいすの開発 11こ閲する)t同研究者会議

&.ぴ木材成形フレームの銭1変解析による淀川に追う形鯵、・Ji1、の解明がif(点的に行われて の中で f 水の 'Itい守がlH米はいか』とぬ洋:があ『たことが~!体化へのきゥかけにはった。

いる四史に、生A条件に諭及し、実際に営Aえさせるための唆作をill求L、将米地峻で例別 幽Ã'lJn二銭術ほかどうしたら事~tv"1能かA-~'IIいすJH，il問先考である本学科木材工主~tn
4応.がof能な生産手法のあり1jを求めている. 当てFゐ'勝蔵助予と倹バした総浪、，~形合普lit企術なら可能性があるとの判断に途し、アイデ

アの展開と設計を闘世むしたのこのl没れには、それまでの研究から得た事いすの設計概念に

4基づく盈内でもをいや喧ぃ 'Iiいすの ;!WfI織が)~i'lにな q ている 。 このとき筆者が創出した

1 6 研究の経t草 木材成形フレームの形状と偶成は、それからの開発の l:f?となった。プナ材をmい試作さ

' Iiいすに関する本俗的研究は、 1986{ドに符p した附;'U~のkllJlfの鉱太を計るための仕事 れた!liいすは、木材で'Iiい唱がどこまで制作"H怠か試みた続押Iのもので、実用化には事構造

lIl 'IIいすの開発が始めとなるのこのiJf光では 'Iiい噌他11111 とおlη、~備との迎合併ーに l期す 的にも、性能的にも多くの1::lllI!"，'.o.をもコものであ q た併

る人1m['j':的分析と唱いすの試竹?と検涯を行司ている‘“"巾・・ C01 ， I C DI .) .， .i8イ守nに関 1 989{ド試作した・Ii.いすを11ノドリハピリ r シ，ン r.争協会主縦mll"H両社総?1コンテス

する人間1工学的分析成泉は、佐I1Ijj(J編 fマンマシン ・インヂ ーフ...-ス JWl:n ，1}J.!i 19 トに fH品。 優秀賞各i!~ る‘ 0. ，~万JIJ化に I:I::J泌があり、隊司JHfからのアプローチをもと

89 P78-80・刷引に係りtげられた。この研究で、迎合性を1;')1'.さりるには、 賊却の'.e'(の にした更なる研光を即H.Yされた'1Jt・川刷けの

向 1'. と~而ffE さ を変え られる柔らかさが必暖である ・rrを ~~いだしたのこの分析内終1;1.木材 1990{lo r F肢隙~11-11のためのふMを 1・ÆHとした 引いすのIJIJ鴻 l が科学研究12舗助金の

を JIf いた1ftいすの寸法、 初成を決定する)，~i'lとは『た" M~となり 3{ドr::lh6J拘を蛾 〈 引には勺た 0刷"'"初"l'lfr l品、 'I {いす{出JIf ，Mを設定 し、 その
1 986年労働符・ 身体隊宮 tHilJl/iJI1進協会の後，tGにより 1 見LI~地/jにおける身体隙~ty.行の 降将司自Pの1:1・むで使川IlD経る 'fi.いす屯:~II十、試作、以IIJ I~f価するとともに 、 プナ材の成形フ
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レ由ムの材料強1lr試験を山形県工業技術センヂ Eの協)Jを似てGlJ~l した"、W，fI・隊は満足 2君主 'IiいすIII:JIJ行と投前、殺悩仰との組合れ解約

したものの、会民館品と成形フレームとの結合袋o4.&，tlにI!:JM1lがあること、スポーツタイ

プの!I(いすの探作に慣れた人には吸い真意覚をうえた また、プ J材成形フレームと会民パ

イプとの強m:比綬検討では、 30..x30・・断1(1)の成形フレーム綿材であれば、実JII上支

隊がないと舷測された・D..，このお作・!Iiいすをもとに、物祈願、.Q:~m録阪を鎚IU した。

1991年木~・Irいすは介護を必要とする~tr. lfに ・'l!f求が高<'j!.I.JU1ーが高いとの判断から、

介J唾f奮点を狩つ市いすの設計、試作、:.t:1lJ.ìf舗を行う。~人保健飾設での作業僚依上の協

力を得た移』量動作、 途行動作、作業動作、休Q.量bfrによる 7 1'，の他JIl検討の結*、隊~_I~の

械mによる寸法、形状、 4構成への朝日かい対応、色彩情I~':\lに~くのぷ凶が:Hた。修行方法

を改良した材料後1変試験では、 15パーセントの強1従1;'川:がはられた。色合7応))の斜lみ合

わせを~'!鍍すれば、 30 剛x30四より小断1ft; でも卜分J，!JlJt'I.があることを突き 11:めたゆ

"'oこの介!iタイプ!Iiいすは、第 1101札税同際デザイン可ンぺで11t什人I置する‘伽HO ま

た、この作、 JIU七インテリヅェントコス tス 憎姐.lIf~泌協J.~~をよりノド研究，についてシーズ熟

成M動的を受ける。

1992{宇佐に介護を必須とする潟船11や(1芯線必11を対象としたJ，!Jf1化モデルを、開発に

主主1叫する 'fiいすメ ーカー 、 r~Jfj令指託メ ーカーと j起に必J十、試作、 4賞品Eを行う 。 1本が触れた

り、，-1>を保持する賂依保待部、操作絡を成形合歓によ勺て織成し、 tm史を'l!f;Rする移動の

峨能と性能を保証する節分には合以':¥lC~-Mで4構成 し、~材の他JIlのil:Jjを叩i搬に分け、

移動の性能、ロ頼性をt惜した。使JfJ検証ではほぼ'深川..JI定収結果をf!Jた0駒市， .嗣・.11>1.'。

'刀打限努議訟による木材成形フレ F ムのを戸ル角華街を織込Wf.l1i汎111プログ手ム rMAR 

C をmいて行い、フレームのm状、防成は、顕'f;1-， 拠lit'I:にかかわらず実、'iなものであ

ることを証明した。成形メーカーの加1:によるユリア樹脂r&1'1材をmいた試験J¥ーの材料強

m:試験では、ぱらつきが少なく強度が1;'11-.していることが判明した。以上の結決から、製

作コストを.ltllした本絡的信実m ・IIいすの~，HをlìlI量ft した・"'.. またこの作、先に鎚UI

したなIi'Hま録願いが登録~pJとはゥた"

'/j本学特別研究としてお自~-11以外のFWJi手持つ人々への水市~'I(いすのl民間 ..11活性を追

求するのこども、.6年~~宇への彩を追求し、.'\!:，ltを行い、成'f~イT似妓術による îllいすの IIJ

能性を見絹め、本研究の広がりを見いだした。

地織でf附別生産できる生緒子治について々然したn tU，'，I，}JlI Lを1，11置できるメーカーに依

願し、地域で、組み立て、イ上上げるJ.Wを、'ilfiiの'1:111N1iであることをI~l らかにし、その

ための払171のfl:綴寸法、 4情I氏を勺えた。

1993"1":来月l化市いすの生産条約・の追求を ' Itい 4 メ ーノ~ -Jkび、水材J此j杉メーカ由とJt向

で行い、 'þ.ìmモデルを問先し、[，t月1ょtI:作をV~ (I{l した e 榊 樋 \，

11 

2 1 はじめに

木材を主素材とした 'IiいすのItJlJ~I:llI，l.、木材の制久件、耐候性、保守ttをJjえ合わせ

ると昆内に置くことが耳II，IJと阿断された。その".".I:aでは、・liいすは、 d つは家具と飼織な

インテリア伐と水口f冨'!ll1'H~つ こ と、 二つには、 11本の11:まい、あるいは病院、総設、

ホテルて撃の喰1mに泌合4・る.JiJi、備.i1tと拠能、t'u.危暗号t.¥つことが求められると袴えられる.

引いすI~JI)nのための州内明IlIJの1:ゆがJは及川11:織は、 JI S{票時PINiいすf上綴寸法

(J J S : 'Iiいす T9201)と、引いすN:JIlr，.の動作~(ï'をから、打常生活動作に沿勺た宅

内の袋b.t.設備の .j.t1<fI:織として側'ぶされている阿この.，，*.tト11:織は日本ill築学会のハンディ

キ十ップ nのためのill筏~.&.!I 資料として'1かされている IsOT' (If..，)内

.I!!に燃み込んで，足際の'Hいすの{止JIInと可〈内のぬi代・泌総との迎合併ーをl問題にし、係調書

化された ilj いすの悌治、11:峨・J'tJi、 Jk ぴ米U~事の }!iírt . ;没。iiHI:線、l法を見，tttし、使いやす

さを向上させるための令lla((~1則係性を.ií1;J<した人 1111 r.争的研究は行われていない。さらに、

作業牲を向上させるために仰m占れた、川内ftiが l'ドしたり、 1'[.つことのできるIIIいす、あ

るいは上下する旅し台、，J.'jßIl{ì~事の，1・6 占，f，j節織絡を持つ微?:iを成立させるための線拠とな

る恥いす使月JI1とt史的、設備との.llMIの解析は、Jirtl.的.l!，l.IIJJのみで数百t約誕明はrrわれ

ていないの

ノドr，{は、以上の悦.t.~( から、/，{内'1' 1日lで !flいす lol!J11 11が名将司震ははど装置t、設備':\lと践す

る時のを間的適合性について人flU(.7が:1.J:l1tとl.tIi¥的解併を行い、際司自化の4草案内容と現

状の問題点とを比綬倹討し、 A合併を，I'j1:占せるために'fiいすが保持すべき仕銭寸法、 4書

道の慨念を剣山し、その懐念の 1: 1こ なら、木材~主点付とした'Iiいすが鹿内で様格的に{主

うことのできるIliIUの僧造、{上級・tiliを求めることを11的としている.

2 2 引いす他J11 11と 4軍撤化i!~~匹必.tH 1'ω

( 1 ) e型地Itの号えん

'11いすはll!療保敬化&JI.ml に.l!/.~どされた惚却l~見絡tUと、側々の隊包有の身体特性に合

わせて製作されたオーダーメイト製品に人>)11される"昨HII62年度の財団法人自転llil'l1::R

振興協会調1'i'印刷によれば、 T"助。 11い唱の棟坤I~見物品は6096、レディーメード・オーダ

ーメイド製，wJI;l.4096の;'!lJ令にな今ている。P:('，1111のニーズの多機化によゥて、後省の刻1';

が今後Ji'1えるものと(':Il.!されている以Ihj、 JI~近の I~?'恥の隙沼行のJi'I}JlJによ勺て、 iîíJ者への
ウエートもねま勺ていることも司JT'Mである"

n!'，，fu 4 611~に制定された J I stJ/.怖の大相、小'I~'Iiいすは、^明を大人JTJ、小砲を小さ
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い人に用いる事を前提にしているが、伎役1::1でJIjいるにはJ日明'Itい唱では大きすぎ、それ 織成を与える伶

よりやや小さい噂いすが妥当と判断された.それは、その後の織物改正(昭和52{ド、 "'1 ~の 市いすの憎悩から求めた)ill1i似(1000..)、寸れi事い悩 (1800..)、回転勤作から求め

11l62{引により J1 S 中~'I(いすと規定された・0・判。モの*い唱のfI:線、tì去をJ止に指 た90111:ターン、tt.t0350x 13!J0..)、1801(1.1"]転寸松(l800x1800..)より水平移動峻条件を

いす使用去を対象にした機2.l、設備の係自主.ttl;が提示され、保却化住第設no:織として生 定め、廊下縦、tU人り寸法、トイレ・l妹、人命、JiJ、t撃をうえる.

かされている。日本鐙築学会設。日十両~U会ハン戸ィ T ヤヲプト小~n会がUl したハンディ

キャプト者配慮の設計資約ー人 .ft2.l・設備 (1987)'~'''，あるいは、健Uif軍』兎システ

そにうち(1)-ゅの{上級例を文献(1107)からぜ11II1..t4 2 1にぷす.

ム研究会の身F章者を考えた~築設計 (1976) 叶."にぶしい (2) 綴織化の:t~・

この中で従業されたr]ï.いす、及び~H、ぷ備は、その文献から引)IJすると次のや沌条件 ( 1 )でぶした係敬化の行えん 1.1.、・]f い寸と双山伐と~ii'1、設備との迎合性を}定のレ

をli可鎚にしている。憎いす使用省が11'l~{iClII 4る'11い唱、あるいは京n・設備1.1.、ひとり ペルに保つ引に役吃勺ており、名締飾北、 1両院で事の~I!理宮北~I(1:織として'1=，かされている。

ひとりの防省の樋鎖や程度に合わせて民側やメ-/)ーが係、rし、 mttする域合が多く、ォ 設計のIH君、多々 ヂータとして火:e:イi効ではあるが、 f同々のt主将h砲を見たとき、降二専の将

ーダーによる手作りの生産が多く行われているが、このJjf};!J.I、ンディキャップト-Itに必 獄、犯I在、身体、W<，'(}，r，iPlt旬、 O:J:いの.'!!:，tI条件が側々 に処なり、モの人にとって相応

ずしもぬくなぃ。 しい住~境は、その線開由化された従来内千fのみで IJ.M主婦い多くの身体的、心理的、経済

モの理酬は① ~.lj~があってもすぐに人予できはいの ω 1'UIB~ ，\I.'l'l の似f.IEが得られに ((~、社会的:B!l羽を持つ"たとえ兆際にIIJ いられいる l((いすや米Hが、総本された三げ'1;になう

くく、製品によ弓てばらつきが多い，，(:i) fdli~が，f6 くはる" (~) 係、J'j極りのものかのチ三ツ ているとしてもその人にと『て他いや Jい状般を形成しているとは限らないの傑幣化によ

ヲが難しいの⑮ 飾品の交換やアフタιサービスを，;t~量ぃ、'1;であるのこれを}'lJIIl.する/j る設計では解けはい..j，f(Ei.i:はあいまいさ管内匂していると行えるの liil述のレディー jイド

訟として、レディーメイド化のy;えJjを係J目する"それは(1) !il'ltr 11のもので、使mn[能 の考え方が、この'~J泌に対してどこまで対応できるのか1::1われていると J思われる。

え正古~I弘はできるだけ利用するのその際わずかは修正や郎仙のJ(;{ り倹えが nr能になるように 特に、以内で係徴的に絶える・11い唱の打線lよ、実際に他111する人の身体条件、生活~ltlJ、

するの② ハンディキャップ.fjJUとして、必・!:1M小隙の純矧のものをレダィーメイド古事品 生活行為にllll した、 'I(い喧{止IIlIíと ~í，'1、~Q:総との必イH'tの評価内容から、経力あいまい

として周怠し、組み合わせる'lrによ 今て多僚はニ F ズに応えられるようなものを開発する. さを取り入れた融通性のあるものとして求められるべきであると号えられる。

(ゆ 隊<;，11の織鎖や怨度によ勺ては、レヂィーメイド飾品による創iみ合わせだけでは解決で

きない'11もあり、その場合は特注鶴品を(!l!う。(の 牢mなーーズに対して守:古1Ir?，をオーダ

ーにようて作る、士事である

以上の前提に立って、 J1 S 中夜中いすの寸法を)$.微に槌・1長された家兵士事のft~寸法の

使用適用範聞は、上体が健常者伝みの能力を持ち、 1:般にRl~ISの措置い-nとし、 n[銘な自宅り

健常者との共用を考慮できる範凶としている。

その結.!IH是:案された家具の機能寸法の号えんは~の通りである，

(1) 可EいすのBwa正格点をli'丹章者節点とし、 iぶからの高さをI'Ifr(tI尚さとし400..とする。

そのI'I![踊，\'líさを使~の雌I栃認さ、首H刊の似の t:; さ、ぺ y ドのtむんだ tr:i占等1m、設備とレ

ベルを令わせ、移乗を溶易にする。

。語 版{立J左幣J点からの食~lテープル等の相LI偏向占までのχ!I{を280-300・mとしテープル泌

さを70011・とする。

ゆ 'Iiいす他1IJ.f'i;の作業峻から、JlJ1JI!、人前、洗Illi.化事t、刈J11!、洗側、食仏 l収納、就

縦、学洞・'11務、'l:.lE' ll量作、 j安'fr":事の~u.r;~r:t.~1ζ~\ 勺た・主 lJ.、.没415のf迎いやすいm点泌さ、
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2 3 -4~{'linと後i7t、段。iW!との迎合t'1解約

ノド節では、 hl内管IIUにおけるlぶからの.!i.lfi悶，"で災した・FいすiieJII手fの身体位置主と、 3主

的・設備郊の作業銭点{，'r.fnから、 'Iiいす{fJlJr.が~将家n、災局、設備頼と~する時のを

1m的適合性について放IA的解析を行い、 'J.:.燃の渦1':-1[を求め、"JJ.耳障を明らかにすると共に、

係修化設けfI:織では満たぜはい~1}11. Ií'J 1:に 1111 する~，n深却を明らかにしている e個別.

( 1 )身体{'li7tの実測J'Ui

市いす他JIj{j'カVJむ際に'IiいすにJI!:，ている時の身体{1Lii''1を、l法的にゆ1らかにするため、

)~IU品Hlt会身体隊ゾ: {í'lU.ßlfI\ぷ Ukの郷tl，W~J (itll'fi ，li}":1'1沢鈎JIl御今在、'f-)の50名の

illいす他月J-<1を対象に198311'、閃2 2 で"J~暗身体{世代の"JJ.測と、.l'J.iTiiの支持状態の実測

を行った。名測定{世f'tI!-1:てばからの，r~II'l関 íil:l[として計測しているの/正似iの席前高さは、

'11いすのb;i.t.~tを製作・時WtllÎ，:'IJ 占とし、J4HIl I刊でt，í~手nマ・y 卜-:-tむ胞のI'~H結賀nl'i~ (廠{主義卸1

1主) (8... おさを実際の賂Ir，i，:'~さとしているの 11-1，:・5 占は lîíIJ.腕を水、l'に肝11111 した際のJI・1のM

下点目司さとし、 r~lrr，は I:'J.~)品 u行先先制"もさとしている“お閃の他JIJ時~面市さは、賂と

して鋭られたビニールレザーシートのMドl.(，rtiさとしている。測定!Hli1まどきき尺による夫

社部jで、 '11いす{出HlI1の ~)j~<1!，られ、リ氏による l:lft在的な1'V;は必裂にならなかった。
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i鴻伐対象n

J司王'Ht主主将 lま、年前~19~誕--55成のリ'Jt'l371'，、立:1'U3手元の叶50?'である。そのうち臼})で

市いすを他月jで怠る人は111'， (3~%) 、lnIらかの介JVIがあれば使用できる人は21 ?， (4296) 

、全磁的な介i坊を必~iとする人lよ I Z r， (2~96) であ司た。附~'f.}JlJではそのうち約半数がJJìq

1111管障-;r: 11で他は作制打11M、'i'iJ.氏，~\、 ~I! リ A~であ司たの全.u 'TrJ!l:の隊~1~-I1であった。
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(2) ，¥凋各紙来

身体{.ii~tの湖有給-*を肉 2-3-1 、関232に示す。関では床而からの各身体{.1.

mの分i!ï とその、F均f抗、保司自偏差をポすのìJ!尺およびテープル苅さは~:<tで求めた18・ H 。

JE尺のi抗は経験値とみなされている。

近J<!=段高/3司 10 (川m)

テープル向さ=.ffilfli，河+J~~尺 (mm)

(2 1) 

(2 2) 

身体位Wtと袋i丘、設備湾1の作業後点との関係そ測る上で、収減l而となる筋商高は、製作

時ですでに土印刷 (95%f:tftiJ立)のバラツキがあり、もëJlj o与はそのが~2iたの土 90l1liのバラ

ツキにμ、がっている。'\ï.~したテーブル尚の4票総偏Æは48酬であり、 ~I偏向さのそれとほ

ぼ同じ俗である。 l阪市、 T:，~'~の線司自偏þはが175剛であり、 路而l百五のそれのI.7feになり、

かなりバラツキが大きい。このを~1怖は母数が少なく (N=38)、lE協な評価には無期がある

とはいえ、健常者(18歳~58成〉の餓位~Q良市が人体計調M抗データ (84' CJJI ot では、 4理If~偏

A29.3剛であり、この{耐と先のffi而高係機偏ぷとの加t1ーから紛られる折tJi:.f!If位l服ir.i-t軍司書偏

Jを53.0剛を大きくI-.[I'I勺ており、 ;11いす使川1./tのI以i旬、 7・iRiのばらつきが、健常およりか

なり大きいことがIYJらかになった。 1'iのIUIがり、勝のf111出l'淳、 F車'JY-./!j四千Iの身体条flから

'tまれたものと解釈される。

一方、鹿阿部のs切さをut寸をして決定された製作If年の向さと、使用後のそれとを比較し

てみると、閃 2 - 4 に示すように雄支持而の絞も低い位fnl孟股旬結賀11J41位íi'lに~1J当する所

にあり、その{，'1.低で製作時から約60mll沈んでおり、かなりの変形が.認められる。 ffil而角度

は 3.3.から 6.6'に変形し、 m費が務ち込む条例二にな勺ている。さらに雌シートに包まれ

た状!j)を形成しているため、側方からのIE迫を'受ける条件になっているのこれを少しでも

繍足するため、使JIJ必の選択による各事sマット頒や路布団が敷かれているのが実情である。

これら '11いすは針り1'~みを前総に製作されており、!rrりfi:みのできるビニールレザーシー

トを使用している。このようにたるみを生じる時ffiiは、 i殿告11大転子後初へのI'I!fEと骨鍛の

繊傾斜、 般の内転、内旋位傾向等、若手術を発生させる，((般的~凶にな って いる。

以上に見る通り、現イEの'11いすはIÆ{.Î:条約2に|刻して、寸法的統一性を欠くと~~に、 1主く

1i1!うにつれて変形し、i9r;主の股{立を似つ百Jfができず、正予約を~む版図になっていることが

明らかになった。その*，~-*、 111いす使m者の各身体位ío'tは、人体の、j 法のパラツキを越え

た紹を持ち、袋ill、設備類の作業後点との|湖係を-fiiiあいまいなものにしている。
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(2 )袋li'l、設備知とのili合性の解析

引いす使!日必の身体位置と、炎筒、設備矧の作業修点との適合作を、 IぷI師からのi在1"(距

般でぶした位fi't関係から島If..jfrした。

(1) 迎合J.lUf.il繭式

1!:.測したt料、す使用者の身体俄1ft寸法のばらつき分布を、単純化の為に.iE続分イliと仮定

してg評価J憲司ドーとした。-JJ、装in・設備郊の各今の作業修点i(!inを床からのm凶距続で炎

し、 テー プル等I，;J .使JTJIJ 的のそれの尚さ分仰を士事G(i'{'\からなる荷量;汝分仰とみな L.~r'(1断書I

q訟とした.~iI't' :llI:官iù~iの各々の作業際点は、 I~.ーの、r- 1(ÍJで与えられる場合(作業面が

mのみ〉と、総数の予1而{作業lfiiが多J向にな ゥている)で与えられる場合がある。lIIf行は

tl!IJii、およびぷ尺11;微で計則されたものの傍点であり、後-/'i;1立干潟、Hli!i¥1i、 J主尺基裕で;}I

1輔されたものの傍点である。そのt差点に'I!いす使月].{'fl;t.、迎合持容似を持って修する場合

と、絶対寸法で媛する土場合の両/!iの銭しIiがある。

事務抗、必初等、 liil の{古川目的の主主的、設備nヶの作業f量点前さをH，(i =1、2、・・・・

・、n) とすれば、市いす佼ffJ.fi・の身体i生前との迎合皮A，(i ~ 1、2、・・・・・・、n)1ま次式で

;1<:められる。

a) ;厳令2午容将で俊する.tl，;合

A， =_1__ t附・C -(H，ー μ)'/ 2σ' 
，ー-- ¥ e 

21r 0 "附 ・c

( i = 1、2、......n) 

ここで σ=i:)'iいす使JIj-lf身体似u"t.綴幣偏差

μ=!Iiいす似!JHlJ身体itLin平均依

c=適合il'f若手嶋

b) 絶対寸法で綬する~合

'0 

A..=一一一- ¥ 
21r (J "附

e 
一(H，ーμ)'/ 20' 

( i = 1、2、......n) 

d H， (2 -3) 

d H， (2 -4) 

ヅムそのも~m~lt:]においてその日的に沿う各局の袋位、設備郊の作業綬lJ..m ヶに:t.t し、

それぞれ迎合成んを(23)式あるいは (2~)式で求めればその使用?il. lmにおける平均迎合

A は次式で求まる。

19 

A = ~二 A，/m (j =1、2、・・・.m) (2 5) 
j =1 

乙こで (23)式における泊1tYf容恥f.cとは、 'I!いす使Jfj-lfが淡位、設備を使用するとき、

その刊さについて小'泌を感じない限抗l11点、あるいは使用時の作業(ì~It~が一定の基調車内にあ

る限界倣であり、紛糾l的、肉体的~肉がか らんだ例人近のある備である。 これによる定品

化は、作業内総の迎い、 ~I?.!!/.ll: .げIれの述い、湾↑1.'l~字によりかなり悶幾である 。 そこでこ

ζでは、泊代やテー ブル日の今までの各事F.の提案(O.tJ.00.) (s()7'にJK!らし、 c=土10mll

を条約の側めて厳しいW'次J'f容船、 c= :!:2511mを条例:のやや厳しい第二次汗容1師、 c=

土50酬を条件の緩い第二次，存続恥iと仮定し解析を行った。'11いす佐JlJ.(;'身体位前線微偏差

。と'Ii.いす身体{立齢、1<均(1((μは (I )の調併によ ってwられた身体佐官tJI測fI((を迎mした。

G争解析結巣とそのJf.価

迎合許可主制でl'tする1:;令の峨I踊認可臣、/~尺規準で，汁l喝された淡町宮、技術頒への解析結集

とその持価、および作業後点に千が1.1.くか訴か絶対、j法で後するi易合の手前幼司自で計画さ

れた淡町、設備類への解析結栄とその却価を/J'す。

<J )悠1m胤敵の勾合

w而脱獄で計画された袋in、設備業員への迎合成の解析結-*を凶2 5 に~す。 この場合、

TI!いす(!I!1lJ必が'Hいすから移乗してその袋的、設備に媛する場合と、移*しないでそれを

{史IIIしている場合とがある。

i )移燥する場合のiI'f.価

使協、ベッド、 j風呂織の脱~.l?~て事へ移乗して裟í，.t、設備を使用する場合を~lに取れば、

そのおさの総菜l孟、 400-450聞が多い"使苦言では使館前、ベッドではマットの沈んだ佼i丘、

脱衣ijj では1-1< 1而向さである 。 閃 2 - 5 か ら そのおさの術協lでは適合;~容師c = :t2511mで最

大A-0. ~2の組合j変であり、 i盛合する人は.，~数に泌たないことが分かる。 fl\ いすJ1[ rfij ，拐さ

との20-30阻のわずかな迎いでも移燥の匂似を覚える ofiい隙容の人では、適合，η二若年将c=

土10闘で1/3以ドの人にしか迎合しない。その意味で、 Ij!いす1'l!ilii高さの紛ーによる係司由

化、Plilftiのたるみを生じさせない雌削機造士事は、迎合ttを守る1ll'l:l!な.!lI¥1Iiiである。

ii )移乗しない.t;J合の孫自目

'-11いすに悠勺たままで、雌I面』再燃を問泌にする~lとして、来客との応彼等、他の人と媛

する場合に生じる。米容との応j妻で佐川1するソファーを~lにとれば、11(商高lま300-380n

が多い。'I!いす使Jfj-lfが'山、すに点ったまま応緩するとすれば、千滋車の:i!!が50-1抑制綬

1在住.じ、t-.'I神的にその滋にはじめない。取いす{止月1者はこのような場から除外されている

と考えられる。

-20-
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関2-5 般l而J正司自治合皮 V<12 6 ~)\)正敏適合成

b)差尺J.!l匂iの場合

A尺綴荷主で計I両された装置2、i設備類への適合皮の島幸.jfi結果を凶2-6に;f¥す。これにつ

いては、いすとテープルとの関係として各.foTiの従来がなされている(.0、8，1IC2. 0 テープ

ルのおきのみでJ'f-f，命できる場合と、テープルに各般の道具、淡町ifiJえばワードプロセッサ

ー、マイクロ コンビューター、タイプライター、写航機、 ;"1J!1!if.~n、 み;等資料、小物いれ

て宇がEまかれ、それぞれの滋具、殺ii'lの作業傍点前で;Tf-価する場合がある(悶2-7参!被)。

i )テープルの前さでの将価

これに閲する錠案l立、テープル肉、身限必H1fi/fri時さて1，'; H=700闘が多い。この百五さで

は、絞っザが少なく作業をできると鍛定される適合み終il¥¥ic = :!:25mlDで、迎合j支A=0. 38と

1/3峨の人にのみ迎合する。事務机は各組のJEさのものが，jj販されているが (n=6、H

= 740.700.670.660.650.640)、放火の迎合耳EはH=610・mで得られ、迎合3午容恥dc=土2

5l1liでA=0. 39である。l:!P ち約t1:加lの人に迎合するにすぎない。身体位i~~削倣から:明り

:llしたテープル高さはH=671mm (均1IIi，笥421mll)であり、 H=700聞という従来の総案は

凶2 7 p.~尺」島市tの態綴

-21- 22 

H・700健司監

C -25 A・33耳

c・50 A・61%

事務机

H・740.700.670.660.650.640

c・25 MAX A・39 A・32

c・50 MAX A・69 A・60

流L台関1量古

H・750 H・700
c・25 A・11

c・50 A-26 

900 MM 
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ややtlEいといえるの 実測{凶よりr.'.~足して~!~りれたぷ尺=211闘が世~''';Ní'のそれ (280・m~'il
l変〉より30uほど低いことが彩甥している。目1Iち、息Hいす使JfJ.gの身体、j法の特徴をよく

知lる・J'が大切である・Jfをぷしているのーん¥作業の迎合性をけくまf1I摘した迎合J'f谷偏c=

:t50聞ではH=700酬でA=0. 62となり、 2/3の人に迎合するが，この迎合持容恥iではI.l:い

11年I:JIの使用で作業総労を起こすものと批Aされる。 ，。

'0。
.。
.。

.。
ji ) テープルに道具、 ~i母て平が，~ilytされたJ;;}合のJ'f.fl罰

この場合、それぞれの袋ii'lの作業綾...'J.の床からのおきがJ'fll国対象になる。タイプライタ

ーを例にとれば、作業後点lま英文タイプであればキーボード t、平11文タイプであれば録作

ハンドルの{立lnにはる。その作業後点はテーブルi!uから数10mllから100棚上にあるので、

H=670酬の事務相Lを佐川したとすれは'fI:業後点:市は、H=710-750.，.純度となる。この

場合、組合i持容脈~c =土25剛で約3/4の人が不適合になる。 元主近五t く JIJ~ 、るワ』プロ、マ

イコン士事のぬ33の使用む同じ引がrfえると身えられる。そのため牛『ボードの高さが悩)J

fL~くなる減さの設計が鈍されている。

'Hいす値打l者の迎械のーっとして.{/;t;{~の多い印刷関係の92納作業では、写~il!!がff と一
体になっており、その作業後点はキーボー ド仁にある。その高さはH=830畑町(テーブル向

= 6701lm)である。この場合、迎合.f'F理事隔をIX<持容しでも使mnJl~t.(人は~fîどいはいのこ

のため憎いすの雌I而にj事い均衡問を敷いてJil!lllj潟を tげたり、スロープ合を設依し、 '11い
すを苅くする仁夫が行われている。

身fl'!..J1m調主I!合のおJさはH=700剛である。 実際の4乍業後点はそれに{‘「随した蛇11'1;の

総務、あるいはそれに・隣るヤカン、ナベ、フライパン等の・狗J!I!器具、あるいは，湖周合の尚

さより低い旅しの 'I '~;;のf量点になる。 機古昔、ìJlIJ!R W，1Hの後点itE さは ，~~J!R台から30-100闘
将度上:';11にあり、それを代炎して H巴 750mllとしてま'f価すると、迎合trF~主総 c - 土25uで
適合皮A=O.IOであり、ほとんどの人が不適合といえる。 ~司l!I! ?:iHの <1' の料J!I!の tl1米具合、
あるいは続し台の中の食総や野菜士事の洗い只合を説くことができる円の{立ii'lも大切であり、

それを考慮するともっと迎合性は低くなると解釈される。このため、上ドに高さを可変で

きる湖周台が販売されているの
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凶2 8 手i:y，11i幣適合皮

;;$:織

c)手高峰呼tの場合

"f ，tGJ，li幣の袋町、設備類へのÆi合1~解.jfr結果を肉 2 - 8 に示す。 ~:.似の本や，'}売買の tU し
入れと験l!I!、守主砲!戸側、J百り戸棚、 t芋JJ!(タンス、ロッカーの中の物品のH:lし人れと鐙理、

さらには会よ高等での潟仮の使mの作業等がこの狩舗の対象になる。その態織例を関2 9 
にボす。

関2-9 'f・ 1~:jJ基燃の態機
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まず、健常.IJのZ~にJIlなされたものをとらえると、I!ï販されている冷棚、強.JI~}=i仰lの百五

さは l 、800聞が多い。段 t段の本、，I}類、各績物品までの'I~~mi喝さは約H~ I 、600.棚である。

このおさに手がM.<人は迎合成A盟 0.12と鰍めて少ない。 会議月1の黒板のれさは上綿で

H~I 、800であり、1~~Hl使用の段高偵をH= 1. 700耐とすれば、そのu'llllには迎合成A盟 O.

02で全く適合しない。

'I{いす使用者に健;奈された力側、殺到!戸側、.'ilり戸側、平日夕ンス等の五立大おさは J，350

mでその常JU刊さはrlの高さにほぼ近いH~ 1. 200耐となゥている。この鑓案であれば、

ほ11'10096の人に迎合する。 従って、'Iiいす使JIJ.J:'i・のために提案された段境設定の範凶内

であれば問題は生まれないと.1'えるが、健常./]と共に溢ごす鹿内のオフィス等の職場、ホ

:rル等の絡i没、あるいは家族と共に生活する0，まいでは、この手前鴻徴の適合性は1i!1組と

なる場l踊が多く tlJてくる。そのために例えば、なち上がれるTI1いす、邸前が上下する41い

すの開発等や、エレベーターのスイッチが健常占fJ11とTIH、す使灯i者Jllの 2.f重類設慣する士事

の両.r.に郎会の良い設計が災行に移されている。

(3) 1月組点郎lfiのための車いすの只備すべき条例・

'I{ いす{企fIl.{j'と、 3を(rt 、 設備頬との適合性の解析の結.lJl:、峰 llij~左翼画、 Z~尺袋町具、 手~;}1;

株とも、それぞれ迎合怜を侃なういく つかの間題を場きだした。様激化の考えに立っと、

特に減{立J毒剤臣、~而}/(;幣の設計条fI:に克服すべき.Þ.I!泌が多く見られた。そこで、以下それ

らを解決し造令牲を向上させる為の干11いすがrHiaすべきJki'1・を求めた。

(i) ~fl偏向さの統一と、モの 1認さを維持できる~l而4構造とする。

~寸11寺の賂1而高のばらつき、繰り返し使mによる~íIííの変形によるたるみを磁力J1IIさえ、

前さを統ーし 、 その高さを維持できる質の高いPH而織治とすれば、例えば~i面前さを平均

の421u.テープル刊さを670RlII とした時、肉2-1 0に.-j'す迎合成のIIijt効*が期待でき

る。すなわち、践的i百五のばらつきを攻作の、ド分に押さえた上場合(Q=22.5)、迎合許容幅土

25..の時、~副主主幣の適合皮はA =0.43から0.73へ、 J主尺』在地の適合成laA田 0.39から

0.61へそれぞれ噌加し、約1.6mの適合grのIIiJ上が閃れる。

この条例ーを品持たすためには、~の米材、術迭の見げ{しが必要である 。 l1fり作みを1狗総に

ビニールレザーシートを月jいた4構造では、 ~îi而耳目さを製作時間-ïnj さに統一しでも、多少

の改善になっても、使用による変形の為に餓而尚喜のばらつきを生じ、総本的な解決に結

びイ.tかな い。 また、 4ま1βの予防の1..~に~圧を分散するクァシ ョ ンを使Jllすることが一般的

であるが、各組のものがu:され、そのj写さも、クッション圧も統一されていない。悠商1173

さを統ー し、その;窃さを維持させるには、それらの深組を総合的にとらえた路i漏締造の1E

りプJが求められている。
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関2 J 0 f9! llriの伐の向上による先b~・

〈か あいまいさの:5lJlIi

特に世~'ì~f{1と '11いす{史Hl:l'i・がJ名作する場で適合性を向上させるには、f9!1国泌さの統ーを

閃り、変形しはいI'Hffiî~時治にするのみでは効果が滞い。例えば腿内の験初、作業訓練の~・

を伊lに取れば、その就労Jfj~は閃 2 -I I皮肉に示すように立勺て作業ができる人と、立っ

て作業のできない人が悶ーラインに潟従する湯合と、各々が分かれて作業する場合のどち

らかが弘られる。づイン作業で立って作業する場合、あるいは股而潟さの高いスツールに

I'H勺て作業する場合の作業合 (H~800mll科J.lDに'11.いす使用者を加えるには、取いす使m
司自・の作業l偏のみ司王さを低< (H = 670ma正~J変)するか、スロープfJを設in し、事いす自体を
『idくし、作業ffと1，;1一作業i而とする方法がとられている。

d方、 テーブル上の作業1面 lま、 ~12 1 l;(=j肉に示す織に作業プ口セスによ今て、道具

や俄日昔、殺illが織り、微々な作業後点がtf.在する場合が多い。伊jえlま峨勺ているものの中

を峨かはければならないi時とか、」さくに作業f差点がイUr:するゆ合等の時が'F.じた場合、健

?片手5・であればなったり 、H要を少しあげ安勢を変えたりして対処するが、 'I{いす{i!!ffi者の場

合それができない。 ，~~J![l台で料矧をfr;る土結合や、 ñW.iやff;X(，を洗う治合、あるいは食l:1テ
ープルで.il:!くの料埋に下をやl'ばす場合等がその例である。
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{上'JIJfj'11いすの在り Jjを示峻したものと解釈している。 その外観を写~'i2 J、使用時の

線子を写真2 - 2 にj~す。 鹿佼から立ち上がり、健常-Mと loiJ~事の高さで作業できる・Fいす

の側発も試みられ一部市販されているものもあるが、微械的な'liいすとなり、そこまで鍔

カして作業に生かそうとする人は日本では少なく、 一般化されていない。

ライン

関2-1 1 就労%1/1}，

テープルょの作担空間

以上の点、を解決するには自fh :'J~質îîの考え方が必要である。例え Iま、職場における作業総

ホと精度のおいイ1:'JTを要求される設計製肉作業の場合、?古に製図がし易い作業後点を確保

する為に休兵=製図fIlいすと、設備=3曜肉合の自由調節担霊能が丹iなされている (011)。前

t1 1;j. ~1同の上下車/J、 JÆrfôの悶転、後者は製閃合の上下動、傾斜角調型車で干の徴能がそれであ

る。

nもたれ角度調節

'l1いす使朋者に用意された設備として、うもにも述べた織に上下に調節できる絢均台があ

り、市販されている。これは、 mいす使}jJ者がHnJでJ凋均ができるように開発されたもの

で生活の自立を促している。 J';;近、作業而が1-.Fするコピー殺が、|司内事務担量総メ ーカー

により開発された。これら袋路、設備煩へ向性1調節の考え方は、メー力ーの努力で今後少

しずつ生まれてくると予怨される。 袋trl、投骨itの初迭を1!1~撃で高価なものにするため特別j

必要とする場令以外は、なかなか自lI可で取り備えることはなかなか悶簸であるが、少しず

つfl，、まるものと期待される。

一β、mいすに自由潟筋の考えを入れた開発は、現在いろいろ試みられている。mいす

の~i商が上下するllJ，いすの開発は、 1986{'F/Jl:にm者も手鍋けたが、適切な上下動力を生む

アクザュエーターが無く、実Jllに結び付けるには~っていない《向.，。この開先は、エア

ー圧力でJAi面上下できる市務いすの上下線併と、賂部を流用しτ巨いすに応用したもので、

上昇l時は全体 ifiをア ーム レストにかけ、 JJ'要を浮かせながら~をエアー圧力で上げる必要が

あり、上肢に降3の無い人に限定される欠点を持つ。しかし、 E創立と~の潟さが変えられ、

写U2 1 仕事Jlloj互いす

外観

-27 
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1，oRJ，¥;郁 タイプ作r;の場{~

手jl')jl，!; i事 : ~棚処l'Il作業の場合

写A2-2 t士事用車いすの白白調節

29-



2 " 水、rllfiiJ:での適M I:;Tf.l剖

本節では、 'I(いすの水平移動の動作'イ~rmをもとに、 i並行、/ïlí'J変後等7.k'J1-1面上の移動~

1m .~立に l則する迎合性と、災ilft、設備貴闘への綾近条例・の評価を行う 。

( 1 )水平而 1:.の移動~r::Hï'íに|刻する迎合性

b揺Fや通路の輔、廊下のrUrがり1旬、ドアの紙、 ドアのt)il後・玄関・浴宅 ・便所 ・合rJr匂

のスペース等が'1了いすの水、l'移動の迎合管iを，汁る対象となる。そのliiJ縫となる市いすの大

きさ l<l，1列際保町、化規物(1 S 0)では政大船10ι風俗λ:Jt!IOcm、LIノド工業規絡 (J r 

S)では般大幅63c・.員立大JミII0c飢となっている e刷 H O

(1) .i並行に211する悩μ

市いす本体の鰯は、 n7ドr.~胤絡では1反大63cmとしているが、通行する際、さらに外側

に両l付が出るため、 1隔日lま80cm以 tlま必1Jiである。一時的に通過する場所はそれで良いが、

.i!I!統的に通過する吻合は、やや蛇行しながら進むので、 j政小90c節制lま必2J!とJわれている。

そのため総設計l珂では微態的にi並行事面は 100c園、 E刷、すと人とのすれ途いを々l録すると I~O

cm、'11いすどうしですれ違う時は180cmに提案されている。しかし、実際の日本の家屋の

場合、この係幣化仕織を満たすことは閲覧陸な場合が多い。ポだ'D々 で90cm、内寸75c・の狭

い!雌トをもっit'むも多く、伎'ti攻治の俗路にな勺ている。出来るだけ a巨悩の狭い市いすが

求められる。

@ 1"1も;に要する似只 tR01) 

illいすの"'1転に援する煽幻は901支向転、 1801豆回転、 360m:rnl転の各々に線幣化イ上級が従

来されている。回転動作はPIHljj'l'心、 片‘1¥給小心の各々 がある。

・何度1"1転の場合では、古iJ.r.の!FJ}作による似JlI<l1、350x1、350mll、後者の動作による偏

u は1.500 x 1 、250醐である。

， 1801受回転の場合では、 ii可.(5;のofib作による帆日はl、500x1、250m・-後必の動作による1隔

Uはl、800 x 1、600mllである。

， 3601支~il.去の場合では、 lì1115の動作による船員は l 、800x1、800mll，後者のl助作による幅

nはl、900 x 1、900mmである。当然この宅fHJi訟は、止をに当たらない余絡をもった備とし

て総菜されている。

以 |ての伊lを文献 (B07)から引mし図2 1 2に示す。
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市いすの、I~I師、tt1~から仰た J [ S(禁物 '11いすの絞小俊也~I向後は世 l 、500m・ e刷けが得ら

れている。勝ドのdbがりf町、各純ドアの前後、便所の中でのタ ーン等の場Ilijでこの終回l向

筏がif(~fi前線になる。 {_t'むの改造によ って、例転に援する隔日を持たせる官Jïが.l!p.怨であ

るが、車いすとしては磁力綻刷、|生後の小さい寸法織成にして、』品奈された1官m・J"f;長より狭

いさ~Iml誌で向転動作ができる織にすべきである。 そのためには、市いすの全長を減らす、

'!i船を切り治める等の、i句而寸法の縮小による、小陶り性合Eを持たせることが必主主である。

(2 )災iir~、設備要員への接近条件

1.1i.いすは身体の保持の為に、精進上、足を載せるフットレスト、腕を載せるアームレス

ト等がある。 ijiJ手11ま、肢のうも湖より 1)11方に佼Wtし、近峻1時それが主主lo't、設備民触れ、十分

に媛返する'Jiが燥しい。後者は、テープル士事に近媛するI時、それがテープル天叙の下部に

触れ、 卜分t妻近ができない。そのため、淡位、設備にアームレスト郎、島幸告防、ら足元にか

けての~mL岱(デッドスペース〉を使JlI設備に吸収させる工夫を絡し 、 適切な作業{\'l([1を

舵~することが宅ましい。 それが:11米ないl時は、 {止IH設備にト分俊近出来ず、そのままで

作来をするか、備前j告に緩返し、体をねじ ゥ て行動する・I~になる 。 調理台、洗面・化被台、

司2.活4?で宇の下部を耳1いすが桜近U!>匠るように|分をける工犬{台の下両刊さ旦600間以下)

が鎚;奈され、実行に移されているのしかし、 l践が当たる、アームレス卜が当たる等のI::JII1I

は、 i也の峨々な '1=.7.';1訪t偏に.(f.{fする 。 食市テー プルの下端にアームレストが~]たり、テー

ブルに l分段近lB米ず、奥の料f甲がうまくさばけない士卒、他の人にはあまり気づかれない

問泌が生じているのもその -'j$oIJである。この綬近条約は、!'I!面高さ、テープル向さと共に、

作業の迎合性を，汁る Jf('!!!な評価必，~~である 。
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適合性からI，.!，た木材を主素材とした1ftいすのイ1:綴サ法、 4荷造担理念

み;筋では、 2 3、2 01で求めた適令性の解析とJ>f.l轟から、以内の主主償、設備との浴

合性を[i.jr. させ、J:\i内で綴徴的に使用できる、木材をJ:，，#材とした 'f~いす側仰の仕綴寸法、

構造慨念を見いだす。

( 1 )身体IlII'白と淡([1、設備との迎合性からみた{士線、tt.去、 4荷造槻念

木材を 1:，長材とした市いすの、身体{立i白と袋irt、設備との迎合性からみたfJ:線寸法、 m
~概念は次の泌りである。

(!) trrりftみ綴織の無い.!1!師術造とする。

木材をJlIいた LI[いすは、先に示したように昆内でJIjいる併が適切と:判断した。事いすは

5 2 

文献 (s07)よりヲIJIl4ヌ司主化設計f上級における1'.'1.1;に援するw.¥只閃2-12 

32-
-31 



移動総nであると共に、家具としての尚子の性質を持ち、 8内の深境に令った怠院がHう

されなければならない。 また、~.内で使丹iすることから、針りnんで，(\のトランクにいれ、

外:Hする日的に頻繁に使用するものとは符えにくい。すなわち、従来の，(れ、すのように、

自íj後方向にJ'~聞を.1'lん '1'で針り 1'~む必昔話lま無いと与える。 本絡的な締子としてのf'~耐精進

を持たせる'Ifが必裂であるの これによって、従米の市いすにあ勺た雌l踊の変形、たるみ、

tlE さのばらつ きの発生を防ぐ取が日I?~る 1也、I'~Íl):保持をよりIì{~かなものにすることができ

るの，(¥いすの愉送、あるいは以外に持ちtBすl時は、従-*の1'11.1耐をl1iり'.'eむ「方法とは}]I(の紛

め Jjを工夫することが必~である。

(2) I1! I而苅さを~30附とする。

l改近の'n務机、食卓テーブルのおさは 100酬が多いが、それよりやや低い食点テープル

も市販されている。秋闘によればLl本の住まいでlfJいるリビング、ダイニングlfJテープル

の潟さは630剛、 締了の尚さは380醐とし、食'nゃくつろぎ動作のJ!~尺の段通、ttl<は 250m"

であると4草案しているげ@川 げH30 市販されているテープルは潟すぎると評価をしている。

これは狭い自tlJiを広<~じさせ、自分の好きな司5勢でくつろぐ 'lrができる良さをもってい

る。 しかし、いすのおさ380酬の設定は、司王いすiil!1日必ーでは足が床に触れてしまう高さで

あり、 '11いすでは実現ができない。 股而おさの設定は、康面~司自でiJ!I!ll画する色!!l誌などへの

移乗のしやすさとの関係、 Æ尺必理事でM.I画するテー プルïnj さ、L2J~との関係で求まるとい

えるが、ここに示した憾に、生活文化との総点から係格化とは悦... '!，を変えたJ号えプfも{子(E

している、Hにl't日したい。

そこで、オフィスに見られるオフィス家具寸法の僚理由化、および、それとは拠点を変え

た生活文化の:.'J'・えβの双Iiの良さを生かしたJ仮l岡部さを探ゥた。

i )身体位置の実測悩から1!}られた使用時の政而高さは平均421畑町とな「ている。このね

さは，長期の使用から隊事者の身体の条件、使11Jの都合によ ってf:I然に生まれて米た必さ

とみなされる。 製作時の高さは~28..で、それよりやや高い位置にある。それと比較して

微激化ill築苦('j珂の尽にはっている JI S中砲111いすの.I'IH偏向さ400酬の設定は、やや低いと

解釈される。術者による 1985{ドのilll台市内の中.いすメ ーカーが尚文を受けた探てjデータの

調1i..によれば (6;~6 - 2 (2)参照〉、tl1寸時の綴下長さの」訴多いil:文は360mllで38

%、7j(に340附で31%(サンプル数90)であ勺た。床すれすれにフットレス卜を設けると、

保内にあるスリッパなとIぷの物品を拾ってしまう欠点も生まれ JI Sでは50間以上宅ける

引を規定しており、 ~ï扇jl)jさ 100聞ではやや低いIlTが知られる 。 位!I恨の高さ、べ 'Y ドの苅さ

は、この悦lJ.から決めるべきものと解釈される。

ü) 一方、身体依凶の災担りから6!尺247附が得られている。 この寸tl~は先に示した他築計|到

の録制F‘化でliiJt'.!としている泊尺300酬を50田 F阿る。隊<，I}-lfの'I?がJIIJlntする'Jlが多く、11!
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高が世E常.r，より低い'JT もその~肉にな 司 ていると解釈されるが、うむの秋闘の提案とも考え

合わせると、 A尺250陶聞は隊2Jおの現状に合った備と解釈されるの

計i ) 市販されているテープルや'll.f:話相Lの苅さは700mllが多く、 ill築械司自化投，~村上級の4革案

、mミもそれに等しいことを先に1~ した内 ところが身体佼也実測からのられた望ましいテー

プル苅さ 1;t611酬がq!} られている の この尚:/1とのZ~30聞は、 ill~t票微化設計イ1:織に録集さ

れたテープルt刊さが、現状では日い引を示 しているのテープルの七に微々なものが載り、

他fIJすることそ々え合わせると、迎合性はさらに必くなる引が予怨される。適合許容純土

25mmを迎合性を計る，ilH面レベルとすると、 700mmチープルを佼川}できる範凶にするには1'11.

l傾向さをやや tげて、明ましいテープ川:."さを680mm刷IJrにする引が良いと判断されるの

以1--.i) ii) 楢〉の考世話から、~耐向さを430mmとする引が得られた。 t菜、fの結泉'1:.ま

れた製作時の'11いす1J'.i点の潟さ(128I1m)にほぼ等しい他となり、 t菜、fのよる地からも安、'.Jな

尚さとええる。この前さでは400聞の色e伎の潟さには+30酬の尚さの局、市さ100酬のテー

プルにはー20聞のi向さのだとなり、迎合許容範凶で1'11.耐峰神1、j宅Iミ基微向it而に対応できる

、JTを JÐl i与した。 3わ 1;1.' 1ま It中佐nの伶iî'1を係fIlした晶~*となる 。

(3) l'I!而は圧力を分散し必絡を防ぐマットを内装した機造とする。

従来の織に、別にJ'l. さのJ~なる名手書IT:})分，敬マットを織せる考えでは、目曹を下ろした時

のW.，師のi時さがぱらつき、袋1，'1、設備との適合性l;t;'l!jくなる。圧力分散機1it5を持つマット

を内3をした峨とし、使用iRiさを430llmに紛ーする。

{ゆ底的iのおさ調iliIl主将来のlI!!lJiである。

対Irt、あるいは常気lモを応J1JしたinJらかのアクチュエータ ーの動力で雌而を上下させる

吟えは、 ')1務締-(.'事には，:mされ P般的となっている。 しかし、木材を主素材としたE紅いす

にそれを応用するには、情.i1l((~に線維になる・J(が予怨され、木材で実現できるかどうか不

明の為、今後のlI!l!{iとする。

(2) lk'li'l而tでの迎合性からみた{上級、桃造俄念

2 4 のノ.1<'1'-而上の巡令ni坪{踊から炊の市いすのf[:l哉、例途概念が~!}られた。

(1) 五立大Tl1恥1を600畑、 j政人ー市長l、000・m以内とする。

ー11いす寸法を"1能な限り無駄をfおき、小さくまとめる引が、人とII1いすとの一体化、昆

内環境との巡令伎が図れる引をうもに1列らかにした。i主"(;の偏150mllの狭い廊 Fも移動でき

るように'1l1闘を600l1li以内に仰さえる。更に90度、180度、360皮1';1転の民田空間f立を小さく

するために、班長をl、OOOm旬以内とした。これにより、従米のillいすより約10-15%のをItit1Ji

31 



の~lIOlが閃れる.保司直後帽を400..( J 1 Sでは420、400、380、360、330、300)とし、後紛、

ハンドリムの各々のJ'l.さと本体との関係寸法を険hつめ、 'I~ね字決定する 先にもぷした

mxの仙台市内の・liいすメーカーの~寸寸法調代 (6 ・宮 6 2 (2)診J!(I)では、峨舗は

400..が全体の約6刻(サンプル数 n=90)を市め、保司~，，~ね 400..のl{:，tは安、'íであると

解釈される.・l(l-<さは後鎗外形をやや小さいものを遊び、ヌヲトレλトのliilliへの.iflり:u
しを州fJつめ、~さの低減を肉ることとする。

1)P )JlI"1りのデッドスペースを小さくする。

j主':iサーブルミ宇に深く媛返するには、ア由ムレストが大似ド仰の総にあたらない形状が

必'~である。 mlIiiからのアームレストの刈さは200..が~いが、 ，~!J\!250・・の設定では， 50 

闘の，，!!しかなく、テープル天板下$の余絡がないため、あたる助合が~ ~'"フット レスト

!川辺の)Jl;t;のヂッドスペースを~ける市lょ、ーI(いすの俄.i1Lではほとんど不 "I(jgである。ブ

レーキなど付泌する機能節似の処.f!I!位J[である。 ~ûYl、設備mの)Jl;t;の処1'11がボ "J欠であ

る"

(:1) i造検 タイヤが手n、11-1に触れない傍迭とするの

J.I< '1<1凶l二の迎合伎の問題としては気づかれない斜%な制点といえるが、樗'助によ勺てト

イレや、 I転の汚れをタイヤが姶い、ハンドリムによる駅助効作時、 Ufや11・1に9イヤが触

れ、 1りれることが多く、衛生上t>Hましくはい. このことから、ア 」ムレλ トのII十にヂ

イヤか隠れる4構成とする。
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2 6 給治

( 1 )ボいす{止mnの身体{世代と ~i町、設備u，との泊イ~fIM析によって、提案されている

係機化建築設計仕織は、実際の・I(い寸{佐川IXの身体{生債の実態に合わず、装置、設備との

適合性を必苦しむ適切に向 1:主せるものに江司ていはい，'JIを敏fli的に明らかにした。特に

fl而義司降、 ，'t，!Jて接触でそれがIItt>'iであ今た.

(2) 実際に使JIlされている市い唱のt~lrli'.l Vi り 'i~みを。jiH品としたシートを矧いているた

め股の変形が人ーさく、1'~lrfi ，:"I，さのばら勺~H拡大させ、 ~r7l、設備との迎合伎のみでなく、

脳{'1.保持性をも感化さぜている乙とやりiらかにしたのさらに、，(¥いす使fI.lおの使用時の身

体寸法の依は、健常-nの、('.1'1寸法より小さい傾向にあり.その実態に合わせたU僚の設定

が壊ましい'Jfを"Jlらかにした"

(3) .{IIIIれした適合伐を求める解析 Nld.l、 'Iiいす使mxと災問、成総領との迎合性を身

体位置Iか ら容易にM.trr、 J't'fI尚できる fWである・Hを I~l らかにした。 n山調節による迎合性

向上に閲する数学的似処もうえた"

( t1 ) 1.1< 'li111I 1'.での移動明11111，\に!日lするJðMLと、 ~Wl、設備への銭近条約・を主!!~長線織化

{上織に照らし将{両し、そのイEりHを主t1'l，的に191らかにした。

(5)広内で傑徴的にi!l!1lJする木材を I，.A:Hとした'Iiいすの11:織寸法、 4荷造概念を、.qj本

位置と袋位、設備とのi縄M I.から、&.び;.1<ポIIII1'，の迎合性からのそれぞれについて求め、

下記の設計条件を得た。

。針り1:(みをしない仰nrlilJ;h分散慎重fおを伶つ賂IIfi織込とする。

(2) ~正司直隆1価t喝さを430・・とする ー 係抑 ，'!!J\!を250..としそれを JS;激に適切な作業面高さ

を設定する

ゆ '(i:似をが:/600..、M:大・IUてを1000..以内とし. 怜ih無駄の無い寸法とする。

。i) .lÈ~'1 りのデヲトスペーλそ小さく、タイヤのrりれを T 首に移さない傍若告とする.

(6)以上の解衡のSht3匹、ーliいす使JIlXと3長官官、設備との適合性からみた、木材を主素材

とした引いすがH備すべ、条件が明らかに占れた.
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3 1~ 市いす設計項目の担IIll¥と機造モデル化

3 1 はじめに

本市は、医療的色彩の強い 'Iiいすを、身代の'1ミ活感覚に梓|応しい炎JJU本にするための・I~

いす設ill.J頁日の品11:11と俗造モデル化を行い、木材'$:t~材とした TJl:いすが具申iSすべき.没計

lj'j闘を求めることを日{民!としている。

現住製造されている'Ilいすの.m矧は、{古川II ((1から I'.m煩以上になり、それぞれを織成

する峨飽~点、hJlW孟多岐に放ぷ。 それらの市いすはJIJ途や使m.nを絞り、駐車能と性{彪の

追求から只体化されたものであり、ここでJう、'i'.m.nの観点になっ ìl~いす全体像からの

似ii"tづけまで191磁にされたものではない。

ノド"~では、方法冶((-)デザイン手法をfIJいて、 '11 いす使m.f'iの生活要求、感性をとらえた

唱いす開発のための設計項目のillIlL¥と構造モデル化を、会ての月l浴に作り上げることを総

みた巾・'。そして共通して解かなければならない必ノド占星組とm途待に必要とされる課題

を鮒1mし、ojl:いす開発日棟の全体f撃を19]らかにしている。その1-.で、み;材を I::;fi材とした

引いすの設計羽nとそれの併進化を求め、それの-1:)1]途との1則係を明らかにした。

本分析にあたっては、日ノドi!!築学会、 ill~長計同委日会 「設計方法，c.. ， J r設計プロセス

/氾具の提案.c・.， J 1973をペースにしている。IlIJ:ID設定の刀法治としては fあいまいI:JJ

:mの解析Jとして、ブレーンストーミング法、 KJ発怨訟による経験的、凶感(1甘えi法、 l 

SM法、 υEMATEL絵、グラフ則論、関泌樹木t去による機溢モデル化や分析方法、多

変苛t解析t土ーによるみ;慣の特徴の解明等の研究が進行している(c...‘G・8・ω.... C13'。

;þ:~では、 -n:nのこれまでの引いす設計経験によ って解こうとする内容が系統的とは言

えないもののお紛があり、総験的、直感的に設計，釘独自で分析が可能な'Iiいすの徳能と1't.

i泡の要求を精進化するJIJにi7tいているので、分析では KJ発怨法.c..，'$::4本にしたll!jll1

な泌す1処.l!I!を行っている。この分析手法liijíl述の通り、設計.{1J~l れによる経験的、 I{(I蔀的

方法であるが、!日JII1iの佐賀があらかじめ絞験によって荷量徴的とはいえ読み取れている吻合、

全体の性質を締法化し、考え幼いJ~Iこ被J!I!するのに逃した15訟である 。 目的としている木

材をJ:.点材とした'11いすの開発の小心的滋泌を抗11mし、納得のいく開発方向を仰るのにイ1

WJである。
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3 2 現状の市いすの純1Jjと特徴

設計Jj'j"の解析に人る lìíJ に、 JJI，イ1:作られている 'Iiいすの荷主語、術品J(;'!.l!，~i、 ffB，'ff，の純類、

材'i'Î、 、W~を苅総、問中 らによる IIノドリハビリテー シ ョ ン L'Ì'協会・'I!いす S I (;絹 Iオ

ーダーメイドT巨いす処方の級機と実際 I1993'刷引から ~IJ日し4概観する の

( 1 )市いすの)/0;本初成立~，.~~

係河1/1(1内な ' I~ いすの)$;本総，，x:'}J.iA;は ISO の定議によると、(1)身体支持システム(服、 11

むたれ、アームレスト、フットレスト、レッグサポート }ω駅助システム(ハンドリム、

プレ』キシステム、にぎり、テッピングレパー)(3) 'Ii給(駆動給、キャスタ)(1)フレーム

(シー トフレーム、パックレストミ干の支持告s)の4袋亥に分けているのJ1 SもISOに

棉じて定義されている。フレーム締結は折りうI"~み式と r~])È式があり、 trr り Jj'::み式が/J; くf1J

mされている。係機的なF料、すの名弥を肉3 1に示す"

(2 )のいすの分奴

分知には色々な分け15があるがこれとい勺た分鎖は械なされていない。身体旅得者術tJl:

訟の交付;.pq;による分類は炎3-1の通りで、I!lllぷ的によく月jいられている。llJ途、機造

形式、耳gjlJ/i式士事が線住しj分売買され、 '11いすの分知を体系化できるものになっていない。

|同際規絡(I S 07930)では、市いすを 5，fiJi鎖のコードによる分類を規約化している。そ

れを炎3 2に示す。 F氾瓜Rl証のコー ドllP}を組み合わせ5紛の数値でコード化するJj

iJ.;である。分量liを数値化しデータ処.l!llすることに役立つが、その性質をその数{抗から読み

取る'1'は倒幾である。

百五総は使用臼的、及び駆動方式による分知を鑓楽している。それを表3-3に示す。使

Ill l-l約はこの他に搬内m、トイレJfI、 y ャワ ーF目、高{i'(.i[tm~事がある。この使用目的の分

主演は剥IJ分化したI日途を列記し、 ~f.5上の日的、隙~~のm1l:によるm途が混在している。綴

々な口約によ勺て明いすが製作されている引を示すのに役すーっが、全体を体系化する性質

を持っていない。10<1'は、これとは災な勺た駆動ノ7式、身体支持の形式、フレーム締造、

m泳のH構成愛ポ別に丸た主M分錦1を提案している。それをJ<3-4示す。それらを組み

合わせる'11で体系的分貴闘に結びつけられると総菜している。この間<1'の案が今のところ全

体の性質を.l!ll解させるのに役立つ符えJiではないかと忠われる。
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。フレーム③県島健 ⑤，、ンドリム @自在位{キ守スター1⑤ 

ブレーキ @射轟て(7・ムレ;r.川 ①スカートがード{個当て}

③背もた九(J{7クレスト) ~聞置い幽ト) 4)77トレスト ⑪レ

，グレスト ⑫フ，トプレート ⑪フ，争プレート鋼~ポル b ⑪ 

クロスパー @・~(グリ?プ) 4T1' ( 7ピングレバー

注}フヲ争レストはー点銅線で阻んだ鼠分のE主体である.

閃3 1 ・([いすの作怖の r，.fI~ 文献 (002)よりす1111

ぷ3 I 身体~'rl~ パ Ir.Hd.訟の~f.lJ.t微による分知

車いす

普通~

リクライエング式普通愚

前方人IJ'H!
リクヲイニング式前方式I!陰!!!

片手幻飴箆

')ク，イユング式片手駆動型

手動ヂ£・・ン式

リク，ィ・ング式T鋤チι-_"式

""'111 
リクライニング式平押担

r-一時過U
電動車b寸ー←ーリク，イニユング.Jttr通思

」ー電動・1ク，イユング式軒通鍵
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J<:J 2 (~(際組絡による分悠1 文献(1)02)より，;IJlI 

①寓'コード{憎轟.同I~方海による舟:Jコード}
1.介嗣事による揖作』一手動 6 :足による掴.a式
2・同fJl'lIOl1量輸1.H1式 1 :電動の介助式
3 .両，勾む両前歯佐野式 a :電動的手陣作式
・:周司r.....t'.，レバー担11式 9 :電動向パワースヂアリ シダ
S : 片 lf~'tI的レバーJ;!1I式 叩:-t '"他

Ql I~ 2コード{司医いすの企幅l:IJ崎町直後による舟:Jコード)

企司区闘が2伺閣以下 | 大薮岨が260剛以上 | すべての怠摘が260
庁、 1楠あるいは 2 1 で小:t:輸が1師岡町 1-以上町むの
摘が同0-以Tのb 1 2制帽のむの。3

① ~3 コード(;.. ~とパックレストによる舟窃コ白川

網島不可fi: ヨ匹 II ~ iI 

⑨ 揖aコート{アーふレストとレァグザポートによる骨鍋コード}

闘定

⑤lI!Sコード{何‘J畳みによる舟唄コード}
I : !II:t'" t.拘
2 :瞬リ畳み崎t:J・幽自慢周が司It屯，(，'"
3 : j，fリ畳み崎に司医惜町使用がで~ないむの
. .骨用可随屯1.'"

iIi"調節可純

S .骨用可院で訴'J量み聞に.悼の使用が苛鍵なむの
6・骨用可肺で折り畳み崎に.崎町使用がで8信いb伺
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自 動 関節

取舛し可舵{折'J畳み
JW取リ"え可能)



&3 3 ，t:;t~による分:lIi 文献 (002)よりすIJIJ

使用 8的による分額
J<3 Ij 111'1'による分気i 文献 (002)より引HI

11i!1Il!3_e{J I (車いすの型式〕 ①駆動古式

「時t長崎駆動式

ト寸前崎駆動式

[手tmb式ト・~Hbチ&ーン式

L-l押式(介助nn

IU抽

「

-
f
f
f

…
ベ
寸

②
 

r-聞記A
ヲヲトレス》ー-1ーも丸上，t

ト向島民

」単純脱荊式

駆動方式による分類

「 ハンドリム駆動 (片手 ・両手)

{ :~ 1 ::=… 」 クランク駆動(片手 ・両手}

下厳一足駆動(片足 ・術足}

他カ 一一一一一一一 手押し{介助問

①フレ明ム I~;:;'

E同定式
訴句たたみ式

分別式

@用量

用車

m
m舛

内

外

内

問

m
m

-
-
-
m
 

riv--』

Y

-
-
m
健

m
ポ

浴

町

宮

ス

人

そ

「
t
I
1「
L
l」

文献(02)より引m

人カ ・動力 一一「一白カ+術助動力耳醐

」ー 他力+補助動力駆動 (3 )部品の分:lIi

向伐による 1:な・I{いす郎品の分:lIiを必3 5に示寸。約60:'i11o'1I"が分:lIiされているn 数

多くの郎品が幣備 されており、これ以外にも新しい郎品も開発されている。これらをいか

にイI効に組み合わせるかがliiJわれている。
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( Ij )フレームのu質

フレームの材γIは ー般締法JlJiえA鋼、ね;Jfi.)J鋼、クローム毛リブデン鋼、ステンレス湖、

アルミ ニウム合金、チタン合合、 怖にカーボンファイパー士事がN.:IIJ;されている。ほとん

どがパイプ械造である。J)J.イ1:は、終くしかも強度、耐久れがある純郊の多いアルミニウム

合金がオーダーメイド'1¥いすの1:旅になゥている。アルマイト処J1p'によるカラフルな?H!!.

ができ、特にスポーツタイプの'11いすに人気がおいの

( 5) '11いすの氏師による処方灰1{-

111小によれば、 '11いすのl災削による処!jにあた今てそれを決める肉(-をぷ3 6にボす

ものとしているの まず使JIJ-tíのP:<".t~の特11や~IÈ肢を IE しく犯保した 1- で巾いすの)l;本((') な

'砲をikめ、 F創立療勢での身体社側似を)};に')iいすの、l訟の概時をi.kめる。その 1二で{即日-ti

の駆動能力や休併バランス、使灯1[:1的、 {iI!月H宗Jj'1.匂をとらえ、 f守的の例1ぷを決定する引と

している。l宍仰による処ん'を決定する1.IiJ子と'11いす各部との関係は、 111'1'によ ってぷ3

7が求められている。ここでtI=[1すべき点は、使月J1-1 ((1 と使用環績がi)1~、すの各部の決定

に数多く関与している点であるの'川、すを木製化する怖は、この他mn的と使IIH宗与誌がそ

の傑能、、I't.去をikめる弔~\な処lî閃子になるものと悦測される。 この医師による処方l刈子

とう¥;の分煩との 考えliをiltね合わせることで、fHII#の要求に沿ったil1いすの全体像がと

らえられるが、それは求められていない。

'l(いすの医師による処方依u二}<3 7 

使用者一一?隊害州事性や筏度
ト身体寸法

ト体震

」能 力一一一一~~位バランス

ト駆動能力

ト移乗終カ
』その他σ)1，昌作能力

(駆動以外}

ど政

・・
内車勤

用

自
y

，目、

m
m一
周
期

庭

外

場

世世ポ
勅
納

惜常

常
作
ス
介
格
萩
毘
品
作

T
ヒ

主

的

境

自

環
周

期
使

使

官
民
一
F

P

H
吋

(
N
E
白
)
議
u
q

ロ
ど
が
門
町
四
位
抽
出
上下
'
d
}

一
嶋
崎
吋
ば
怒
片
品

ln 

c') 

o唱

文献 (002)よりす1J1l 
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3 ::J 分.Ifr1'.の硬式の分知

う分ト析を併始i める払時干.~，'点1

f的内で抗だE訂i淡失としている o そこで市おは、 'Itいすを1& り~く諸条件、その問題点と.l:I!・:mを文献、

rm.iえび常行がそれまで*めたさまざまな俳|人の121JLをもとに思いつくまま1'1111に冷きru
す作;繁から船めた。F車:呼{'fのIu.r;とn会参}JlIの').ミ状、 lM祉施策の|問題点、防:If.の手n矧と処

Ij内裕、以内、以外の~J克終備条件、 I IíJ板市いすの純矧とTlI途 ・特徴とい『た現状抗"担、!や、

現代のIU占感覚、 11:1吊ニーズの抗"仇!がその内科であるn 。ヰきf.'fめた内容は全ての紙に係り

十lけ、本人が 1 1 で抗"阪できる デー タ ーベー スとした，、 この内科11分.lfrl'íの vtiの物pv. のl.~

に役立てる性質のもので分.IfrIJJくてはならないものにはった。

J欠にこのデー タ ーベー スをもとに '1\いすの投111 弘~A~の抗Ii出と初治化の作業に.ií主めた例 市

いす使用行のfþ.i.f，要求とそれをlþ.かす機能要求の~信仰がI訟MのfIi~である の そのために、

市いすの分担舗を行い、その分鎖要AIIlJの組み合わせを.ilIiして発怨することにした。そこで

引いすの分知に~Yj- flしたが、 a 2 で示したιI~いすの隙々な'J.l!Æ、 f，q 了ーによる分矧では、

税代の1T.r.'i1必，)tに合わせた投;11項目のl11J:1lと燐造化には、 . rf1'1:が無く役になたないこと

が分か司 た の そこで、先の分芳1を参弓にしはがら、乙の分.Ifrの為の分類i~)iとして生t占領

岐、~{いすのIlJj傘、 ïli.いすの品育成梨，4fの 3 'B!，~~を取り卜.げ、それぞれの分知を定めた。 分

析はその分Ri'B!，1iltlJの組み合わせを通して行うことにした伺以 Fその分知内軍事を示すn

( 1 ) IU.r;~riJ或の分"

<Hいす使JlJ.fiの牛'.Ìf.~ñ峻を、現代の快活感覚に令うように、この分野の探求として参々

になる18通7ーケッティング戦時研究会紛 rl~性ììm、1'lll'þ.mUJ 'F.・'から引1IJし、袋、

食、遊、交、知の 5~.n域に分新した"

災llcit，創立、1lí~る、きれいにすることを来しむ午前領浅であり、俳泊、洗1111、化税、\I!~虫、

M除、首¥;flol、l収納て事の位以'if，l)1lの他、インテリア、ファッシ ョンまで合むゆ

ft~fit;費は、食べる、飲む、調1'1[することを業しむ'I'.i占領土告であり、以内、以外での飲食、

t~ffrでの湖周!まで合む。

遊領域は、遊びを業しむ生活領峻であり、 7fや映像、ゲーム、工作の1也、野外でのハイ

キング、旅行等の活動が合まれる。

交官fiJi占11、人のつながりの倫、その'1'で臼分らしい行剣1をよ終しむlt.i占領峻であり、 f若干半、

パーティ、受際、;(J;.愛、ゴミヰ車、間然士事が合まれる。

知鍋島義11 、知的な泌JJiを1:) ながら、 7・ぶ、働くことを策しむIl}.r;~fit~であり、，、"f:'!Iや総

γ:、研修の他、オフィスや u易、ショップ等で働くことが合まれる。

それぞれの!Þ.t，占領減には、そのI lôi.'iHI.~をIlJ憶とさせる道路、交通、施設、 11:宮、袋内、
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設備、i!iH匂の原J.ll守射lii条例・ががr.f!.!になる。

(2) JIj途の分矧

'tii!i~Ji域と'1\いすの'ì.訴のIおとを関係づけるために '1\いすの月j途を昆内1削目、~.外常IH 、

作業J目、スポーッm、広内介助JTI、以外介助mの6分知としたのこの分類は、うもの表3-

3、必3 '1に総菜されたIIJ途の分類とは列なっており、使}TI-lí'の~i舌要求に沿ったもの

である。現状ではa料、す l台で以内川、帰外m、作業月!と1!f:}目する場合が多いが、それで

はJll j金銭に場、色ëllJするtl.慣が異なり、側々のゆの~求には卜分泌えることはできない。

J1Jj傘に応じて'11いすを使い分けることは、世l'i;r;.-nがその湯に合わせて、)J民袋、泌物、いす

で宇を変えることと IriJじtltlである。

ここでWlÁrrr.JT!とは、 f主't、施設':Jf.・での使朋が対象で、本人のプラ イぺート~JIlJの他、

米依や他者とのコミュニティ -~Im、サービス~IHJが使用空WJになるの

底外1~~f目とは、街路、公開、レストラン、Ji5舗、ヂパー ト、劇場、学校、駅、飛行場、

宿泊絢設、銀行、市役所匂での使mが対象である。臼~6から外出して日的の行為をするに

は、当然ながら外告~~J.ll、公共絡設、サービス施.lll:~宇の1;1.1.ll繋ilü条件C8G I t 180!. t伽"が

その2J!求をお持たす前提になる。

作業月lとは、オフィス、 _[場、シヲツプ等での11汁Iや、 γ・校での乍習っ宇が対象であリ、

作業m~]Ilト俊幸手宅1m 、 生活~Imが使JtI環境になる。 特に作業宅{仰における装{代、設備、

との迎合怖が'f('B!である eCH'o ヰF然なものとして入浴1日などある限定された作業行為を

fドうものも含めた。

スポーツmとは、マラソン、バスケット、 1':.球といったスポーツの将鎖によゥて事J"J化

したJrJ泳が対象になる。一般スポーツ)IJとして、スポーツより応外常mとしての汲iボJll:の

強い'llいすがあるが、これはスポーツの持つ桜tたで行動的なイメ ージをファッションとし

て表現したもので、限外~:~~m と位fftつ'ける 。

介助mには、尽内と応外の 2J1l途がある。 liii者はfl:E;月I、施設内での生活や機能訓練に

おける介助が対象になる。後名は外出目的に沿った行動が対象になる。どちらも介助布と

隙:1~.n、それぞれに然低勺た裂求があり、 一二面的，をイIする。

( 3) '1>:いす術成立g_A~の分煩

市いすを宇部成する要点を鹿市1糸、駆動系、録作制御l系、車構造系の4K:に分類した。この

分績は3 2で示した ISOのJ:i.:.i事と比較すると、賂I偏系は身体支持システム、駆動系は

・li粉、 J盤作市1I飢l系は耳目盛bシステム、.f¥¥'J.i1i系はフレームに剥111するが、その1'..1:-1告はやや見な

るω
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般I師K:I立、峨シー ト、 'I?もたれ、アームレス卜、フ y トレス卜士事の体、下、起を支える

司~R~からなる の

駆動，f，.は、 'ji輪、キャスター、ハンドリム、 モーターといった駆動1!.lポからなる。ハン

ドリムを傑作制御I，f，.とするJ号えノ7もあるが、 (Hi.'I¥のサドルと同級にそれに向転力を加え

ることで引いすが耳目動することから駆動系とした。

J量作制御系は、プレーキ、 )'IH屯変後レバー、テッピングレバー、各樋::I.'líõ篠}.f.~ 、泡動駅

動機作パネルとい勺た'11いすの制御、調節に|則する!!:，iぶからなる。

制的i金，f，.は、フレーム、似持ペースの他に、全体、Jil;、'Tiほとい った全体のUt:;;Gにかかわ

る ?i"f~からなる の 全体、j 法、 íf(むを)mえたところが特徴である。

各系の#'Jh主要点のイ五りノ11立、従米の'11いすの織成立iiオ?にとらわれることなく、新しい発

怨を結びつけられるように、 ~ïl瓜系、駆動系、操作;i!ill叙I，f，.、 4骨造，f，.の範凶で白巾にヲM1.!し

設定することとした。

3 1.分析プロセス

分析は閃 3 2に示すプロセスで行った。ここでそれぞれのステップに沿勺た分.j[rの手

法を示す。

第 lステップでは、先に求めたデーターベースを参)1'，こしながら、各)ljj傘に応じて5つ

の生活制城装 ・ ñ . 通産 ・ 交 ・ 3司lのそれぞれの領域にとのような~求があるか、経験的、

ii'H惑的に発想する。縦納を生活官民主占、 4黄桜1を月1浴としてできるマトリックスの全ての創lみ

合わせをJII!める作業になる 。 4克界~Jgまに要求がある場合には財布に記述して無.l'1lに分鎖せ

ず進めるの

第2ステップでは、 tiHステップで求めた生活要求をデータにして、そのt没i2J

にtはま、ーI(いすはどのようは機能条約ーを具備せねばならないか発怨する。縦械を繊1必要ぷ、

償納をm途としてできるマトリックスの全ての組み合わせを刈める作業ぞ行う。徴。EのヲE

怨では、その行為を行なえる環境条例・のとらえJjが特にJr!~である。 2ì穏で示した機に、

微微化を HI有した環J~'験。iS条件のみでは、あいまいさを伴う生活行為傍点を解くことは体i

襲撃であり、これを解決するための発怨が必須である。

第 3 スチップでは、 ~2 ステップでのられた線総条件を今川1途にわた勺て全てみき IH し、

分類作業を行う。分類は耳1いすの術1武~泌を;Q:~したものとし、各品育成~ポの!湖ilit上が見

えてくるようにする。小グループ、 ltグループ、大グループに分知し、各グループにタイ

トルをつける。ぷ終的にレベル3fiHJl:の側近i樹木関を作成する。 この作業は分析の'1
'で特

に泡雪J!/Jステップであり、試行i:I誌を繰り返し、自分の納得いく|渇えs樹木凶が完成するま

H 
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51'1'1' 5 閉III'グフ 7fむ

Lhi|1A 

日1'EI・6 川，i!>;恥w世必同時刊It

Fl'Iclnr草 112 314 516 71619 
e 。‘・・ 司.

2 • . ‘・
3 ' 

。。
一. :.1-1.ト

4 φ ， l*-φ 
+ + ー・

5 ー+

トー ‘ 
φ 令 + 

争+
' -+ .. 

$'1・EI・2 f理能'IZ.RMAI'

トLsadR内"' *14V'1S 1 fi1崎 " t~ W命碕内"1 材命的"問γ'g 

8 + 4砂 • 
9 制令

FaA oOε t 

一一 10 

216 213 712 21416 '-4払8 -

?3ート'駒“‘i込" s， 

，病h a 

日1'1;1'3 I~MflI 4'IAI S1'EI' 7 喫』括的情:11.'iJ;~ 

i ，. . I ..向 a

'1' 

STEP 8 ;.l.;:I '~~'q) HJ，且It :t: 11

5TEI' ，1 11"， fl-JlJ~' .・)'"1 タえ 江:
A 

“ 
む .. 

'T勾341516 71619 

q 
tら
~ 

Factou. 11213 415 617 619 
e イ'

2 . ‘ 3 」‘ ‘' " 4 + + 

' 内

2 

円 . 

5 + + 
e 
7 + 
8 

f?' ←- ー
，9 。 ー

F ト

関3 2 分析プロセス

48 



で作業を続ける。これが求める設，:1'咲 A;の全体闘をjj~す。

買~"ステップでは 、 まずl則.Î!巨樹木txlから全体のJilí'JtI:.を ~.!.Wめられる断的を選択する。

後の泌総処理がしやすいように.!~，#数が IOf1!1主ある fflJ併が良い。次に選択した際rMの設

JI 要ポを縦柏、 4指輪とした析l花作JIJマトリクスを作成し 、 手志望ti茸'~mJ における羽11工作1日のチェ

ックを行う。相11工作Jlj7 トリックスの対角線の右 1'.欄に不されるそれぞれの車11みで相互作

fIlがあると判断した結合は+向Iを記入する。

~5ステップでは 、 +Wを，t~人した4111[伶JTlマ ト リクス閃から投.1J-'l:!Ji IiUの l則主II状態を

知るための網を作成するの 1S Mi}ミでは千ilI'Jグラフとなるが、ここでは投ill要点uaに順位

をつけていないので無向グラフとなる。これが'IH 、すIJU~の術iなEデルである。

気¥6ステップでは、第2ステップで紗たJ1Ji主別徴{危条件を!照合しながらml.[マトリクス

をJIIい、l1J途別に設公民iオ;の，f(-&'さの序列をきめる。償抑jのファクターが縦ヂIJのファクタ

ーに優先する場合+向lをつける。全ての品IIみが問!まるように処Jlp' し、各要AEにある縦~IJの

+向lの数を合計し、点数をつける。

二市在化したー虫、I評価に 1;1.、例人;~ゃあいまいさがfY，うので、 1W\ した'J!:数 fiiにはあまり

怠味を持たせない。全体の傾向が桐めれば良いのこのために 、 ~5 ステップで求めた無向

グラフに特に 'T(~な設，11 梨点に 1;1.太い J品九をとグレーi!!，をJ.nl え、中.ßlm:の.没JI'~~号には太

い以九を加1え、 0'(般的にJ!ll解し易い4骨造モデル肉笹川浴f正に作成する。この閃は、 JIJ途日1)

の設;l-t'R'，fi問機造の把保と他との比般に有効であるのこれがJ円途別設計喫茶の締法モテソレ

である。

tín ステップでは、各丹1途別設Jt~~の精進モテ'ルから~JIj途にわたって共通する![(:&i

滋題と各Jfl途に特有な O[!~線泌をhlJ:t\する。その上で各j日途f正の ， )(いすの作り Jjを柊JlHす

る。

第8ステップでは、設計要素と身体条件、生yli条件、環境条件との桐jl則を求め、各設計

~，者を只現化するための条件をIYJ礁にする。

以 tで本分析のプロセスは終 fする。

ここで嫁期した K Ji去を応、}I]した設計分析手法1;1. 、 JI~近応}I]が;遊んだソフト γステムの.ßt

;tht十両手法の中では、直感的な性質ではあるが、デザインvmの:ll7U(において対象を大

づかみにとらえるのに有効である。
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3 5 分.ffi結*

分析対処~Ij(にぷす内

( I )第 lステッゾ

すりIJ途に沿って、~ ・ 食 ・ 滋 ・ 5ど ・ 知lのそれぞれの1 J.:.i，r; ~íiJ或で ' j iいすIU，f;.11が持つべき

必ボをt互13 3 にぷす"健常-nと川匂の社会参加、 1 1:.i，r;~i14、nじ，l<IJI.への要求が織り込
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閃3 3 生活費求M^P

(2) ~2 ステップ

谷川途に応じて'Jo.いすの織成.!;mぷである!'HI自i，l及、駅AJJ系、操作制御系、術進-K:がどのよ

うな機IiEをH備すべきかまとめたものモt:<13 "にポす。各鱗成告6f，tl立、さらに具体性の

ある裂素に分かれマップ化されている。
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関3 "搬fiE呪lボMA"

(;3)貫)3ステップ

m 2 ス r ッ ゾで求めた~1.危要求を断1M化し たl則jililðJIi'閃を txl:l 5に1)サ"できあが今

た樹木閃は レベル 3 になっている。大 レベルの機015汲!)j{ 胃 liQ: .t ト1((11 は、 !4HI~.1)j(仰の 11，) r.， 

5) 

A車合性の向上、機tnl.fí~I;') 1'， ff ~l'l.Il，) 1:、列JJl.l'l.II，)1:の511自11である，中レベルの担lfi主

要求=災計1ft1 1 I.!、聞の制約1;')1.、 H.I.'r~傍11，) 1:、内1111の l'ド、 7.，ドスベ『ス小、小In)

k化、 .tf1iのミー化、~動何 1;') 1:， t~/~!AItÁ向上、グンバ一位向上、 傑作t差点向上、絡納

性、絡む化、イメージ向 1'.の)31(111である.
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( 4 )貫;11ステップ、 m5ステップ

!日:J.iili樹木閃から全体のi't'1伐をJlll解しやすい巾レベル J31{.inを術造化のための設計泌ぷ

として採択する。この I3 瓜 11を縦輔、級制1とした~lI r，:作Jllマ ト リクスを作成し、作~l!.Å~

nilどうしの.tllな作JfJをチムツクした結果を""13 6にぷすのこの閃から'1'1:成した無向グラ

フを1i<13 7 にぷす。このグラフ txlを求める場合、 II'il邸内に.没JI 嬰，f~ lInの関係術逃が.ì!!l忽!

できる悦Jl~されたI，!，やすさをな肉的にねらゥているの

2 3 4 516 718 9 10 11 12 13 

N' I'ji Iセ 7 .J 駅 f'~ ダ J最 4首 粁イ
グ〉 W: 1(li 

‘， ili !fil) 正: /' 11; ノ
't'i 島 1"1 ，{ 

4要
グ〉 ス σ3 

何 納 r，t 的 事与 戸可ミ 、、 L 
r目; -‘; 

11" 11'1 
恥;

1;'1 1;" 刊(i'j 1"1 ，.
" ス

'1、fじfじ 刊t 1じ

1 1 '1~の代的向上卜¥+ + 

2114¥純資事予11'1J'. 1"" + + 

31N¥ 1Mの 1.F 1"" + 

417'ッ tAぺ-A'J、 1"" + + 

5 小 1111 '~/，、 11; 1"" + + 

6 ・1・ ì}iの~ -1じ 1"" 
7 駆動性向上 1'" +1+ + 

8lrltA'!ごえ 11'11二 1"" 
9 ダンパーtt，I'11ょ 1"" 
10 t草作J長..... (fi.J I 1"" + 

11 4骨 納 何 卜¥+ 

12 ~i~ J，l 化 1"'-+ 

13 イメー ジ向上 l込

肉3 6 羽J11竹，mマトリクス

関3 7 :ffl11"Jグラフ
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(5 )気;6ステップ

各)lJJ会1止に.t11ll1J<"トリクスド1による投，11従ぷの)j';列化を行った結果を例3 8にぷす"

ここでのJ1'ダIJの判断には、 tfilステップで求めたm途JJllltt，r;要求と、第2ステップで求め

たIII途);IJ軽量(ì~~'求がド激きにな勺ているの t足1 3 Sから判断できるように、恨みを付加し

た術造モデルが川1途によゥてそれぞれ災はることが '11で認織できるの

(6 )第7ステップ

苛;6ステ yプで求めた紛j主εテソレから炊のことが‘folJIリjした何

1:JljJ盆にわたって)UÚ!する E').:i.!ll!:JJi iJ.ド，~のJÚ!りである"

(I)i'~位保持向上(般の'tU(~ IÎjl 1 、JiK I~L'l;i!労II'JU

@イメージの"，)1ょ

オキJJj塗に 11，11，の |て記以外の E雪~~!l(jは F ，ì，己の通りである。

。〉邸内'ì;~JTI ' .・・・ 迎合性I~) 七、

@鼠外'i;:;)'fJ・- ・・・ 事正淡性向 t、駆動性向上

<;J)Wl'1)ij ."" ~合性向上 (イメーツ11'11:より 'Tii!!)

ゆスポ由ツ)IJ・・・・ 操作性能li，j_Jょ u創立保持及びイメーグ向上よりlTi虫，)

ゆ県内介助JII・・・・ 介助11の録作性肺)1'

(ゆ応外介助JlI-・・・ 介WJ.r..の傑作:1'I:1;'Jl:、事'k~毒性向上

'Jj これに以して、;lHlJ.されない各Jtj途にII;H-jの~:JJiはド記の通りであるの

(I)k!.内?古川 ・・・・・ fII納位、ダンパ-1'1:I;'J1::. 

(2)以外?古)IJ・. ， ， 'P.1{1I1I 1'，下、デッドスペース小

〈①作業JII・・・・・・ 絡納1'1:

い〉スポーツ)IJ・， --"lfl而上ド

(5)I-¥{内介助m'-・・ fII納性、デッドスペース小

ω限外介助)IJ・・・・ デッドスペース小

(7) msステップ

市いす使)IJ.(tの身体条ft' 、 'Iiいすの'1:.1!li条件 、 使)IJする~の環境検備条件と大レベルの

設計震，fiとの州|刻を閃 3 - 9 に示す。身体条例・は身体 、m~、体 'T( と身体能)Jの抗僚である

向{北バランス、鯵主義(j~)J、駅到，(jg力から品育成し、 '1:.Pn条例:i~ ，f~材の入手、加1 r..lItyiu' #1工

具、JJII"(プロセス、加I[紛j史、 E数、製治コストから、環m条例ーは凪内環J_;l、B!.外Z環境、

職場環境からそれぞれ織成しているの
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肉3 8 JlJ.i3i))ll淀川乱~，fiの序列化
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唐也r.:n 4且 合 n ri f;; 世鍵 n餐笠 ~~ 

nn9<S 

!I! 喧 曹l' 4・ '1 ‘1 1) ~ 1 1. 間 R イ

~ 時 >1. 町 t ， 件 ， 
1¥ 嗣 v

睡 町
_. 

'哩
町 .' 向 .. 

蝿
n 制 量 ν 

化 町 ~ ... 
位 E 4 11， 

，，，" 

司h 向 向 ~， I 1 v 
向 向 向

由 向， 
" 9 L 1 f It 1 fむ 1: 1 } l:. I ~ f令 fι 土

!I fjドー，tI. r. 「言-・ .111. 
!I 

f~ 眠 • • • .1. 
1、

笹 [主 ... .， ，夫 • .111. • • .1. • • 
，t. 

f~ 司、I!! 11 .，11. • 
11 

ヨF 軌智~ J) 
』ーL!， • .11，. • .1. 

J町村町人 T • • • .111. • .1. • • 円芯
t 

加工It帽.前I倶 • • • • • • 
" 加工プロ 4・7 • • -・ • .1 • 

'1¥ 司 J:，同・ • • .1. • .，11. -・ .111. ."， . 
工 揖 • • • • • • • 

内

).t iZlコス' L三L竺 • .，. i三L三 L竺

"内 『司岨
，- ell(e 間 • • • • • • • 

~ 

言、
阻11- 1:1 ~ • • • • • • • • .111. • • 

r- Q "ι 珂 嶋 • • .1. • • • • • • 一
閃:3 !J おt.1十段非iのLV見化条件

乙の閃から大レベルの設計1(111をHj.-j..化するにはlXの条件を強く求められることが問符1

したのまずJiIlIなf+';t‘.YIIo)1 '.のためには、 JJf~~件、'I.JIl・条件、 f司I免条例会の 3 条件全てが求め

られるの 納めて of(~f.: ;(It.ll ~úll といえる州それに対して、 AafT性IIo)l:のためには、、''j然な

がら環境条件が特に求められる"械的1'I.IIo)1 のためには、~i'I能力、 J宮本4の人子、}JIlr.:m 
l芝、以外畷J克条約・句、特Æの~f'1ーが餓くよ院められる"軒以外 IÎo) 1'.のためには、 'I:YE条件が

ぶめられるのそのうち続消化はJ言減条件の全てにわたって必必とされることが特徴であるの

点現性1<0)LIこは、'卜'j'h条例:と J~m~fl:が求められる拘事't~性、ぷ現性IÎoJ r.とも身体条fI:は

l~U:化に大きな影"をj.rたはいことが制微である"
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:i (i t>;*の検討

本分析によ勺て、がいすを現代の'U，li感覚に合わぜたNJ見体にするためのぬ;!t1.:!1艇の畑1

:1¥と織込Eヂル化を全m途に行うことがで主た.乙の結果、今後，1(いす令改良するために

1.1.111途をn:Jわす、防の質的(u)l:と路{企努勢1;')1 によるI'~似似t，~の向上手占せること、そし

てその勾にあ q たイ メ ージを持たせることが~、穏であることが問旬j した"

liij /'iIH.~'.':の締如、 .{'ll芝に応じた~f.):司5勢r，~たせ、.p~の'('[~Ií，)h~ t!る仰の ~'.;l:"淀川が

必坊であること、後 nr判定111する~の1'lfíに合わtU.ニオiHの~lI~、~(;t'~，fiの処1明、 11;の

'l':VI'.、'({~}<JJ/.、カサー化7fの}<現伎i前の1也、 II\'II.\- x!し与4似てるん(II担L!'I'f:止術、メイン

rJンス後続H:・'!l!;1<している許

I lI i念))11にみれば、以内常111では以内での持制の UA占、:，~.i.' iJl! ~との~Mt1:良くす

るための小川りの効く、、1・法的にも無駄のないやや小占い 'I(い 4~必ぶしている"絡納性、

デンバ-1'1:徐に l期する '!l，i求は小さいの以外泊mでは、耳jI('助が可予 \A で、 m納しやすく、 事官 II~

1，. 'Itい寸?:'~求している。照的î l ド、戸ッドスペース小~迎合作に|則 4 る'~\ボ lよ小さいの

作業fIlでは、設備・ illHの作業f差点との迎合性を1;')1'，さぜられる、1'~lhi 1.ドがで占、戸、y

トスペースの狭い、小Mりの効く、、j法的にやや小さい'FいJを，J..tiボしているの-m納1'1に

l則唱る'~ボは弱い。スポーツ用はスポーツの内脊に1!IJ した関4./)1'1 と、それを'1.かす終 r，tな

フレ四ムを要求している。庖ilrir，f十字適合作に|則する穏求1.1.中jい"介助JIIは、h{内、以外

とも介助nの介助し易い操作伎を愛求し、以内で1.1.術納rtやヂッドλぺ λ小にl制する従

求は剣い"ん、以外では符に持ち運びのための偽納件、終 I，'ft-t:~求している"ダ y ト

スペース小への~;I<は!plい。

以上の~求内総をf尚々に只体化するには、 'ur条件、身体条件、 I司J.'t::t:flーがそれぞれ燃

はることを示した 符に浪費は技術課題は、'I.Pl:HT((./にI.l/'ltlfriの終的1主将I、イメ グli'l

1:のためのみ現技術、身体条件((1には鰭{主~m主体l 、 f事.tA~許制約にはi舟{l-t'llí.) U.まitJであ

ることをlIfJらかにした刊

3 7 ，.f.;材をI:.t:材とした'11いすの:.t計1(111と憎.4lt:..戸ル

求められた守:nJ途の・liい寸投.UII'tIIと情J色(， jルから、 ，.f.;UをI:;f.材とした憎いすの設

t十項目と傍jtf:ヂルを;1<め、1:1;'の'1'の{北i7lを時jらかにした。

( 1 )木村を tA~材とした '11 いすのJII.ií

木村をmいることによる'IiいすのfHII・そ1Il1lJ.、 2;~2 1で述べたように、木材の耐久

性、 iH定位、保守れから以内にi71<ζとがiiI切であるとした 1 従勺て、そのJIlJ企は緑内?古

m、以内介助JII ととらえられるの A ツィ λ士事以内の験幼をf止Irr~nllにした仕事用もその事B

Gになるものと解釈される。しかしはがら、:3 (jで191らかにしたようにft'IIJTflltいすの

設計項口の中で特に喰要とされるPK，(liが lドJるいわゆるrlLlJ，刈節の毎えIiは、木材でi主

成するには大変縫しいものと h則される e・その').:.'求内科を除けばI1{JArlii'JT1とほぼ同じ設計

I良 H となり、殿内?即日と判断しでも大宮なi市いは無いものと解釈される。体mtii~事F証炉、jで

川いる滋只感覚のスポーツJll'liい世も1IJ(it;1'tを伐すが、機動性、耐久性のlXで特})Ijの.没計

を必~とし、 一般化できる1'I.'(I(のものではないと解釈されるの

以卜.の身え Jjから、ここではそのHJi会をh{件r/~~JIJ 、/i{JÁ) 介助mとして分析を進める乙と

とした"

(2 )小レベルの設計1ftI I 

前.idlの通り、水材を tJi材とした 'IlいすのJIl途は以内~.，"\'JH 、 M内介JIIJJ!lととらえられ、

i!} られた皮肉tt刷、以内介助IIJの~=Il(tll と偽造1:- ';:ルをぷ材をセポ材とした事いすのそ

れとして応Jllすることができる。 t攻めて~幻 I(Æ11の納11¥と憎sl化をする必要は無い。肉3

41泊述倒木肉にJ'i~ された投，1ト1(111 の'1'で人レベル、中レベルの設計I長日は、全m途に共

通する後にはる羽目であり、、'i宅再I，j.がらノf，;Uを I，A材とした'IiいすのSEI十項目にも適JHさ

れる。しかしながら小レベルのぬ，Hl(tIIIJ.、1:J11途をとらえた議場になっており、木材を

主点材とした・I(いすに0111応しい必現に必ずしもは司てはいない，そこで肉3 4で示され

ている小レベルの設J十羽fIを、人レベル (A-E)、中レベル((1)-ω〉の設2十項目に従司

て見出しをHぃ、み;材を/11\、ること I~ よる利点を'Lかした・liいすの日僚とする表現に 111き
燃えた

A HHii資勢li，)1: 

(1) P!tの'W!'"向上

a )長予約になりにくい賊JE分市iを持つ峨IIII術品!ah

b) fFを吸収するJ'~、 ，'? もたれの I'.')}( り (ljJ也u ~い、 i'jれゆを洗勺てI絞り除ける階、
1'f むたれ機泊。

c )主要li1iの変化に合わ世て、 JULに主il.¥'らのぬい州、 ，'?もたれに交えられる腹部精進t。
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<1)耐依性、耐久伎のある~街地。

c)移東強m:がある陵商傍造。

f) r、足、体ゃ、心想的になじみ易い水ti殿場川..，

J~) -r、起がill~~事によゥて汚れない締iE4

h) 1-主い{をJIJによ。てたるまはいpl而俗述。

~時(q_務勢向上

" ) ~控除パサンスが取れるtI!:'i~寸法、帰郷僧fお

b) 峨位努事与を好みの{.):iì'tにセット :H米る、X.I!~えられるp.~r.~~骨造。

c) js切な-I'fもたれ角度の{立fi'tをよ量べる-1'/もたれ情itH

d) 成形による ー体化された娘、 1~もたれ偽造。

c) 側々の身体、J"t_flの ~.>lミに合わぜられる "

r )溜切なよ4の保持のul来るフットレスト~.~

J{)移燥し}J)いJHあてJ惨状、 ií'rin、 p~ t1iÎ ，，'G さ"

h) l~~ 、使Hlによる劣化によ弓て、 J'lHII号5勢が変化する'Jrのはい，.~~~機淀川

11 迎合性の向上

ω~Ifúの上下

a) ~IÚÎ高さが変えられる(将米のよ理組}

b)姥Ifii認さを統'する ，

c)介助し易いg認さに路面おさを変えられる(将来の:::110

d)移燥し易い向さにする。

c)テープルミ手袋肉、設備との適合性の良い賊IfII，:1;さと寸る.

州ヂッドスペース小

u)近f奮時、 JHSr，置にならない肘あて、フットレスト旬、プレーヰ他妹作t&点。

b)移』長時、JJlIs量にならない1Mあて、フットレスト俗、プレー寸1也傑作1重点。

c) 移』長時、外れる肘あて部(将米のよ~:m)

(5) 小1"1転化

u)小[ulりいl転ができる。

b) 狭い通路や~Imでも向転できる。

c) I"J転しやすい侭さがある。

。。 、J"tj;のミニ化

。}狭い通路や宅IIlJでも通過できる。

b)きりつめた無駄の無い寸法，械1氏。
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c)・li幅を狭く 'Itl;(を匁iく唱る。

C 操作i1J髭I句I二

め駅動tl:II'J1二

a)啄勤しやすい'Ii俗。

b) lli進性、 1"1あ~tI:般に流れる，

c)絢かい動き、I!日泌悦の高い税1きができる"

<1)介1l)J-/!Ii・の仰し易い本喫グ 1).， /の似l代、 '1・弘、形状

c)駆動しやすい木製ハントリムの斯IllIJft状、 .tiJ:

r )冬~かく、必然くはい、子にフィットした仇1 り ~4い、紛らない本製ハンドリム

日)等易に修ßIl、交倹できる・I(~

@段差ごえII，)Iニ

。) J宅{いjのわずかな段I~~をAJlえられるの

b)タイルなと'のJnJillIJliiを移動できる"

c)カーペットでt;;，f<らかいlぷI(IIを移紛できる"

d) ，ぷl而のゴミを'1¥.由に{・Ji"Iさぜない，

(ゆダンパ-tIJI，)1-. 

a)振動、シ".， 7を偽)]11;えない9ンパーYI能をむつ。

b)パンハ-nのあるハンドリム、ソ マ ト旬。

c) 凸IIJJIIIÎを絡扮してむシ 11 "1 7 が'þ/~ い

3申録作f差点向上

a) 録作しや寸いプレ--t~点、Plm~理事~~島It l.{o

b) スロープでむ幼きがr~いブレ- ， 1'- .

c) 途やかな傑作れを促す~点の{なl7t、 、i 弘、 J~状内

d) 介助 11かt豊作しやすいプレー午、 ~~ßIt..... (. 

e) 析しい針り~ëみ、 UIみ微織のIt点機t'lがしやすい何

I】 特設性II'JJ:

QD 物納悦

。)11fり52めるツレーム. (析しい偽情)

b) 断り 1"~める~:';~.

c) 外れる ' Jî:愉 .~:>.tl.

Q~ 事'g法化
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a)併J，¥である。

b) ~J11lされた無駄のない水製フレ ー ム備品JE"

c) 'l3ll(l.があり、劣化しない終日，}レ J、“

d) ， rC々しさを!~じさせない帝王JAイメージのフレーム。

E N.現行 li"1'， 

tゆイトジ向上

11 )以内のイン T リアに合う't(/歩、色彩、If;~えをもっ ，*'(i環境を待たせる

b)モの治に合勺た淡いができる.

c)そのI坊に合今たスケール馬車をもっ。

d)十m;の変化に合わせた袋いができるの

c )よごれの処.f11!ができる。

以 l'である。この中で、特に水材を}Ijいることによる|市l布の設.汁臼線 としては、附の'((((1

li" 1 につながるJ慨を取り巻く水質勾境、~>ibrlliおを皮}舟1蕊11:からも l句 1:さぜる水製ハンド

リム、介.il'iのfをいやすい介護主張作傍点、 mli1f.なフレーム4構造による続j占化、イン片リア

にあうQ:ti.性士事がある。特に、{也のR:材では附鰻俗、人IlUの感覚特性と木'l'l1軍総川...に

I叫する咲;JUtl11があることが特徴である.

(3) JIJ途)JII.'!t3十世liAiの序列化

関3 8 にIJ~す月H傘)JII設計，&iAiのlHIHtの '1' で、以内常III、以内介助灯lのそれを;純ベ、

水材を I-:A:材とし た '11いすの~>R;深削を物J1ll してみた。

(1) 1，はllJ途)JIJ設計瓜口

a)ハt内?古JlI

mの'('1的1;')I二、J<lH.t姿勢向上、寸法の ζ ー化、小I"JfJ;化、イメージ向上、 駆動1'I1i.，J'，. 

H!I!II 1二ト。

b)以内介助}fI

~~の質的1") L、~位獲勢向上、駅助制.1旬 1 :、彼作f妻l.tl白u二、小ri可転化、 F笹山i 1:ド、

内，，:!経え向上、経1;'(化、イ jージli"1: 

ω 特徴

MfAr，i古HH立、11!の質((~fli' 1'.、照!II司~~守lí，)卜.を，11'る水'm来場を生か したI'Kúl保持の lí.) 1'，. 

小1"1 りの効く、、W~的に無駄のない、で与れ IJ.'l'lftfIÎ，刊さも忽えられる巡f;-悦lí'II '.、以内の

4客動のしやすい T'の皮J信感覚の良い耳目~JtUí.， 1:、水材を'1'.かしたインテリア1'1.を求めてい
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る。 lli内介助mは、仰の'('(的li.)L、防位獲勢向上を~~る，*'('11契機会IJ:.かしたB!依保持の仏l

t、区内でのßIijJJのしゃ J い Fの皮j符感覚の良い駅到It'I.、 J立I~~がえ、介助隊治;を求める録

作包.向 J'.、小1"1りの効く、介必のしやすいM耐A.5さ屯:>1{める迎合1'tli，)1:、粍 く木材の平IJl¥

を生かした悦~tl:、イン片リア1'1:を求めて い る ω

自II.(1は{史mするJI，'1'，lf11の ~lí求にめ司た要求~:mで、内!1'l~I，~lí" 卜、迎合性向上を強く求

め、後行1孟介.~ 11 と JI，'1W I1の IiJ.hの~求をi絞り人れた汲!;I{~:Wとは勺ており、 "'-'-;t:1'iの笈i

;1{に首}今た峨(.'l~Hlí" 1:、介.必聾J托fの1渓波J求Rに首治}今た十微草竹什.t'lli向i，句"I:~をE

この削}fIj途孟のr投占1幻fJ幼I白111 の}冷曜い tはよモれtほ孟ど人Pきなもので tはi l.伐~ <、向 I'iの'~;院を波ね備えた

'l'lmがJt1.'l'(を持つ、介助f重点をf，~つ以内Hl 'Iiいすの "Httl む(f.り í!~る 伺 uに使1TJ，/:'H:':':II'P 

11や公的は場でィ、'n)tの!iI.!}f1r.にfiCfnさせる崎、 '1ーかされる行えJjと忠われる。
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3 8 結;治

【1)引いすN!十項目の他出と傍~モテ'/[，化によ q て、現代の!ti.~感覚に相l応しい 'Itいす

の::I!:Jl-fCHiをm途別に求めた

その結束、 m途を!均わず、~の賞、ij!(，):司~~をII.U:さぜ、 P1H，):保持i: lî.(J:すること、そ

の場にあうたイメークの防(tをすることが大切であることや明らかにした"

111途別には、~内常fHでは小伺りができ、三111，がJに無駄のない小占いものを、 li~n1MJ

では、駆動が容易で、絡納でき、経f.¥，~むの告、 ftた10では~11111i 1:ドができ、戸ッドスベ

ーλの小さい、小回りの効く寸法的に小占いものを、 λ，1¥-ツ111では燃動性と事官尽なフレ

ームを持つものを、介助用 i立、民内、f.ï!.外とも介助のし ~.I~ いt婚約'.rl を、以外で 1;1絡納性、

終決化なものをそれぞれ求めている・I~を明らかにした。

(2 )全丹1途にわたる車いす設計写i同と桃~f:-rJレ化から、 'I(い唱の)1))傘を以内'11¥"111と以

内介助月]ととらえた木材を主Æ材とした ' I (いすのJQ: ~ I'f(~11と術!ti1..戸ル化i:hぃ、その.lIt

J十耳rwを求めた。

そのね-*、用途を問わず水質成境のある、I'Ifのttの11司l二、 w.位協勢I，'，(J二による般{立保持

の I~( I二と水材の心i'I!((.J情緒性を生かしたイメージの向上、 Fの触れる節分の木製化による

皮膚!蔀覚の向上が大切である乙とを切らかにした。

m途}]IIには、皮肉常用では小回りの効く寸法的に無駄のはい)!!合1'1を、Iit内介議lJjでは、

介~， nにと q て{をいやすい録作伎を求めていること金時i らかにした.また、Þll Xの11賃金

液ね備えた介助j妻点のある屋内m'fiいすの符えJiが{f.りl!Jることそはいたした。

(3) K J発坦utに基づく方法論的設計分析手法1;1、設計r.独nによる終験的、 l任感的方

法であるが、問題の性質があらかじめ経験によ弓て鱈徴的とはいえ続み取れている場合、

全体の性質を織.iil化し、』雪え易い1'p.尽された形にするには~したJi訟であり、み;併を'l~添

付としたtltいすの開発などの中心的な課題を抽出し、納仰のい〈問先Jj(I.(をのるのに{j幼

'~H1，ミであることを証明した。

(<1 )現{E，li販されている帯いすの分額は、公1<されている ISO，JISの分瓶、その

他の分知刀法では、全体を見獲す-l'ft'tに欠けているため、 Jli.r. ~nt;噴、 JII途、情r&:'~殺の

31l!戒に分鎖する曹iたな方法を提示し、使用-11のな均からはた'l'tflのある分I闘を.i!成し

(5 )以上.の分析の給処、水材をふ符材とした'11いすがjj!1氏暗ベ主役，HII械が吻j僚にな勺

た。;j.;材の性質を1oかした、これまでの'I!いすには弘られない.1引|内符になることを切ら

かにしたり
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<1 i;t oItいすの設計、試作・と以IIImili

<1 -1 はしめに

本意は、 2 r，iで l!~ られた災償、f.i:舗との趨合1'1.を 1;'1.1二させるための蟻いすの在り方、及

び3liiからl!}られた木材を:1;泌村とした・I!いすがは備すべき設計u僚を)$;に、概念設計を

情策すると共に、 Ai材としてプナ材をJII い、 ‘~!験炉jにr&:l~合仮後'"による試作を繰り返し

試み、長主終的に:JAfIJ化に結びつけたrJ:9十、，:，(作、:.tlJlftllliの内容を販をi阜勺て明らかにし、

そこでl!}た木材を，1=.JiHとしたH!い可 'JfJlHtのための設計、::.(作、:.tm評価に1111する考え

1jを"Jlらかにすることを11的としている.

設計、試作、試JTj.f'liイ訴は .1十 4 い1を~える。対ì I [1I1.5l:，U、成作:1立木材で'11も、すがどこまで

成I~合仮で織成で在るかMìめてその "f能l'Lを，;，{みたもので、 1988~にとりかかり、 1989年

8月に完成した。第 21司試作は 1990Sr'l夜、t'1)J~紫竹 IIf総は隙';rH1の要求に合わせて設df 、

試作し、その他ml'tをチ zックした..m31111以作は1991il'l史、 主に介護を必，~とする百可申告

者を対鼻とに介縫j審点をもっ ' I( いすを;!l!:~十、 t試作し、その他111性4量破かめた。 貨l4 回試作は

1992年度、開発に主主11l~するメーカーとともに介.tt量点を持つ 'lî いすを設計、試作し、試m

.rn耐を行い~fIJ化に結ひH けた '0・・' .

<1 2 慨合。.lQ:~十の綿織

2・:;i2 5で明らかにした迎合性からはた本製・L(いすの{士繊寸法、情造懐念、 3Jl3

7 で明らかにした現代のJj:i.~感覚に合わせたふ製tl(いす設計I白[]と鋳造モデルから、木材

を二E泉村とした以内IIJlIIいすの領念役目fを防策したo 1fJj創立以内常用、庭内介助用ととら

えている。

(l)l!l(立保持の向上設計

tlの質的防'J1:， tl(在資常事(..J1:による木賞~t~のあるPIH世保符向上設計がここの設計目傍

であり、 E員内?君m、N.内介助IJI)長.iluのサーマである.これを1おたすために庄の織i量、背も

たれの機illに~の11';'ぇ !j亭術策した。

肢は肝り:n:み俄織の無い、 I&:形~依材を早朝Xとした II.i に傍鮮を Nhーする圧力分散徴能を

持つクッション材を内総し、ビニールレザー':';1耐久性のある炎皮材で包む「傍迭とする。そ

の~はそれを保持する機敏あるいは似t年初から外段、メインテナンスできる織f障を持たせ

る。これによ勺て毒事衝を紡'ð・、 iF、~い、 Tljれて事の保守、タliìiの変化に合わせた肢をセッ

トできると共に、今まで見られた械のたわみによる暗号勢の変化を防ぐ。J!l!1焔の角度は 3m:
を基徴とする。特別必.~ttがあれば、ヰ ν スタ mの取りイ.tlt(''r.lnによゥて~の角度を全体

G~ 



(I()に変えることら nJ能とする。

I~ もたれは、 I~のJf;に合う形状を待つ成If~合似のJ，t飯山iにクッション材を内投し、 l _ 

ールレザ四て事}(Nf..材で包む術bX.とする。|υl憾にメイン t1ンスの必要な時、仏HH鋭から取

りはずはる例池とするの適切な背もたれI'IJQがヒットできるmi1iとするの

I'~と ri もたれは{悶々の身体寸法、峨(i'(.司~~，~合わせられる寸法の将軍目および，~~lTìì仰を111

~L 、レディーメード ・ オーダーメ ドを"Hitlと噌る織成とする。

(2) iI.?i合i1，の11.)上4設計

IP内1r.mでは小i明りの効く、寸t1、的に鯖駄のはい、できれば高きが変えれる!~"I 、h{内

介助では小附りの効く、介護しやすい~"Ii高さそl:}る殺計が目線である

'!I(伽を600...市長を1000間以内に抑さえ、三l'i1、的に無駄のはい織成とし、狭い.itU帯の通

過をnJ(危とし、旋[ul喰問震を小さくする 下lγスター設内位慣と後給設ii't{(L(1tとのル般を

できるだけ対くし、小問りの効く小さは 1"1除、1\1をの~~較をIlJ能とする。

PKlfiiの 1'，ド J.t.将来の課員H と し、峨Ifii ，!7jさをm剛に統ーし、災i7t、 技術との 1:' にI'KIr.i)~

m、，-"I-:'J，l織でのli合性の向上をJIるの

"'あて(アームレスト〉を近媛時務艇にならない1~状とし、その下fl~にタイヤが{判官し、

世イヤの訪れを予や町jに移さない二j"tl1t崎成とするむ プレーキなど突出した宮~..f.が Fープル

大阪ト ~ßゃ"に触れない寸法情成とする.

(3) !t作性能向上設計

w，内?古川 ，~k{内の鯵動のしやすい駆動I't、以内介助11m. 民内の移動しやすい駆動t'I.と

等坊はf!li~i!!え、介助接点の1脅 i窓が:1:な設計 1ft須である

冬I.t.~かく、 q然くない、 Fの皮l何感覚にJ色合した木材の来材慮、駆動しやすく仇!り幼

い断11riJ惨状を持つ木製ハンドリムとする"

ハンドリム』栄作:の縫いトルク伝述による小1"1転勤作~IJI能とする人 'I!の.rc心(I'mとし、

即応れのある駆動~nl総とする。

介助11の抑し易いグリップの形状と 'H1:{立i7lとする。段i童館えのできるキャスタ ー11と

し、ハンドリム俊作による前給上げ動作、あるいは介助.IJの繰作で前総上げが"1能な持lf.

を設ける.

ffi内床面のカーペット、 ftみでの移動が;'1飽低空イヤゴム形状、タイヤ圧とする フヴ

トレλ トにゴムを巻き付け、衡喉に耐える俄jt;とする.内問I踊を移動してむその衡申院を緩

衝し{世ml1に影響を与えはい僧造とする 1

t栄作LMいプレーキl安点を設ける。

(I!) m~怜11・1上設計

f.i{内?古JIJ、fii内介助用とも終f量化、 +持納1'Eが設計日僚である。
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'Ti々し占~~けた1M駄のはい、Ji)心情成とし、終 I，Ht晴子 ~!Iる . m状と強1症とのパすンス

の良い木製1 レ ム形状と 4・る。後給を外せ、 IYあてや，iiII":'o'・tめる等、小さく収納でき、

"11包、先送で主る織広と~ . る.、

(5) }.炎，(1)現1.1'例1:1“向j，何'J1'，，1'没世削，!

百限{内?常z幻j川川11.、h以{内介j肋防川J凡u通l厄Eのe必北J川1十.咋汁lけH綴君である喧". 
成JI~合似のIfW:と強1(1:の1't'C'rを作.かしたこれまでに Jm い.iliil.(，が~ 'JJ~占J~~ ，T十る。保内の:夕

刊、 J司JQ'と必合唱るイン r リアの'提訴となる Jf~状、色彩情!丸、 '('(I~とする

{企11111の唆併に応え人Hi1('、色杉~i:f/i.'"臣、/'rもたれ'1:地のJIJ 訟をするとともに、子宮ii

の告をいを"H定とする.i'iれや、匂いてヰを洗勺てJI~ り除けるH~~~と 4 る.

プレーキグ')..-/を本製1プする キャス安一、後給にふ製，ドイ ルキャ yプをI奴りHけ

る、水漢のI'K~~"依 (λ カ トガー ド}を合板と替る句、本製のイメージを高める、

~j，f，.に水町f担f免による心身の俄肢を感じ占せる術成とする。

iJ 3 "l(;Jf~介依u術とその例1必慨念

( 1 ) I此形{l'倣u術の慨~~

'f!いすのフレ ー ム、川古ßτtたる却{Q:をhtJU合仮処縛1でI&:Jf~ し情I&:する・Jiとした"フ レ

ームの成形にはトーヰマト:.}{U~字にみる 1I白木JAI[筏締Ib 月えられたが、{尚々の材料のtt.T(

に合わせJJn仁しはければはらず、'七ff.性、加工mm.、 M.'r{の(，1紛然、生産コスト、 'tffn

の fj無から、 L 'l1((.)に鰭1，'，(があり、T.~的に夫総のある成Jf~合歓伐締jを係朋した。 成形合

板妓待mll~による移品峨'þt，v~.戸rに砲しており、 !Ilい唱のような少WI，i1T(に向いていると

判断されたω

成Jf~イ守敏技術/IJ' A・・ 3、プJ、ホオ、カツラ、セン、 J j 、ノJ パて平U、 ~tðJを板I亨 1.0-2.

0問符Jll:の 11\似に1M苫、それを純au文 .nね合わせ、 "".R~糸紗.111日似Jf剣士事を冷布し、木製明

内で1m然、加I r./t れし成11~ '4 る刀法であり、 ~n匂にU、 Oi;.川占れている(閃 4 1)岳

災I偏に0.1-0.2・・1・1さのJャカサンダ、ローズウ y ド、

チーヲ、マホガニーZ干の'}.(，f，iHを貼る乙とら多い.

成形1r.力は10-15kj!c.'!'lIQが1~いとされている 成

If~時の尿点系鯵11mで事然俊itl't樹脂僚符F刊のJAI熱 l孟均同被

))11然、あるいは侭11:1也前E)nl然によるの，，，i.f，'1ま内許日発然、

後nは発熱似の外:':11)nl然によるの OVH~新EJJlI熱による1此

J隊司qと仙11:プレスによる加11: ・h~1をリaぺ I 1ζノJ~す伶

写l'J資料l.t(株)，:':，JJ;I，* r.IYrによる。
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l刈" 1 )，J(;Jf~合歓技術1



リ ~'í" fJ~川被加熱による成If~
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Jml正

(休 )，，':jl):i* r，所従倣



尿」管系樹脂t在.nMのS硬化後1.1，ガリス'(tとは り、組倣})物ではいと後加工ができない.....!を

持つ.集成材にIHいられるdiの多い}r.訟でも御化1るIl<ttビールウレタン系後m刊をJHい、

常温で時間をかけてIUil刊の鈍化を待つ"IIIJUi/jf}、む係れる，しかし、事いすの傍遊フ

レームとして要求4こ応える強IQを保証できるかどうかは句Ji査でははい.

金て綴闘でt妻郡処JIJ!したmM~持成を 1 . V 1， (J凋Inal<'dVenecr J.u・bcr)、綴と倹にf賞作i

織成したものを '般的に合板と呼んでいる。 1日iU'il孟、 繊維/jJulの強度が強〈 、金属パイプ

より小さいlIlJ1f，lに dh げられ、 J~~止の民間に (11111症があり、いすのフレ由ムなどに用いられ

ている 。 み:開発ではOJ(~、唱のソレ ー ムに応}1l"4 ・ ることにした。 しかし、処方位が強く繊維

Jj(..Jと[I'([()はβili.Jの銭肢は 1/10以トである"そのJil;'Jの此，;fJl&'分を小さくするフレー

ム設計が求められる。また、 l、2枚をtllllに税制し、繍への成分に5じする方法もある。

_.Jj合板は、この只JPI't.の欠点を揃う'l'I'((-i-ω句、依材として良くや1mされている。綴

と績の積M数が|司じであれば、 tl4んH・11..1し依Ihj峨JQを持つので'JiいすのI'I!:板、 ./yもたれ仮

に応mすることにした。縦繊の術，，1(.散のil/いによ勺て、使111時のu(.iiの性切に合わせた続

的情成も可能であるの

1成}杉型 l立、ラワン航}併合似のfnlMによって製作することが'般的である。 nn~、あるい

は V~形状の成形であれば II\/jJí'JI&.1移 ・/レスによる 1:刷、 ド型の211'l織成で成形可能とな

るが、 [(ifIjJjI句まで ~IJげられる U明1&.lf~であれば、 3JJri'lhltl杉プレスによる七型、下格、

積型の別相4構成が必要とはる . イT担Z依Hの :次JlIJII[jhlt~は曲本によゥては1;11れが入り 2~

ilbl踊設計が無篤とされている.

成~l農の形状の0; I二IfmlTJ草、 NCル タ目、サンダー、l'JfJlしS也、手工n等による.

-1重の成形では黛F聖な形状の成II~フレー ムの結合に 1;1. Jィンガージョイントミ事の按合法を

t票用できる。シーヨーによるドJtl!fI:.I:lf後、本地色fI.l'lf、(J4三科世主妻、あるいはウレタン

8色仕 tげを行うのが 今舵的である.

(2)成形合板による4構成概念

市いすを成m1"t侠でどのように僧成するかその々えJj;を4構築した。(1 )で触れたよう

に、フレームをLVLで、帰郷e¥"lIxで4構成することとしたが、引いすの俗成要ぷに合わ

せた4構成の宅・えJjはr;むのj必りであるの

中いすの情成1嵯ぷl<t、 31ポ3 3 (3)でぶしたN!J1In側から弘たJ4!耐系、駆動系、操

作制御i糸、締法系の"~J!;tーの行えJj と、 ISOのJ.tltによる作る側からとらえた身体支持

システム、駅草bシステム、 。I!粉、フレ四ムの4・'!J!.Aiの今えJjがあり、ややn絡を異にして

いるのここでは木製化技術による織成をイ古川 t号制からとらえる作えん・に飛点をii'1き、前有・

の構成炭素をとらえたn
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( 1) 賂IJli~民

F臣、/Ybたれ、アームレスト、フットレスト、レザグサ沢一トで織成主れる，崎、 I?も

たれは、Ij 2al念設計で示したように、合仮をJ正敏としてJIIい、身j+.(;i市を耐内で受け

占せる.アームレスト 11L V Lとし、将喰の際のf.l怖をIIhlf強I貨で持たせる ノットレス

トl;t.ltの感触をよくするため、.lEの触れるooを合依で情成する.守:1却のS止をI.VI.で傍bt

寸る Jjfj，もある。レッグサポートは隊wの純沼1によ司て必~t'~のはい地合があり、あ弓て

も 1，I，f~主した I'iえのものではなく、ビニールレザ四 '.事の能川iが~<こ ζ では"にとりあげな

L、.
(2) 再制覇bJ巴

。I!俗、キャスター、ハンドリムで織成されるの巾俗、 t rλ タ 1.1 IljJ散のc:縫製品を川

いる 'JTとして、水製化は身えない。鋭校1111'1転'Itの'It.自のリムにI.x:I!;イ干似が!IIいられた:M

紛があり、必ずしも唱いす用工業望書，111で済まぜるJ1P.11I1主総い"今後のぼ/IlJと，tえる"、'i耐

ホイールキャップに木材をmいて、金属のイメージを剃める'Irを々える。ホイールキャッ

プのJJI川.1.1.水仁ロク口、あるいは木一仁綻般による。

ハンドリムは、 I.Vしとし、使いやすい断Ilul惨状と F触りを匂え、 .mMIIIIを外観として'1'.

かす"

t均株作制御系

プレーキ、ティッピングレバー、介護!IJ仰しグリップr.o':1;lで偶成される。プレーキは工

業製AfaをJIjいるのプレーキグリップを木工ロ?ロJAIJ'.、ホ 1・後書:tJAILで本軍理化するの T-1

ツピングレバーは、介護者がiiir給を上げ、段J監を乗りがえる為1こJTJ.O!されたもので、必授

は8.11.V Lで憎btする。介護用抑しグリヲプ織は、 i?もたれの.1'後初にIo:rn唱る円サイト

フレームの延長として LVLで織成できる

的 情途J匹

フレーム、 ~t寺ベース、及びいすの傍iEで rrぅ"で織成される フレームは向サイド恥l

のものが似!1fIされ、 LVI.とする。陀や-I'tもたれを保持するベーλは、合敏で4構成し、

尚サイドのフレームをつなぐいすの4構造で汚うft給、げぬきの役"を液ね備える τ キャス

ター、・Il輸をその{な置に~f寺させ、両サイトフレームをつはぐwの F:'l1Sの口は、I. VL で

例I.x:するか、金属パイプで織成するの

69 

，1 Ij :.n [ [II[~'t;:j 、試作、以!lJm晶

( J )設計、以作内(t

;:V 1 [111設計、 t点作'1立、 I.x:形{)-阪伐ifl-~;!IJいて本付で・1¥いすがとこまで機成できるか初め

て実験的に試みたものであり、 1988{liに伐~II': とりかかり、 I989{1:8J1に試作が-;Q&:した.

光氏'j!いすの外側をワ!"Ij :l、l'.t~j t司令t4t1 2、([係、J'I1，ぷをJ(4 1に示す

1) (企JII)/!紅白

fI)jて・ jlいすをtrl'l'で与る人1:.W虫とした" 郎11の IU(I 、 ~'~IQ としては、 11l!ì~8 (じけ

より Lか伐μしている Nl!ì~mI4 r，、 'j'IQ以ドのlfo品tu術中行、 'l'l!'l:以下の jllJlíîi限"~:-.fiか~lI" i

する ω 川i主は以内'i;~JlIとしたの

ゆ '1¥いすの慨吸i

" )駅量b系の織成。決A.である後粉、 ・1ャλ? を除いたハントリム、内111;#:を械成するF臣、

1'tもたれ、アームレλト、ノットレλト、 f持iiidれを梢I!記する Jレーム、閥、 '11もたれの

保持ベース({ì'始〉、作もたれ:~ISのかさノト . i恨の rt.[sの t'tをj氏J~{~似で織成した。心川材

れはブナ111.仮 t1. 5.，.を川い、 klfli/llHnl.J.fータ '1¥似 l0.4附をIIIいたの妹作制御l糸と

しては、プレーキのグリ， J{f /)でみ製化し、介助Jt点lま.没けはかった..WM綿r.x:は、

全て縦11で処J111した1.V 1 ， 任、フレー ム、 '7 .， トレ λ ト仏:H~匹、アームレスト、ハンドリ

ム、 nとし、合依そF臣、1'1もたれ、か占本、保持ベ田ス(合紛、 '1'1ぬき}とした ハンド

リムのみ l3. 0・・のプ).Ijl，ltd: !IJいた

b)強1主的災Hけのt..いまま、フレームの1lirIIII'W，を24x 24..とし、!斗織にハンドリムの

断面 .t訟を φ24..とし、現úの 'Iiい司の~~6フレm ムに近いllírl耐 .Jf1，を選んだ。

c)、1<耐 1'，の大きさは、以内での移動のし訪占、災Irt、設備との通会伎を々ぇ、小I司りの

効く、、tf.t的に傾駄のないね600..、長占900..にjlll与えた.

360/[[111転の必小旋111111・i符I.J.、 JI ~ 'I'~~'I(いすで様相的に求められた{ぬより 15パーセ

ントIJ、さいがJφl、200..に'...ヲた"

d) J 1 S'I'~oHいす寸法亭な々に、 J-lW寸ーが、との関係で決定される腹幅は400..、時の

奥行きは400..、附のI);U'.(からのJll(アームレスト)向さは200..とした" 胞と'/1もたれ

各j立はれ作業後号舎をもとに.淀川1したn 仰の~I立は:3 1弘、1'1もたれ各1邸主 112[且としたn

c) I'~、 -/1 もたれは成I!;íf似を J，t似とし、ウレテン J t ムとクロスで縫製し、泌総の'{'(

をlòl l '，させたの }'~Ifliの尚さはクヲシ』ン{t-~む仰のね州 {i心I，~.rnで430・m になるようにフ

レームfl't.il't.U1i、クッシ，ンjヅ占~，tl'I，I. し た.. Jレームの'Itいす .Ji1J);討久11hqさは400刷・.

1曜のうuおフレ由ム日さは425酬としている"これにJ、司て‘淀川、設備との迎合性をII'JIて占

ゼた"
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写!'!4 2 外側 (1:;ぬ}

11 



}<J! 1 (上級、h1;)<( 1 ¥;侠)

外mサイズ I 1.900 官600 117~O酬

，r(1o¥ 112k~(I 18N ) 

1'I~lllii'::' Iフレーム1):(ぷ 100u:シート1);(.，.'.(430mil 

J'If Illillll，1 I 100mil 

N!lrlI現行会 I 100m. 

ri'むたtti:'l，占 |シートJJ;f..... ~から :110..

'/Y もたれfl，'Q I 115 

!:ドJ.占 ! 380・・
アームレスト，!，:; i :/ート Jf，Il.~から 200..

閃J! 2 J'~，!t附 (1 :}側)
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r )フレーム相ttを.cl[章者するいすの情込で '般的に呼ばれている ，l'f' 0 r1i給 JfI'j'ぬ

さJ[かさぶ，は、 'It絡を取り付ける{I'mの IVI.で備成された匁!Jf;形状のフレーム(tT> 

、合似の l'tもたれ保持鮫 (t'tぬき}と þljサイトフレームを 1:加で主l!t~ する~似の(かさA-:)

、&.ぴ肉サイトフレームにそれぞれ取り付けられた~~f'，fHo\~にÅ'.u.~された~依の続飯 {fI

給)がその役割をll!勺た

日)1収納のための1'tもたれの街り住み、後紛のJNり外し11'>;/1でさはか司たの

h) 後鶴、キャ スターは、/&:1(;フレームに穴を引け、~. :)で l(l~J(~ り{・111 る IjiJ~そ l収『たの

そのため、穴にはJ'!鎗製~klí イ ンサートを人れ、 I，'i~効((~í'I仰を木材にうえず、~/;I;"に

よるみ;材の劣化を防いだ。

i )レッグサポートは、 1 l1 Jである賂11IIF~匹の銅 '11;/.1記形フレ ムの lìíle~を )UIJ させたの

j)総'Tt1 ，\はが~12kg(ll8めであり、スナンレス別保河内lfiいすの・f(l，tより5-GkR(50-60N)

特減し、アルミ事2・Ilいすと'， ;1て~~の if(l，\には 4 た"

(2 )サイドフレームの#;本総成

サイドフレームの犠本織成l主、いすの情j主でいえば fぬ占 1fQ:~育成 l である"械のたわ

みを防ぐ主IJ*を持つ0 ・i*で成11;情成され、 Jットレストの111111'、1'1もたれの"'Ilfに'蹴い、

駒を入れた.i1!結仰を持つの

( 3) 'I.YIl条件

1) I~II;合似t査衡とその他のノ，，[妓術

~II;合歓妓術による製作l草、火予内本 [/i}で、下物ゾレス、ヲランプ:r f・ l !lをJIJ い、

lC作でiiゥた

日)f~m 

.n動プレス、 rf:iMJ被加熱主主官官、あるいはtn;mllotJJI然災問が~いので、 f'i'Jノレス、&.

ひF動クランプによる常温}AI任t裏打を行『た旬

， R;材はプナ111板 11. 5闘をJllいた。ハンドリムのみプJI~依 t 3.0..をJIIいた

， tを(/fi'I孟俳荷量ビニール樹脂エ7 ルジ nン.f，t妥i"ifi'(A-: 1・JII，r.ンドじ 1118)-i'JIJいたの

この際11fi'Iま 7 ラッシ 1パネル等、喫n:，;~材の修 行刑としてよく fo.ëJlJされており、 i在

加J:処J'I!が千;)_，}であるが、 1成j杉合恢f主締Iで1.1.，f61，~1被Jm然に ，1:る ~~ti卓然IE~}.Pが必'8.'と
i:5れている 1"'01l 

， /レス明はラワン品I~JiV;合歓を水1:111 ポンドで抑制限，((し、関I(U-i'もとに加 r. し製作し

た"サイドフレ F ムは手動クランプによる a本取りの射で成11;した..'，1古制加川:媛，f(で

段11mが飽くまで約~811寺1m要したの後.i"Ifi.の減内iは・+1c1ωIjlflÎ1':検るのがJ"，;l!的，;:'，tf'; 

1:l 

織であることが後で分か『たが、 4二己でl.lWlfIIのみの検{fjで行司た。加l五力十宇t主計測

しておらず、ii!li¥がJ江'I:I'T，:糸fllHfていはいn

・フレームの駒の材料は、 fーヲtソリヲド}をJIIい、バンドソーで偽き本工用ボンドで

f中入~析した.

・ハンドリムの成ml!llhA-:JxICとし VLJ&;形金組み合わせたI飽給{ff陥とした。 13.0.. 

の I~.昔話を揚腐したìl，lで 1詰め ・ t: らかくし、 ' {!!1tj，~先織を計一パー 1'.1こ ìiJ くし，1(ね、 給

をつくる 銀行剤を:lt.ílj しはがらその ir'Jí りr.6分をずらぜ径約~を繰り返し所定の1"

さにする 1 本相にそれを~ぜ、 tla~の r+)J'J ・J ン/そ"J1.'，"'，に等角度に瓜~inさせ、相

に111'し{・iけはがら本 UII'ドンドで守:IIIÎI，;III.~JJlIIr t&れ LII，I:.i:寸る"この}jf.去は秋111の1111

げわゥぱ製作H:訟を応JIIしたものに近いとだえられる。クヌフト((1伎法であり、r::祭

的な千訟とは If;えなも、向上 VI.による加r:r.であれば、例えばノ?-:JI;Jを3分別された部材

ををフィンプfージ vイン卜-;r;.によるは合によ今て+年に情hl<:する・J'ができるが、大学

のT.1i}では ，lll:備が踊t くその~fl・ Jjf};I.l探れなか吋た"

b) Iお}杉後の後加I[

- 仕上げ加LIよ干11'1 し鈎~υ1 1'1'1 、 F鈎11・ 1'.l fI~11 り、サンドペーパー(180 ・240m)によ

る。

， 3民lfii処Jll!1孟ポリウレタン町LJ1I!、lIlI1
V，'i!!lI:，1二げであ弓た、この羽合ウレタンサンヂィン

グシーづーを3('i)、ウレタン J1ット 7分児約しを 1-2[1I!H勺た。

・チークkiliiJll材 (0.~..)は'，''j'もたれの後Illi、&.び7・ムレストの上耐に用いた。

c)その他の水u査術

・ フマトレストはフワン問M~歓を1mとしてJIJい、加にした点I(，Îにチーク材をi砧ゥた，

. プレーキグリヴゾl.lプナ!，R争蛾人し、 ~19J 'Jリアーで炎!fõ処E型を LIIlいた。

以上、 15f僚に氏、mしI.:A-:I:H符j~ J.!" 2にまとめぷ噌 .

~)外tt及び隣人品

・ 備受けカラーで宇の~k見飾品製作lよ外tl.し、 '1'-ャス世ー (4・ウレタン}、後給 (22・ x

( '31別的、プレーキは腕人した，

(:I)~ 、 'I? もたれ級事~JI!I r. 

・いす咲り伶え;l!11へ外i1し1.:.ウレタン JI-ム舎内3をし、 1'.11，1;り材料をライトグレ

ー色のクロスとして級事4した怜
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}<4 2 1 :;~ loc形合指xU:術・モの1也の~I:H，UI

I ，~I 心1m l-t1  5・・
I~ I .k刷IIJ材料 |チーク巾阪 t0，4・・

11; ~ハンドリム材料 l プナ t~，依 13， 0闘

HIt主お". I t!f俄ビニール樹首ì1..Lマルジ H ン副主れ丹駅~ 1:11):1:ン H1I18)

01 Jレス明材料 i 0， 'J ;..~t'fIM~阪を~ 1:111・f'ント c!l1M
Jレーム駒HHI・Fー?ソリ v ド

成11;んU、 Il.fJJ ノレス&..ひf'ofoJJ クランツによる，';~I:.tI/lIl H~η

，，)(.1，戊1t;加IIl:U.yml 148時1m

I成，Je;ω比1I形fμ5件+材4村1料4れi取伎り | サイト 7レ-1ム、 ノみドt:f(似tり

形 1 r賎在川符川丹11.の険州丹“; 1111附依i彼証ω叫附馴}れ片川川川，'11川'11帆11的1I械l
ハンドリム)JJ(;兄幻j形μ1~山((給品紛，111肘川

駒人れ |チークをパントソ ーでj免占水 1..1;ンド Clltη

(1: 1'，げ加仁 IHIIし鈎切削、 H包fI:1.，げゆlり、リンドペーパー(180・240)

(1， I Iハンドリム.ロク u川1r， 

1.1 ;ん而処JlIl I ポリ ウレ 7 ン 処Jll!、木地色検~

災Ifti川材処埋 |チータを背もたれもをIfti、アーム レストI:!lliに1II，(.J

その1也本軍2告fI，'i:， 1フットレスト IIH . リソン 1荷附~似、淀川付・ チーク1II，H

l プレーキグリマブ:ゾナ1~ (即時人) Jal91テリアー智LJlI'，

け}試III;U轟

;.t作後、下f城!'，¥心身隊1HJi福祉センター{小111舟t;t117rJ~) l'i'U，r，別総'-i{で、隊¥t:n2人

によるぷ東必伐を行勺たn 1人1;1.、'iI!ンタ ーで'I，i点，m卓会'.:tけているilt動小いすを{企IIJず

るの:'1::の，[(/[の}脳性麻W-11、 l人は併設のr，ltlr.i租泣':'f'lJ伺にAlII吋し、パスケァトもこはす

rt ))1量的'uHi定なIT!&IHii傷者であ勺た。

IIiJnの場合、 i'Hlが保てず，jijにずれ治ち、械的、仰の世1行占・Jt1、、I'Klluflfl良、 1rむたれ

f11/rl.、 JットレストI'liftが適切ではなく他IIII;I... FnH犯であ司た"!foe:の隙'11:11の向(，H料金

は. I品1 '/ の隙刀のレベルに合わt!て条例1決定占 ~LなれI，t1.(ら4、む止むと脈J'I1があ，た"

{走行のllA合、 !'I)J!栄作IIJ能で、 'Ih 、すf~陸作に慣れており、 WI'lWI.Hよ IIffi13であ っ たが、

純輸の ，((制1(，~i'1がみ;人の好むも'lìl1より後方にあり、 fiíJ愉 1 げがで昌サ駅助む'f(い" ~に州、

IH> Iこれが使い 、 フットレスト、プレーキ レバーの似1，'1が;~切で似いて事の IHj:m.....(が :H され

75 

た。また、木製ということが気には司 1て俗つけてはいけないという心均が働く とのな見が

出され、木製化・((いすは、 JI(い暗に慣れた人には，((<にはなじめないものであることが剣

19lした.

以上の試111結果が示喧織に、このm-(')1の試作・1Iいすは、他mできるレベルに無いこと

が判明し、実際の'1¥いす他J1Jt.の身体後件、焼成に合わせたものにすることを求められたの

(4 )身察

!lil阿の成作は、実際の佐)lj't.1，-首)..，たものではく、:A[fIlには多くの問題点:を示したが、

成形合板技術を応mすることで、 'I(いすの水純化はト分IIf能であることを見いだした。 そ

して、ここで生みrH した成If~合.{&[';61111'1による備loc/ifl品、 'Iiいす木製化のJ主総となる設計

宅t'A~を弓え、木材11・1イIの1'L'('{を ' 1 か 4' ィン r リアnのある情成につながる引を.!lE明した。

対外的には、 198911'-1史!I本リハビリ r-シ gンr，学協会 1:俄!lillul編bI:担S(.;iコンテス ト

で優秀賞を得た・0・5¥使IIJ行からの fプu--fによる本物的は実)IJ化の研究を求められ

た。ノド試作は、その芯味から;t.;~fを I: Ai材とした 'Ii いザ (JIJ郊の:tl~点とは っ た e 山引。

4 -5 !li2同設計、試作、:!JI:1lJJ'r!雌

( 1 )設計、試作内符

!lil [nJ試作結果を燃まえて、 rυJ~静作可能な・1Iい世他JlJI1をよEぴ、本人の隊宵のレベル、

身体能力、身体寸法、 írむの11:1司1.1に令わ世た 'I~い司の設計、試作と試JIIJ手偏を行った.
段:~、試作I;l. 1990q~に行われた

完成'Iiいすの外観をηl・'(4 3、2'o!:m将亭閃4 3、11:線、Hk&.を炎4 3に示す。

ω 試用対象11と11:まい

試m対象ffは、 !dlU，li内にある身体F限切符tl.Hd:1 :局、 t去の相事工~に臼ちからîJ_lで通勤し、

印刷関係の申書iE」軍兵として勧4提唱る、パスケヲトを愛好寸るIT鎚III傷者、男性、 42銭であゥ

た。自ちは、健常nのご向・n!とMの4人f}らしで、 '11いすltJlJ-/j'1孟彼のみである。{主主は

'l'-Al;であり、夫婦後索、トイレ、 Ji.円、洗IftI所、食句とそれをつはぐ廊下は事いすの使月i

がnH虐なように改泌されており、 蝕?古nとJむIII)1U，r，できる条件には勺ていた。{主"t内で日

常使J[jしている '11いすはスボ ツPイノであり、通勤に}IJいている'Iiいすとは5)11にm:なさ

れていた。スポーツタイプは れく て小1111りが完)Jき処)IJしているとの怠凡であづた。

(2) '11いすの線、r

idl tìの 'Il いすメーカーのれ~lll 、刊行<n'1I施制 (1$nで'I(いすを他J1J)の協)jで、ボいす処

liljに沿勺て、.ttITJ:t.j<弘行の'Iiいす係、rを行司た"J<lHi'，!400・刷、勝の奥行告400畑町、フットレ
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j，( -1 3 fl:級、W:J.<(2:;保}

~~lfj サイズ 1.948 冒603 11760m・
，r( r，t 15kg(l47N) 

I'K I(II ，'::， ゾレームlf，i，o，'，( 410mlll シ ト11;1)，'.¥430m・
!'KlrlI恥 400・m
1'K1(II'l!U 400 .. 

/'i'l"I:U，;':j シー トlf百点から350・・
/'i'むたれf'Jlf!: 115 

ソヲ トレスト j長 400 .. 

アームレストtfG シー トll;いなから200..

400 

関-1 3 ~生計閃 (2 :;-偽}
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ストまでの1路ドjてさ ~OO聞、I'l\ ll，if'II[3Hl.、 I~ もたれf'll([115m:、アームレλ ト，:":，，'<I.H*IJ;r

.I，I.I.から200闘であ司た.. ，vII'IHc心似，ltの1'If1(，i ，:"ò 占は~30...で第 1 alと[..1じ投与1:とした"は 、1・

、w、I.H書物的収納であると判断された"

(:1) '1 ~い J の械製

~ 11"I.Âfl・からの改良点、~Qi.'.'.\I，).玖:の泊り であ今た何

‘'】ホHIえIf~ J レームの断l!ii・W，を2~x 2~・・から 30x30...'こ変更した t、後給~IIの φ12輔の

'1\舗を11~1f;ツレームに申書火を.~け、 II，( I~λ“し込んでJ(~ りつける /jil，Hi うには、 1&:11;ツレ

ームの峨l立が1::1:111にはる。 24x2~..では火111.- ))し総HI'tかみく、切り欠さ必)jに利〈、

史観 lよからむ絢〈弱い印象があるとの刊断から30><30・・に;e:!I!した。この断1(lj.1iJ~I.t 、 こ

のlr lln~ìした水村成形フレームと金以パイ fとの加1 1:鮫断強度試験 (5 ~5 1¥)から、

:10'< 30闘が1.1紛糾.があり、 24x21闘ではね紛糾が，1れ、との結*が弘いだされ、決付けられ

た"

h) 成Jf~-n-似のぷ材、~ぷ}jll-ll'i刷機J氏は、 |1;機と1，;1織に5十lil，した"

ç) 後+自の・ I l鰍 1.'[.irlを ~Yí'l'l\の身体，f(心似ii'~に必;づけると J~に、 'I? もたれをiむjjに後んに何i

け、 "~llIiflll従を 115Hl'とした 。 lîíI俗あげがlIJ(jじな駅動機作の鮮さを持たせた!パλ ケ ッ

ト :J: ス "1' ーツタイプによく~られる 11:憾である。

d)プレーキレバーの寸法を{申ばし、 1..t:1lJnの他いやすい位置にした。

c)時にIrJJ分散機能を待つテ ンバーフ fームを内設し、毒事mにf.iりにくい機IOCとした.

r )フザ トレストの{立民を前方にIBし、ltの仇tt.¥企業にさせた。 レッグサポート IJ.lii/(1I1と

1..1 しド仰のI~~フレームの l'1を平IIJTI した"

日)み;製ハンドリムの後輪リムへのJ[~ り付けや、 11\1事リムへIt(t安機 •• nするJji)、と した"i企

愉へのトルク伝.i1が容易なハントリムlI1f1hilt;状をうえた。この形状決定には、1ftt:込λf

u-)レ4克明による各府!I惨状の検.Hを行ゥている.. (リJ.'il¥ 1¥、閃1¥ 1¥毛主1m

h) 7ームレストの下にタイヤが隠れ、本拠ハンドリムに予が触れるのみで、すイヤのT'I

れ~'Iよさない締hX:にした。

i ) í者絵にクロスをHlt、自己表現、滋ひので与る~点を設けた。

j) rl'1I f;給Jr1?ぬき Jrか与-+:JU.、いf偲と同僚の織成であ今た。

側1¥ 1¥ ハントリム断1111凶

(2) !1:舟;条件 リf~4 1¥ ハンドリム後約

(1) I~J!;合歓後循jとその他の本1:技術

!:;・ぬと1，;1般に大学ノt;rJJ}で'Jミ験的にhX:I伝子行う"その線子を写J111・5にIJ¥:唱"

“) It比11;

Jぷ11;/jiJd;t第 1111]のI~I~と大きなj皇い 1，).拘置いが、ツレームを 2 ノド取りにして効中や 1 :げ

た改良令1ft!えた凶
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サイド7レーム劃Iみ立て



-心用材料はプナ 11\依、 ~"/1 1. 5闘をmいた。 ハンドリム紛れはタモ(ヤチダモ〉恨

仮をmいた。 ~"/l 6.0聞と"1-くし、 i号機よりIIh愉mk1の燃の1111げ巻き散を減らし

た。炎[rliIlJH~W.1 クから.tl:みにチークより色の浪い口 ズウッド巾敏、仮j亨 0.4

胴を:f;+¥JllしJI/いた"

・成形設備はF量hfレλ、Y'肋ク 3ンプによる。

・成形相はラワンfm(1合似のUII'刊による。フレーム関係の成形は、 24>:J~りの砲によっ
て行ゥたe

，~形条件は1?"~Jxl'L!t1'iによる.t華Jo加A8.jt:lHま11;僚と1，，1織に48時1mを裂した。 ・

媛着剤は第 11111と1，，/じ降傾ビニールも封筒エ7ルジ，ンx:t主将剤やITJいた

・ ハンドリムの~Jf~のみ dí/[II) と 1，，)じ 11M，加工と LVL成形を創1み合わせた l泊翰繍焔手法

を行った。

・駒の素材はローズウッ卜のおがjげをアラルダイトで綾符し川いた。

b)後加 r，

・仕上If))1I[はf.jlllし鈎書官切削、手飽仕上げ目1/り、サン戸ィングff・1'.げによゥた。

・ハ ンドリムの断IfliJf~状のイ1. 1'.lfJJlI [は、ロクロJJll1:によヲた

， ~民 I偏処JlI!は;p.リウレタン暫U'I人A-:tt!!色寄生袋で、仕上げ[~'~は I ~;-僚とか!しであ今た.

'J<而用材のロ ズウァドl.t、いf僚とr.i)憾に背もたれ後郎、 γームレスト上面に貼q

た

c )その他の木工t主体1

・プレーキグリップは、 シュ リ級事者の尽を賎入しアルステインr:色を行勺たものを用い

たの

以上2-fj織に比;)IJした水 l:mJiを.&" "に示す。

{β 外f主およひ購入

， ~住民$品加11二は外tI.による。

・'Il給 (22・刈・I410)、キャス 9ー(4・ウレタン)、プレーキを防人した。

ω 局、背もたれの娘り J~I r 
.いす綴り曾えj覧-111こ外iI.

・}曜の内装材1;l./I)J分散拠能を持つ子ンパーフォームを使IIJ.

・賭と'I'iもたれの 1:比1，り材料I，H山川1ftのよlURにまかせ、ウゃ ームグレーの術 f)IJクロスが

係)IJされたの
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}.! 1¥ 1¥ 2 号線成J15合~t立ífl ・ モの1也の本工技術

心JlJun Iプナ明敏 tL 5刷

JVe: IぷIflillJ材料 |ローズウッド tO. ~胴

115 Iハ ンドリム材料 |タモ単敏 l6. Omll 

材 |修行11. I俳微ビニール似JJIi.r.-<ルジ pン糸姥将剤

HIヅレ λ明材料 |ラワンflill司令般の的制

フレーム駒材料 jローズウットのおがIrl

成If~JjtJ; I 千動プレス及び Hhクランプによるな滋加IH華1iM
J.x.I，.x.I15/J1IIEB.H:lJ I 48時1m

成IIHU1J~ り |サイト 7 レーム 2本J~ り

形|は刷の削 1I州毎HI鰍1"ti

ハンドリム1お)I~ 11UJ給fliJfii

駒人れ

(1: I (1:卜州11.

ローズウッドのおがlげをアノルグイ卜で彼，j"1

HIIし鈎切削、 H包(1:1.げJ1IJり、サンディング仕上げ

ハンドリム ロク口}JlIJ: 

1: I災IIII処J1p. I ポリウレタン処J1p'、-+-地色検~

災山illl材処.I'P. Iローズウッドそ"/'tもたれ後初、アームレスト貼H

そのfl!!-+-事~~M， I フットレスト fJ材 F ワン f"li'i~縦、炎I話材ローズウ ヲト

プレーキグリップ;シ、リ ~kAA(隣人〉 アルステイン"Vi色

( 3) ，t，tJlJ I~p.f順

.irt1ll .W~ 1í'の fröでが~ .カ灯 、ドに渡って.tI:m ，~f.fl面安行う 。 :t.tm=lR祝を写真 <1 6にぶすの

その結果、 4韓込((~な欠陥はほとんど見られなか q たが、以IIlIí'より、常時室内でIIJ いてい

るスポーツタイノーItいすと比較した下記の.Q:SJ.がH~ されたの

(1) 試m lí'の~した問題点として

a)キャス 7-1il¥イン Fのスポーツタイプでは、 Mm、Wf_1.民PJ'.iどの移動で忠q た

tu定が11¥'.iい内暗号待・で、性能の良い5インチの4設相タイプキャスターが古埋ましい。

b) I'I!に内3をしたす ンパーフォームは哲'段愛111している鏑IT:7 ットに比べ硬い感じがする.

c)ハンドリふI<f，、}可'flH迎い慣れた内断IIiil惨状のJjが慣れていてf!l!いやすい。

d)後般のll'UY!IJ，、成作'Hの 22インチより仰い慣れた 21¥インチのJj;が使いやすい。

e)スポーツタイプの'JIいすに比べ、小(II(りれが撚ちる。
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"，，_.ーーー

r )起合がt氏〈、スリ 't"~/1iに伐るものを引っかけてしまう。

日)(l(、仕事で焔ると、わ~ゎ~，j.;帯型 'Iiいすに乗り移るのがお『くうになる。

(jl) .試月]./1のI~ じた先/1*として

a) 'fiいすで他IIJできる織に改.it.した洗IfiÎI折、トイレ、)~\:'\へのア /u ーチ、線作~争点と

の迎合性が，;，/1:した。

b) 家族企Uが集まりf.t1Ji寸るf.t':l~rープルでは、テープル奥まで近fまでき、 m軍Jこ，ijjき、

Æ尺も適切であり、 H~いやすい(，):i"lを錐保できた

c )インテリアとしては巾し分はく泌起を得た。

(3) そのf也741にはる.'，'.t

a)噌l師、家r!への彼触による水製却のみl偏に{努が和f7J 訓告、~られた。(I，jが 11 '1.たないぷ

l師処J!s、116修などの 1';えJi'を持たせる必まさがある。

b) フットレスト~にはパンパ由にはるショックアプゾーパーを{・l ける必i~が伐る。

( 4 )考妓

以上の設託、試作、;:.(lI1/f舗の結集、次のことが号察された・山H.

1) 強/U:r舗では、フレーム斯rlrI、tfl、の24X24..から30X30闘への~lllによゥて、 2庭用上成

形合仮によるぷ喫でも 1分対応でさる感触を得たが、金kiif:MI.と木製抗日との結合要素設2十

に緩み、 .rf干の亀裂の~'I ~宇品!I!却を伐した。

(2) 'Itいす操作に熟練し、ス，11ーツタイプ'f1いすの使Jl1にも慣れている fυJ傑作"J(ì~な隊

'，I~ レベルの人には、イン r リアれはともかくとして、総作性の良い側俗的な '11いすが強〈

求められている。それに対して、この 'fi いすは紗((~な性怖が強〈、イ，泌が.R.られた。慣れ

や、 'U，limoの切り符えによ勺て使JlIできるものになると行えられるが、他の素材とのm
み合わせによる微動れのある侭快な、本材の性質もある1ftいすの開発が諌組である。

(3) 上記の結集から、以内でのS予約 f.i.生活時間の多いìOír.岳、，T(/置の隊~t:nには、木材の

il\\、すは適していると Hl測占れた.介護後点があり、 F拒i・Eが保持でき、 4精道的に~本で、

かっ院かみのある 'ftいすのr:mが今後の課題として控忘れたの

め 以上より、木製'fiいすの今後の淀川l化に向けた開発li、"iilll、介識を必要とする刈宮古

代に対象を絞る'ITがi追いと1ft測された t師，.0

(!)) Wt内での悦?~、税.IIIÎ、次l1など終的、設備との 4・法的な~1'I'1'1"よ、~J.ùいくものに
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な勺た。 I"J峨rィン j-'}ア性む良好であり、この点にかんするさH)Jのねらいは泌たされた

ものには司た"

11 6 m :l I"J投社、試作、 ~JIJ .If-価

( I )設計、試作内総

'*製'1\い噌は、 ' 1: 1ζ介護を必混とする協働行に・~)院が，1':，<、実現住がitlíいとのItt測から、

介獲僚はを持つ以内J1J'1¥いすの設計、試f'I:と拭1II;Iff'を行勺た。 ここでぎう 'Iiいすは、 M

内常III と以内介湯JIJの機.'.~{に liつ中11目的なものととらえた ..'\t，t~、試作は 1991{ドに行司た"

完成'Iiいすの外側をTHlII 7、設計肉を閃11 5、(1:転車、J'WJ(を表11-5にぷす。

(1) .tI:川対象r.とそのI'Y;オ

(財)111111 dit'災保センタ ー 、老人保健絢段、 1完結合牧師~* ーム(111.1台市AI'IT<，究員主イ12

16 10・佐々 MMfl'JT務長}の入所高齢討を対匁にしたn 隙%はJi'l紛様、痴呆、筋力紙ド"1

内隊等であ『た と人保健絡設は、病院退院後rrtに泌司てIL泌ができるように、位以リ

ハビリサーシ，ンを行う純設として作られているm 隊刀の.fU(l化、臼℃で介護する人がい

はい、あるいは'I(いす、つえt事の使用のできるfrtの改良ができていないで事の受け入れ体

制のノトー備等の.f1I!11Iから、ド年では向宅にE哀れはい高航行がJlIIlAlし、収容絡設の色彩もHlて米

て、ノド米の11的通りには.lI1flができない状況に立たされている。

' 11いすは、 K$:lI!::並立時に腕入した安価で、かつ~くの人がIl!:mできる織に大きめに4世紀

されている J， S 大I\'~'11いすがもと朋されている。この・I(い廿 1:1.、j¥'1j前Hfには大きく、 ハン

ドリムを1"1令:させるには、 l泌を大きく広げる必泌があり、 mtJlI!/..:嬰勢をとらされていた"

そのため本'I(いすでは、 J， S 中!rl 'ltいす寸法を省長引こ 、 PKlfii闘を400師、 ~11i.i奥行を~OO

..、 J桜ド1主さを380・・とした。 fl!繭;n;さは430目、 'I? もたれf'， J!r'ま 115JJl:とし経休息理~~舎を

取らせる'Ifとし、~くの高齢.nに適応できる傑敏明会 11m した。

o 'Ilいすの概唆

設計、:.tfrした'11いすの槻要はlXの通りであ勺た"

a) liiJiドの材W，(験の結瓜(}i'i5号室参照)より、水W~JI;フレーム断而寸法が30X30闘で

あれば、 1J. 1J.'~kliパイプと向句、それ以 kの強l立が1!~られることが般測されたので、そ

の断Illi・1・法に紙・した。

b) 心JIJ材料lよ プ rl~.似の仮J'l. l J. 5師、ハンドリムはタ モ似J事lG. 0聞とした。ぷl同JJJ-*イ
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}(t1 5 fl.線、tf1，)<(3 \;-~ ) 

;-M~サイズ 1.972 官6M 11800 .. 

，rC:，t 15kR(l47N) 

J'lfdli，:':j ノレームB江/.'.¥ 410mm シ

般的ill!行占 400n 

，/yもたれlfJJ占 "/ ト JJ;Il.~から 350・偲

IYもたれJ'IJQ 115 

フ 'Y トレλ トj占 380 .. 

アームレ λ~.-::， シー ト JJ;tl.~から200.. 

f'flPしグリ ザゾ高 l，f;t/lIから800..

ト/);tぷ 430刷冊

寸
0
0
マ

」

o 
0 

1∞ 

凶t1 5 ，没3十t:<1(3 \;-~ ) 

88 



"は (-7')¥似 t0，4闘としたの1t1V;んII'}とgllHとの関係はこれまでと 1.，1じであゥたけ

c) サイトノレームのiをね3先織に介議-11のHI'しグリッ fを設け、これまでの刊の lかさ

木|令外した約これによる俄1町内lÍlÍJ，'，\を 116 うれに、}恨の仏:M:~llをイ奇相互とし、サイドフレ

ーム.111，:ゃi'Jj似し I イI愉 l としての役;'1'1を111わ U たのこ れによ勺て、減、げもたれ)~、

;'l'依の~Hl': llに~えられる例法に統ーされた。

<1) W、 IYむたれにはT ンパーフォームを内~し、ウ f ムグレー系のクロスで IWiりぞ

íi 円た伺 tl! llli f，t:Hl':~から外せる栃込とした"

c) フ v トレ λ ト士事 l.l、 Lむろにnめる備iみとし、持!ltl，~の J.öむを-qtけられる+帯広にした。

I )キャス 7-I.l5インチのt'H定の篠かな傑却1ft僚のむのをよEぴ、移動の性能、 I空，'>.ごえ

の性能をはか勺た。1--ク材の木製のホイー Jレt1'ッソをつけ、必↑庁を高めた。

日)プレ-4' Jbl り千l け(，~inをア ームレスト!協に~II!し、 f レ ーキの取り付け、機作例:のfÎ，)

1:を3十勺た"

h)後給の'I(納{古1'1を1"1I'Kの身体喰心{立ii'1に近づけ、I;il'愉持ちあげが符易な条約を持たU

るために、 dil"I'，とかl織に'I'i'もたれを後Jjに何lけ、 IYもたれ"1m:を、 終休息海勢のとれる

115JQとした 1

， )サイトソレ ムのJIW:は ljiil'~ とか1 じぬき .f苦情成としている。

(2) 'I.A条件

J止冷;がJには，;il"l:と向じ条件で大学工bjで'JJ.験的に拭作会行今たの uiJ年の改良点は炊の.iW

りであゥた"事U~'Jf\ J止をワ114 8に，iミ寸"

(1) 成J(;1守似f主体lとその他の木[j支f町

。) t安心剤の検イ11を、，;íl~f:の'r，敏1正J\・ 1(，Ît史街地、ら I，I~IlIiM (Ij 1': ~ II!し、 f妾，(f']9ìJ主 '~d'JI : さ {t

た。これによる/llè:Jf~{l-敏郎材俄1立のIÍì} f'， lま・繊JQ'~"~ ( 5 I~' 5 3、5 "参IRDによ勺て

.iIE'91された"

b)成J(;li1・，I I>Jに'~ä弐がJに手動プレス、 HJJクJンノそJlIい行われたが、本拠物から成

形されたr.~材をとり外す際、型車Eれが後m刊の繍紛れのl\に附嫌になっていたが、明の

内Iluに滑IIIIのがム Fープをl論ることで、 m綴れがI通くはることを突き止めた。

t主将加Ilrø.H:U Ci やはり48時Im~ した。

c)篠-1"，'fi'C.l、!lJ.JJu1:がしやすく、術.i1imw~材にJII いられ実紛のある水位，fE分子・イソ

シアネー 1・，f:tUlfi4(.ì1h~fJ'Jk性ピニルウ レ タン糸1t1Vlm : 1!Ii，'，，'，f，・ピーアィ .tfンド)をJII

いたの依総にはやはり4811.VI1i1を，&iした。

d) ，t(llli処1'111ょこれまでと I"JLとしたの点IliiJII材料のチ クは附織に'I'i'もたれ、ア ムレ

λ 卜にWi付した。
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ザ fドフレームの嗣1み屯て

サイトフレーム L V 1， ']レームの干構成
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c)占健福ifl:1-_'" ま過1~21"1 と 1，;)線、千l111 し j飽鍛切r~1 、 T鈎11:. )'" 、サン戸ングによる"

f )駒のぷ材は fーヲ(ソリァド)をバンドソウで娩さ rラルダイトではねした。

日)チーク型地ホイール1"ッ/の加1'.1主、ロクロ挽きとした"

以上3\}l')1に ~êrJlJしたホ IlHh{を}<-1 6にぷす"

(2) その{也

，，) ~ùí加 c、及びF眠、I"r t>!.れのω，り}Jn 1'.はがi1["1とI..H革であ司た.. 

b) 餓人偏f~'t';f.寸ャ λ ター (5 JJ •ドン人り)、後給 (22・， 1'1/判的、プレーキである。

，& -1 6 3 ¥; I:t I.Jè:Jf~ 1';-似技術・その他の水J:lHfl

心I目材料 llJ 1州 l1. 5.・
成|炎i而m材料 f ク'1'.事Ixl O. ~剛

Jf~ 1ハンドリム材料 lタlll¥似 lG. 0醐

村 Ir奮1，'fi. 1 11<.t'~. ビールウレタン修才}fiil( 術品名: ピ アイ，f.ント}

HIプレス峨材.fl 1 -ノリンWM合依を木工'"ン 卜でfIIM : 成I~dlitlムテープ貼付

フレーム駒材料 1.，.ークソリヲト

成形んtli I f'勧ゾレス、子動クランプによる常i'JIAJJEIt.i'(

IJt IIit形加JJ[B.J)i:) 11SB.HlU 

1.Jè:形Hf1Jl~ り lサイドソレーム 2本JUり

II~ 1 t安打剤の検ん I 11¥ l1x11j 1.lj Ifl;t./: (Jj 

ハントリム成I(~ 11111給付11M

駒人れ I H¥申?ノン/によりサイドフレームと Jむ紛め

11; I 11; 1--げ}J1Ir. I f'NIし鈎υJnll、 子 制 上 川 、 サ ン r1ング11;1.げ

ハンドリム ロクロ加工

l二|州処J11l Iポリウレ空ン処湾、ぷ地色検災

J<面JlIH虹LJlIl I .，，-ク -$:Irもたれ後編、アームレスト hfliにIl'iH

その1也水事~r;'ßM， 1 ソヲトレスト ーI:J:材ラワノ1m同fT敏、 iHri材ーチーク貼付

/レー t，グ'J1ブ:シュリ tle正Ji(蛾人) )'ルス rインお色

，1'イ ルキャップ:チ-7Hのろくろ!nIr.
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(3) ，¥"ljr.nr.殺での試m.fflli

~人保鎚M!I.~、 2・U(1;~齢ホームで、作業fJJiJ， l. 21'，の協力をf!}て、 7人の人1(I，:"6Ir.11 
による試作。)<の.t(点 Fス卜&.び 3 ヶnのJ~則，式)lJi" λ トをfi今た{写 !1 t1 9参照¥)何

(1) ，J~1主内科

ぬ)移lI~oih什、 Æ行動作、作業動作、-(，j(，Q.、動作におりる'1\いす名古匹{也の、J"t.在、 )1;状、倒{化

について.刈1't>ac-l(-.たの

b) ')iい唱の~'((、色彩の印象、試作者曜の向1 3(に勺いて必~.J.'Ý.聞いた。

ゆ g173 自~nの隙'，':のHJ師、 1r・除

持，，11の伺矧C: 、定)I~性際関節民3 r. (Wj"J前中 I1'，)、筋力仮ド2名、雇通ぶ 11'，.1'1

1付限 1r.であ『た. 'N'i年同~C: 81 i&であ勺た。

3) .t( )長片スト結決

隊11Fの事Ufけ1)1)の.訟は、介;蔓.JtからQ.たな弘、心JlI'I(liでのな弘は次のi湿りであ司た"

a ) H"J~事W，r，.

Ji'側の F泌がIUI!¥iによ勺て車))かないので、 'Jjの他えるJi・T'によるハンドリム1"1転制

作、 Ji'!Jlのjぷへの蹴 りによる移動動作によるA行を行う"そのため、開発された引いす

のようにフ y トレストの支持紛が述給され、それ以上hlを中に燃み込め江い傍j:'iではhl

の蹴りによる持動が附軽量である.

b)痴呆n
アームレλ トとハンドリムが同し色彩、質感をね旬、それぞれを区別して認知世るこ

とが例飽である，アームレストをハントリムとrm.i生えて川和i動作をする症例があった暗

また、ぷHの色彩やf!1:惑は、対象をぼんやり~-t!る傾向があり、)r;!~の認知に 1:、色彩

併)!x:が， r('~，な.~.f1である 'hを丸いたしたω

c ) ;防)J-IJ~ F 11 

ベッドや使協から'1'いすへの移乗動作の際、ア ムレλ トに予を添えて動作する・)1が

多いか、アームレλ トのl惨状がff)狐状の均介、 f が~Ii くまでの鈍;~がi主く、f.!JIかりに

な苛ていない. llií/まで手mかりが仲ひた旬d~~宇の形状が守1ましい。

d)陣183の検匁1を)1:)わはい場合

115)置の IVむたれ角度は、お自主将に後ろに倒れそうは不安!~をうえている，また、 tií/j(I

駆動のぬ合、ス r ィ y クスリップのようは IÎÍ/紛糾ち I :.IJI.~がたまにみられた。このf'f(.i;

息資事守は、，:1iJr.r，のfl常勤作にはl'・1'"きf.i.flll吃といえるω

ハンドリム lJ. lhl り~-l <、事まい定行!'ltがあり、%に人司ている"

c)介，;il1である作演療法上から

日航 11をベッド~との移般の場合、 tiíl述の.iillりフットレスト絡が耳tlJ.l証になり、介助hl
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を内商事-nに近Itで.'Hヘ.fU.，'q!にくい

，13航行をJI!!せ、 4事的さ U る 11.\ 、 IV もたれfl)l([か大きいので、 I~もたれにかかる体，f(成

分が大きく、 Ijij紛がげさ lがる呪後がはられた"適切fi.l'tもたれρI1乱とu，rえない"

r )心JlP.lflIのぷは (tfG総町、1'1・米紙Wil・)

身体的に俄しそう。')(11"(的であるの

木材の(IA;の色彩のみによるも育成1;1.、全体にほ'んやりした仰般をうえ、作*6の偶成を

1~19Jmにしている "

l' !';;WI!式11fTλ ト結集

、al ホームでが~3 カ}J flU、:.，{t'Jl'11いすをいろいろな局総11にN:IIIしてもらい、 !';;WI試用に

k る I:~]:ml.\を保守た、そのt\収放の '11 がf:lIH}j した。

a) 後輪の '11.由の取り f・11' は、 J&;Jf~合依フレームにí'(をあけ、フレ ムにuitを・I(輸を.12し

込み |占l主i:する必点投 .! I にしているが、火の巾心級 1-，にある11~1診合似の!書作l而の繊維Jj lí' J

に、 l安"nはがれが11.していた伺

b )ネジ、ボルト'sによ→て古日付を結合しているが、ゆるみの筒1析がはられたの緩みの11，
しにくい要点設計がぶめられた。

c )移動時、 t妻触による本初の災rflIlIIroが見られた JQr(JI処月!Jj訟の追求、パンパ一等の

付与が求められた。A;t.l!がItlつくのは11けられないので、 h泊.. 依軍Aは正どf使世ωJIJに限関iわる保2守守i'.iI!:史

~b'J 

d) 水事製~.巨いす iは4俺し〈、 4事ollJ L従米の，1\いすより業であるとの'a~が多く聞かれ、良い

印象を持たれた"また介ゆする刊業療f1:t， b首設作J'UI1からも木製化l孟憎ましい在り}j

との!iI<忽1をmいた。

(5) ，没備との迎イ~tLJflI踊

'{:II:を・ liいすに燦せ、純白世内のトイレ、決i白ii折、ベッド、~':(テープル、 111M線、If，íし

f?で予の関係を日間 1i した弓ぬよ世の捻，n~~肉は、 ilï-いす{企m l1に合わせた総集係織化.tIl::tf上織

に沿勺て3十肉.されていた.'I!いすの~~のおさの設定、 1.!/\!.の設}l::は 、..tJilijj極り{をいやすい

関係が見られ、適合flのli'J1:が計れている取が・判明した.その織 f・をリ¥14 10 に~す。

( " ) U:"t問辺や、6'$，淀川辺の以外試llJ評価

以内の{世JfJの波山とはいえ、川'む内の1:r.1I、経やJ，¥J辺、あるいは絡設内の1<1悶ロビー、

院やその1，'>J .ìUで(1!!!lIずることも(-:\1.!される の いわば内、外の』宛拘l'~ 11If といえる。その場l草、

世イル、コンクリ ート 、l'依 lu ック匂が!<かれており、 JlI:ftYl r(IÎからの~;助を受ける』結合が
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食';Irーブルとの1曜日最 (r-"1ル，:¥1!70n..)

威しむむの関係 t蛇ll.al!1.000岨 》 司r..I.Itiとの関係 tダイヤル中心高さ900..)

洗曲JUとの1則係 wの，¥l1!700..) !曜おとの聞係 t従Fl!尚喜400..}

"j}'i4 I 0 泌合悦のずずツク
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~い句試みに学'1 : 、1'1 '1.1.((松 t : そ舵JIl ll匁モデルとして、ベンチのある fllt{~ ，Ii悠外の{l't

1:，)辺のJþìIi、先の I~)j航行偽"法での定性的な双m評価を行司た。 汎IIJ状況を'Tjl'lJ¥ 1 Jに

ぷすのその結*~の '11が I~J らかにな勺た。

(1) 水製'I!いすはwじj也でもjl，l.fllll&1JU<調和した印象をうえる。>T.irlにあるベンチにかけ

る人とのM~ らいにも相I~じ L い~~~1'tをもつことが分か司た"

(2) キャスタ の大占占.y5イン Fにした結果、この kうは均にも持紛がu1能である:11が

わかった"特にタイルや、l'似 /11ッヲの，..jil(rjは移動uH怠である内，f:，lr.11I面公の'I')I!にある

1 ンクリー ト・1<似プU 1 ヲ r(，iのÆH む "H定であり 、 介助 r.が~II しはが ら、，:~，IIHfを '1'盟主に

.ifれて行くことも I:!I~.いこ止か例町i した

-Jj. XlUi館、，.，物質"i!~干の公)UU築物の主:1悶，jí1ホールや、 øll必内のロヒーでの本拠.t{い

すのb!1ir.併を検討した。モの十草子をη~'t J¥ I 2にぷ世 X!lfllti!の時o.K:の建築でも、 hY

物館のグレー系の処理島に bAイド1-ることが判明したの特にグレー系の色彩f担臓でl立、木製

'11いすの造If~IH車かはものにリq ているのまた、先の 11可申告r.-K(1J，没内 u ヒーの応般家nとは、

'.;1し成形合似を川lいてむり、1(1，いすがその幼に1，;1化し、*いすとしてぷ織されない符微を

ぶしている。

(5) /!i・T詩

以上の設計、試作、 :.(lIm舗の結集、~のI1iが号務された e胸H.

(l) 1:に;rr，rr..nをま1&とした本拠・I{いすは、実現性が必いとの~触をí!)た. 比綬的良い印

設が持たれた。

ゆ 1?もたれ!'JJ立は1f:，1r.Xに1.1.95'm在の粍作業務事事レベルが切ましく、，'?もたれf'JIf!を

11ゲまで傾け、後給1tをIjí/に r H し、 rìíl~あげの楽な、 fl いn・肋1'1 _(11':をj，y-たぜようとする

.没，汁干iliは考・え11'(占ねばならはいn

(3) フレームに1I'(t妻、 'ft納を取り付ける穏ぷ設正十li、水抗日の強10:的'tfむを#1き、明ましく

はいの木製tßM，と ~k見 t.5M.との鮪:だな総合喫茶設計がぶ凶である伺

(心 移乗の除、の，11ifr.r.、介~_5r.の動作から、 一つは休の支えの1，6UIJとはるアーム レストの

形状倹;:t、 ーつ は、・1Iいすに深〈返憾できるデッドスベー λの無いJtii;の守WlI処f哩の検J~

がよ軍:mである.

5) 'Itいすの色彩織成、 '(1峨はど11 ，:'lí自主将の加齢現象に合わ-t!燃える必・'~があるが、倒今

の要求に治勺て応えられる'IOt.Nl;が求められる"

(ゆ ?をi代、.3t紛との;ti{干l'LIょ"?I;ましい関係・が紛られた"

め 内、外のf岳民lの.u;でむ、 1 -分{出川ができる "1古~1'tを持旬、ぷ~í-悦も迎合していること

がわかゥたの
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Wt仰，，，;n(仙台巾簿外}

1n:f.Iヘン，コーす-(紬liib簿外》

』官r(11f~齢ホーム。 l'彪

7Uit1 l l ll:'i::&ひぬ.31:川辺itl!J11状況

97 



τ白紙以ιE術館

，，1，11，11帥物鰍

lUW"r，ホーム内臼ピ-

"，t'H 12 宅IllIとの忠，~Þal.倹 1・1
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(11) 対外的にはみ試作'Joいすは、 mI I"HLftJ~J~ 戸ザインコンペ (1992 ・ 3) でit作人遣し、

その吟え/j、Q:TiJ.tW，をゼけた 4伺け.

(6 )個別性戸t1'11:の々ぇ}j

本研究の 11的の ・っとして、 地峨でそこに 11 む隊~.':nに地t告の作り干が応えるそtA手法

をはいだすことがある .そのためには、附¥If11の側々の・要求にL与えて、古川b加 E、翁Iみ立

て訓令ができる{同別'I.!rの々 えIj;が泊ボおれはけれははらはい。内航行を)1糸としたこの

'Jiいすの開発から炊の・liが191らかには円た。

ノド従来 'fiいすは、フレーム、州、 I'Y もたれ?:ベ4によるJ此JIH止術によ勺ているので、隊~J-I}

m同々の援ボに応えるには以 l、のレ戸ィ メ トのH)iがidl，l/であると符えられる。

閃t1 6にぷすように a サイトソレ ム、 b.l朗フレ ム、 C : ~~板、-/?もたれ敏、

の寸法をそれぞれ20m. 1~.IIi.W/Q変化δ -t!、火、 IJ. 、小の :lßtwr、あるいはそれ以上変化さ

せ川芯する。それらの*11み合わU によラてt~)院に泌える N去を~る。係、l データの"lif/iに

より、部材それぞれの生命 1，\を F側し。lJ'I，I，'LJll<すれば、イ~JlI!的に対応できる。 I匂骨白者ーには

I比低、大、中、小の 3 サイズHJ.iますれば1~ ~、と々えられる の 身体、1・1去に応える主な配慮点

はI'K的H前輔、 ffilllI興行、 -/Yもたれ133さ、 J路ト1-<占である。}降下i去さは、サイドフレームの

先泌l~さを長めにしておけば、鋭、J*，~*にめして力 γ 卜することで応えられる。この巧'え

々は実用化会進めるJ主総になゥた。

肉中の a、 b、 cの手泌をそれぞれ、 20闘 争F

単位程度に変化させ歎段階周怠し、それらの / 

組み合わせでオーダーに応える。，;

txll1 6 I附別'L".，(の I'JえJj



IJ 7 :j} IJ 1"I.lIt，1I、以frと試fIl評価

(1 )淀川、 iば竹内~r;

1990W1Q， I!)例年1(1:の研究~hlè'.*をE青まえて、 1:に介，:!f~必呪i とする ffJi紛伐を対象とした

')OIl1じ1.:戸ル令、 IJII 1'eに ~l" .する，)\いすメ - !J ーと jもに必J 、，!.{作、，tJtJrJ，tr-I，聞をu ゥた 1

完成 !Ilいすの外側~";~'(IJ 1 2、設計閃字削11 7、iol!川.tO;1<を，.1(11 11に11;'4•• 

1:1J1'eに冬1刈L1:. ;. -IJ は、 111内では '1'い寸の'1:，，17，11JlJIT 7 I.fìでトマプのII~io'lにある .

し A りの々人に L る A ー グーシ ス ;-1、の~J1I'，化、t.UM.の傍A/化、~に銭j立のある了，1- ~ ，+: 

"のYル、事M..;.ーヵーとのJU..I側発とめ111、-<'1ソン111・hい4、隙'，':mllスキ-"r-の11II

免、 'UMifを t r-J伐術)Jの""かt... メーカーであり、 ~I崎、l'tißへの給rH 、 t主体I抗樽も行司

ており、 11本の'I(いすのH!tiと'T.Yliの先治をi上司ている..水"を111いた市いすについては、

これからの113脈化、 '1i，r， ，r¥ 1Mの4・えから、今ll}'({のぬい、イメ ージの良い巾いすが強〈求

められているとのl'jtlJjから協力体制lが'1:まれた。

また、この"1'、1hl内のhlè'.lf~合歓メーカーで協力できる対(~~見いだす作業をIltlめた. Ikl 

内てrtlè'. Ir;~干依伐術を ') - 1'し、 2まれを'Þ.rl'、 i駁，んしている J ーカ由との交渉では、 ~BI'II'Iの

'Iß.のみでは協力できはいとの・問断から断られ、改めてt.ß，~:，'I ，ffをしているそtYlinをはい

だす作業そ継続した. その結果、オ7 イスJIJ・~Eや、 1. %ilドとの床材t撃をド続けとして成

/1;合依で製作しているメ ーカーが見いだされた" 1，'，辻、 Itlè'.JI;の "H~t1二についての検討が1:11

~lされた"

I ~11J) 1 匁 r. とモの，'ÿJ;t

lìíJ~1ミと 1，，1被に、包人似仰絡.没のJE自主-nを~IILn(訟とした約 Illmに J:).両する・I(いす;. /J 

ーの号えでは、;r.j-)レ、 fパート、 t;fj級ζ人，1; ーム、 f内抗、公MI!I"~企て~\をとらえた"

(1:線、rWIよ liíl"l' と 1，，)織に、賂，hi4li，!400・m、峨I(，j奥行占 ~OO閥、フットレスト 1，(さ 380・刷、

*.，fli，fr，さ430同-t:J.よ微にした"

21 'I(いすの線虫l

設計、試作した 1ftいすのlt~)にの特徴は、Jtlè'.Jr;~依材と、 ~klit.i と「 仁~材との A~材~択~，

'I!いすの機能、l1.1i憶に合わせ'9J硲に分け、 '1ュÆの~J1p'化に結びつけたことにある， 乙の，((

いすの慨'~ I.l.1Xの必りであ q た“ '11いすの純忠棋をリ1" 11 1:3に示す。

a) W・~'I(側fm

'f(触を本製フレームからdiJJjにオフセットした{也i，'lに取り{・lける4荷造とし、これまでの

7レームに，，'(It'lt制lをJIXりイ，tける情造をl廃止した" 'ft刊の怖JOC と 1"1 も;tt(ì~、 '11納{世 íi'tのw

l立の~ttù:を維持するために、アルミ j(1パイプで I'''i'陥を iili似する術進とした。合わせてlt-給
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将殿の F掛かりのあるアームレスト
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i者給'11. ハントリムとプレーキ

-+1"スターとソ，トレ及ト

スカー ト アームレスト 2椅鋭

リi~" 1" ・liい唱の却n*u
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の脱-1
V
;が11ft，怠な唆Ri術』五としたのー1;給.i1!結fllパイプは、向サイトノレーム.....i童給する rl't J 

として軽量能させ、 J レー J、の世，\}jfí'Jの償~f主に品川る蛾Hl:をl1'1 したn

h) キャスタ -:>'11

アルミ fllパイプで t"λ9-I，'H自を.i1!結し、キャスタ-msを・体化し、それを木製フレ

ームにI絞り付け、キ vλ世 {立wttt'IJ(l:を保Jlr:し、 λt行安定例を閃品情込としたのキャスタ

ー.i1!紡1'1パイプf;t、もを給A.，'./llパイプとトi僚にl川サイトフレーム手.i1!航する rl't Iとして

例能占せ、フレームの郎hïí'Jの似;e: fなにl/する強I[をl1'1 したe また、.I.ni~パイプを'Î状に

i在Jjへi足かせ、介助 r.のhlの近It、 );If!:W.nの j膏ぎhlの'伐Im~投けた.

以上a) b) によ司て、ミニれまての成Jf~匁!~フレームによる l'U需.i1. f;t I~JI: した。

c )フットレスト tll

両側に 11目く係{定を1.~た t' 、 hlんか前段され、移乗時の介助 nのhlの証it妻、 nJ己による漕

ぎhlのを1mを設けるJ:A~行q たのこの・Hによって、木製フレ-}、は 1，I，jサイド Jt、起を点

せることでH 持ち街、rc~，吃けることになるが、アルミ各パイプのりと駒人りのフレーム先

t制JI対決からほとんど1::)1o'J1は'1しないものと打主出リした。

d) 'I?もたれt.5

サイドフレームの'/?もたれ怖を切り緩し、'ITもたれ!ljl!l:が変えられる栂i詮とした。司変

J~は92" - 1 印刷である.また、，'Yもたれを偶成する成形フレームはLl"~で両サイドを連

結し、連結却を介助/:/)('I(い寸・を仰すことのできる手抑し銭~'.~とした.この IYもたれl'lIl l;t

jjiJに倒すこともできる.

c)アームレスト忠世

従米の fll鎖状のものと、 4事~~のとき Fの支えにはるI~状のものの 2刷新を選べる織hX.と

したeバjir-l1の場合、f.t，;1、作業j--プルには、奥まで人ることがで占るが、後nの場合、

それが附簸になる句

r ) Nf:'i~ 

'I(いすメーカーの抗峨によ勺て、これまでのテンパーフ令ームそ内3をする符わりに、着手

術にはり憎い係ht'lとl1VLl1.のあるtIi，~i材であるシシアサシートをド1~り材料として朋い、

Þ~If~賭敏の中央に太ð l.i火"，..'1'け、その変形たわみを崎直収させ、その 1:にウレタン材をff.

)j'，材nとして内?をし、 1.1仏り材料として千織りのクロスを貼る情必とした

また、~節倒的iにタイヤにl肢が引き込まれない為の側阪(スカートガード}をつけたo

k;材はチーク化事E合依 l3. 0闘をJIIいた。

日)I収納性への配慮

f走紛が外せることと、 IYもたれ怖がIjífに倒せることで、 ' Iíい噌~小さくすることができ

るの製品の配送の先IJ>f.¥、(OJ:川111のi'I'賀1II'1lへの終戦を"H怠にした"
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h)ハンドリ I、*s
ハンドリムの後愉へのf警合は、それまで、後給のリムにj(ittェ"?.t- シ糸倒防tt~"(.Mで姥

合していたが、制lみ慌て効J柄、 fをJIIljのはがれを行te.し、ネジあるいはピンで係倒的にtt

合できる断Ilñl惨状、銀合干訟をとりいれ、タイヤのパンク等の~'.l・に.mじできる憎込にし

(2) 'Ur:M'1・

J.SIIJ化に車.tjひつける・JIをねらいとし、開発に参111~ する引いすメ - /J 止のは以の小で'L
~l.~f'l・~，~.'i'めていった勾

(1) fj此)f;;;'紋銭術とその他の本仁技術j

淀川された成n;~~品のJ!Þ状が、試作段慨はのでf氏11;合紋メー力ーに外tUよ 11"4、従米.iill

り、大学 [)jJで実験的に成j杉を行今たの完成した1~lfÞ:':~'III" を資料 lこ、J)il.ìÆのI~II~合似メー

/J四との-1>:.ft¥(1内なI，-"r.倹.Hに人勺た。

れ) It比I!~

・心JIJ材料は3t;.織と r， ;1械にプナ t~板 t L5剛、火IfiIIJlHHはF クtj1.似0.4岡、駒人れ

WW.-f' クソリットをmいる。

・ハントリムは、強度を特に惨く求める必咲のはい節分fJ. ので、以みに.I~米~M~\のソリ y

トHの8分Ir]を煉hfi責み(2 終}によ勺てf霊行し、リングにI~II~ し、それ~O ク uJAI

lで(1'1'.げるJJlIf.m去を行今たの

. ~IIHn 'l~1ま 3 乃憶とがl線にラワン合仮f/iMをmい、必Ilñに /1ム i'-/処J1P. し、 J レ

i、1悶f，f:はすべて2本l[{とした。

.tti"i材は、 1..1織に水性ピニルウレタン系f事行lit(尚1~:' 1'. ピ. 7イホンド}を他JIJ喧

る.

b)筏加11"

・11:1'.加1f_はF仰し鎗切則、 'H包(J:l:lf、サンヂィング1I:.I:lf"ハンドリムliロヲ oJII1

lでft1:げたn

・ .&，f1i処J1p'は .11 リウレタン処用で試みに従米の水地色帯魚~から色の設いマ，)';/1一世fu

~Hい検1、I したの

. fークの.&111i材 (t O. 4m.)は、介護行J1JH11しグリッ/郎、アーム レス卜印、 IYもた

れの後，hiにJJJいるの

c)その他の水J:妓術

・γットレス卜はアルミ製作にラワンfm併合似をはめ込;)0. 卜'.111Iにザ ーク .&，f1iHをω』司
た。
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-プレーキグリップは、シ 1 リ係正院を隣人し、ポリウレタン処J111でマホガニー色に.(i色

した。

・ホイールキャップはチークHのuクuhll1:による.

以上4号線に応}f)した本rJ.定締1を:&4 8に"付。

ゆ金属加1:
~~ms品のJJlI I:は全て 'Fいすメーカーの協力によ司て行司た。フットットレストのフレ

ームはアル4フレ E ムを対!If;に11111:1川l弘、た".tャス世ー (5・カーホン入り)、後給(22・刈・

1 4冒0)を{史JIlした"

(月〉時、 1~ もたれの似，り JJII 1: 

引いすメーカーの納得によ 勺て大'下でw;り却1r.を行う"

~4 8 41;拠 I此Jf~fì相xHtf，・その他のみ~ 1"，彼術

心m材料 iプナ11'似 l1. 5剛

1ぷiぷ凶JIl材n 1-1-ク1]1.似 l0.4剛

)f~ 1ハンドリム材料 I.IG米広告1

HII奮JJ卵1J I/l<rLLニルウレタン修行削{似品れ:ピ世アイポント〉

料|プレス想材料 liワン術l凶合似をふ:I:ボ ンドでfI1M 成形1I1I1Jムテープ貼付

フレーム駒材料 1チークソリッド

成形刀法 1 'f'動プレス、 f・動クサンソによる常滋)JnlEt事訴

成|成形加眠時!日，) 148B.Jlm 

成形材料l[{り |フレーム関係 2本J(iり

形

す

叩

成

品
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狩
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E
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E
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E
E
E
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'1¥軽量1止l14o'I冷:命

線Jt:t.，み 2f~

J:+JJクランプによりサイドフレームと共締め

f抑し飽切削、 T鈎(1:1:げ、サンヂィング仕上I:f・

J、ンドリム :uクロJJ!ll:

ポリウレタン処J1IJ <ホ/1一一色に-tV;色

ずークを I~むたれ後1111、アームレスト t耐に貼H

上iぷI而処J11!

ぷ而iiJlJ材処J11!

その他細部品|フットレλ ト :了似パイ/特にヨワンmJ(ii{t板はめ込み

.&，I，iチークJlMI

プレーやグリップシ t リ似kR(隣人〉ポリウレタン着色

ホイ ールヰ ャップ :.，ーク材のuクロ加Ir.
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(:n，:'1i・9有8包括tでの試朋評価

lÌíf~l:と 同僚に-l.人保健錨設、 ，支E王台数r.ホームで、作業銀法 1: 2 -r.の協力を得て、入所

高齢.xn1'.による試作・Itいすの試乗テストを行ゥた.

(i) 調1i内符

w彼自民tl.tー による介獲を通じて移乗動作、走行動作、作':ll量b~ 、 i*.ÇJ.動的 について古if~ド

といH事r各線位の ‘W;、形状、性能について・カm日調伐を行った.

(~ ，:'1ir..x 

h'8役内のilZ由市 nを無作l~ にn人2富んだ。 隠~I~の碕xøは tjíf1f:と I..J線、)\麻1午、飾品:、筋)J

iJ~ドであ q た"

(:1) ~j韓 rスト結果

，jíl1f:のWTJテストで得た1:!J:Hl点はほぼ改良され、実川J1'~.'よ満た占れたn .(';~玖:の改良.... J. 

がfFl'l滅状 1:より抗怖された。

a)介l功行が'I{いすを抑し、段L1!ごえをするとき、 -I?もたれにある介助t接点であるフレー

ム'a:ド怖にJ11'したのみではがI給 上げが簸しい。足元にチィッピングレバーがw:しい。

1>)ーヤャス宇 ーをi駐車去するアル ミ角フレームの後Jjへのリセッ ト1.tはまだ不起しており、

介;1のhlが触れるの

c) IYもたれの耳目さがやや高く、~り心地が仰はわれている。

d)マホ/1ニー等濃い色の表I商仕上げは、同系統の家u、イ ンアリアとγ ッチするが、災

llril窃をfI¥'f.たせ、好ましくない。傷をfl立たせない(1"';;色が良い也

c)成形合板によらず鎌.fLf責み2段により成形したハンドリムは、 保健を梢たし、浪い色

のお&ではfllIたないが、本地色塗3査では継ぎfJがlllIち印象が必い"

( " )公共絡設での試JfJ評価

'111.をモ戸ルにし、県立美術館で試Jflif-偏を行う.耳t"'!iされた移動JIIの黛JIItllから降ろ

し、 'Itいすに移采させ、耳ti紅梅から美術館の中まで介波打によ 勺てアノローヂさぜた..x! 

術館には'IH、す{止JlI.Mi-mのスロ司プが設置され、:!Itift面I!人り 11までタイルが敷かれて

いる.モの織 Fを写真" 1"に示す。美術館内ではトイレの他JII、洗Irriでの使J目、喫糸

1，1;でのf~JlI件.をチェックした。 その結*次の'11が‘r~JI9J した。

(1) 再t'11幼から玄関までのアプローチは問泌が見られ衡か勺た。スロープbl!i]組はくのは

る引ができ、タ イルの設i舵l而も気にならなかゥた。移動性協の椛かさが比られたの

ω .x!術館内での・Ilいす1早川のト イレ、洗面所での使川]1;1... 1俗であり、寸法的はt::J姐は比

られはか勺たの

(:旬、 喫糸川でのi拭JIJは、そこに設ぼされたテープル、いすと寸法的にも、イ ンrリア的に
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λu-1へ内近1&

~d面台との関係

'I証炉ベンチとの関係

lH~ " 15 公J~ぬ，:1):での{車川j状況
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む適合し、事いすに乗勺ている111が他の存にう，¥づかれなか司た.このようは.t;lに十分適合

することが分か勺た。

(5) J守祭

以上の設計、試作、試Jlli'f舗の結然、~の~I'が P7祭主れた S嗣・日脚".

tひ この開発で、主にお自主将HJ魚とした!I!いすの')HIJ化のための市いすのft綴は、ほla

ゆl踏にはり、実IIJ化が符かはものには『た刷

(の 身体が触れたり、身体をiJI~I.1噌る州、 ，''t もたれ、アームレスト、 フットレスト郎、 '11

いすを締迫化をするサイトフレーム、駅勧告川1 るハントリムをJlX.II~合板によ q て締成し、

移動の徴{危と性能を保証し、 11(い dの術i由化を支える印分をアルミて平で傍成するJ雪えノ7

は、 J.}#:保持と移動のそれぞれの俄能、1'1.館、 i，t鋭利.をli，)1'.させ、古都品加)[、制iみなて

作業の合純化に結びつけた。

(:1) ノックダウンJj式の剥|みなてが IIJ総となり、Ðlf.itJí・1 ストを低減すると;)~に、地h.Xで地

I車内の隊W-l'iに応える'1λゐ Hl~ に.ill1: IJIlいたの

ω 'f'fもたれのffJJ笠が~ベセット:1\米ること、必;~/.i ア四ムレストm状を選べること、大、

中、小の~、背もたれ寸訟を~べるlIC、フットレスト良さをなットtH来ることて車、身体

、l法、 JI，l'gのレベルに合わせた僧l戊が"Itlliと位 、た。

。'I{いすの寸法ft織は袋i71、段tiiとの迎合併を良いものとしている。

ゆ 色の濃いぷI偏色は、傷が11ftつことから迎けはければはらはいが、高齢宥が憎いすの

織成をf見覚的にJ1I!.A揮出米る色彩織成がはllJ1である.

。公共S量殺での織々な場において卜分{自JIIがで占、そのF宮崎とも適合することが分かつ

た。

(6 )成形合仮メーカーとの'1・K倹:-t

本'IIいすを高島に、工業的な成形の'IR.条件を倹バしたのサイドフ レーム形状について根

から成形部材が外せる憾に、~; 1・のviき勾似のある形状へのヨ~II!を求められた。 J基本的に

全てのJ武1杉合敏郎品の成J~が1IJ1.おであることが判r9J し、[l.体的な'b{倹討に入q た。

( 7)地峡で倒別'主席:できる'I:JltHl，のy:君主

lIiJliiJの(>ii3101試作)開発で切らかにしたように、 4持llX.t~o'oI，の、l'i1(を火、中、小の 3段

慨にしてJlJなすれば、~他の保てはい 、JèJ6:のII，~Wt1予防tいて、 IJIま。身体条件に合わせられ

るレディーメード't'.yl(Hl;がIIHi8である"

本研究で協力している余業は、全thlを悦!l'fに入れた絞併を行っている"そこから綿品を

ぬび
向
H
Vl

 



!lIt":してもらい、地峨で必要とする人に処βし、 411み，1.てる f・訟が、この開発向献で得た

fl<良の/ii)，とy;'えられた.

(8) I毎外の反応

カナダ、ト口ントで開悩された RESNA1 ntcrnat 10同 1・92Confcrcnccで Ocvclo阿刷、t

Clf th(' Ind∞r Ihcclch剖 rVainly IIade of官四対 l・伽・'を発みしたところ、微々は人か

らM心と興味をもたれた.特に、福祉後進悶での悩ld:J11Hの開発を干mけている米1司のiJf

Jtnから、地Joiの技術として、応Jllt'tがあるとまf.fj画をf!tいた" Q:HtlむJ1f婦を受け、 11tiM.

化を強〈求められた。
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4 8 結沿

( 1 )昆内でmいる木村を. I: R~材とした・Itい 4・の傑念投3十を4構築し、.llU十項目を具体的す

る時え方を、設計fH索、~{生Wl与の11，) 1:段目十、.lðM~.の向上設計、録作性能向上設計、 事毛

主主性向上設計、表現性向上設計の各々についてt安定した.

(2) 成形合相互佼衡による4構成観念を、'((いすの織成・~ぶである、 ~Ifií系、駆動系、録作

制御系、織造系の各I~ についてよドめ、1.v I，I&:/IH-t、合歓材の備I&:Jif.長、将頒で宇を明らか

にした"

(3) "("1にわたる設計、を比例-、;試111m届ではそれぞれ炊の'11が'YJらかにな司た"

。〉 初めて試みた:.ïi l("I~，i十、ぷ判、ぷlIJ.ífflliでは、 'JUIJには~くのI::J題点をぶしたが、

成形合依技術による木製化の "IIj~l'L~~9 占 111 したの

α〉 臼))!量作"Hi危な隙'，':11に合わ世た首)2 (II( 11の1((い唱の設計、試作、ドII:，でのJi¥:Jlli1事

1尚では、 I&:/~フレ ーム1lJï llliを30x30酬とした結集、夫)J]に対応する鱗j主になったが、金

成古郎l匹i品とのt峻安合2質~，.fぷ;革投(，1汁十に占以~匹、~!l泌aを9灼Bした

イ不J泌が凡られ、高齢./1にrIl/くことを比いだした。迎合性、インチ IJア1't.は満足を得た。

(:i) j1'lj自宅1Jーを対象とした、介;量ttぷ告もっm3[1I111 の 'Il いすの投計、~作、高齢者総設

での試m.'ff画によって、向的行に良い印象をf!fられ、兆.lJl.1'tが向いことを見いだした。

しかし、高齢者の隊~3の純如、.f'~1臣、身体、W:に合わせた配l般が必~であり、背もたれ

fl)1夏、足元の7}'.r:目処J111、色彩織成't:に 1:リ泌が比られた。 1.ft~司、設備との適合性は良く、

インテリア'I'tも良く、内と外のJ克界全1::1でむ十分{必JIJできることをゆlらかにした。

(の 主に介護を必安とする高齢.(Jを)1&とした淀川l化(-7ルを、開発に参画する jーカ

ーとともに第 41111 日の!.(J~、式的。 、 l:'l，~nrc血段、告もJU亀投での試IHl干{轟を行い、 flや録

作:にI則する郎伎をノt-<<で、移動に閃寸る坊位を命属{息のみ材で術成する合JlI!的 f，，:~構成概

念を得、生産性、性健共に尖}IJ化に結びつけた ノヲクダウンん・.. 1:のおlみ11.て手法、大、

中、小のE置やlYもたれ、111苦情~によるレ戸ィ・・メ ー ドの Ijえ Jjも見いだした。 内と外の

境界~Imでの斜:JlIも ufl):jであることむ明らかにした

@実験率的に試みた~形合似lHJ， IJ.、 I:~的な条件を渇くことにht*を見せたi也、手

工作でも'I!いすを製作できることを実必した"

(" )以ヒの設計、試作、試IIJ結)I.!から1!xの'(1が判明したの

ω ~や傑作等身体に|則するmm:をI&:JI~イ干射xt.iSHで、移動性能に|則する告11{立を金属他の

，#材で織成する担理念をj!}、ス!IIJ化とJ:l¥化に結びつけた。

(2) t!} られた ft線、j 法は、?をín、持仰との.ì!'iィHI， ~li'JI: させた。

ゆ 概念設計のLI僚はほぼ櫛たされ、 1:にtfB齢nを対敏とした介J.lH差点を持つ'Iiいすと

してn体化された。
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5~ 1J(いすA-;H，，!è:jf~ フレームの材科銭}主解析

5 1 はしめに

み;tEは、成Jf~~担d止符jによる L V 1. 1~のぶ材!此mフレー l、 目1I材の峨1廷を分析し、 'Il いす

の織成t;ts材として'ß川に~う強ぽと形状との|制係を分析4 る '11を II的としている。分析内

符4草、 wm南~1&:lfHfの材料力学的tt質の解r9J 、 J 1 Sに徴した成形部材のサ1'1授、 11:納、

仰げ、せん断、;判聖母拭験と、 L'1~フレーム印材、 T"~ 7レーム綿材の加I王1111げ敏断試験に

よる~~パイ.f~~Hとの強nr比較、及びn~'!:!，弘法による '1・いす木材成形フレ甲ムの銭1変

と材賀、形状との関係解析である。

すべて~II で彼~，(tI\.J')!した術附情成を 1， V 1. (1，(1・川111円IVcnccr Lu・bcr)、縦と備に例

府総~したものを・般((1に合依と Jっている (4 市" 3~照〉 。 本開発のす巨いすでは、

フレームを1.V 1.， I'K似、 1'fもたれ仮を合般によ 勺ている。dill1の幼合、ムクuとトl織に

木材材'riの災Jil'l:が釘ir.であるが、繊維JJlI'Jの強股が峨〈、得利1(;状にJ&:J(;できる平rJlt1:

t，~っ。 T軸 /jlí，)の変If~ 1:微小として無制すれば、1. R 、1~llri (X Y'1'-師)の二次jl;I::J雌

として処J1p'でさるのノト研究.ではこのし Vしをもとに分trrそ行勺ている。-li1在{1の合唱抵の

~合l主、~，IIIのよ うに 1: に千l而応)J;を受ける場合にJjlí" t1'による強度の主宰いを経減できる

が、 Ilbげ強度は俄 Fーする I事さを簿くすれば、 L T ・r~llrjを符つ‘Y-，街応力問題として処J1J!

できる，はお、 liil!1の 1，V L の勾合、 ffl帰依の-t.~を衡にfnlMし、 fミ街応力条件に合わせ

た{111M~~ (味1N) も行われている。 後{1の~依の初合も、縦、償交互とは限らず、 tn

R雪情~I立絞験によるl.if，'で決まる。本研究では、その .I.'.~までの倹討を行っていない。

LVL明フレ四J、印材の強度解.frrl立、文献 (A2)に)JlI川'flllthげ試験、加11主的1mき試験、

T~昭俊合~hlf試験としてプナの成Jf~却材に|則する戸ータがのぜられている。 それ以外に峨

J.!rに1則するデーずを1，.1，ていはいの積Mt妻;nされた材料の力苧的1'I:tll立、文献 (AI)に19Jら

かにされている..ノド-1，'(では、 'Itいすの木材h!e:1(;フレームの実際の術K1織成、 f惨状にI!IIして

その強jをを求め、~JI]に泡うフレーム寸法を求めている

・/]、水村h!è:形フレ ームの耐久性、画J候1't~事、，1(いすの1:1鎖性、安全性に総点を附いた

強度倹討には、練りみし(;i i噴による疲労強度試験、~外線照射による人工促進劣化後IlI:試

験、あるいは '1<いすの耐J1J~I'散に近い数年にわたる長期使mによる品質検討て撃が必裂とさ

れる。それによ 司て必Illim材料、心m材科、 f奮:nt測で事のI&:m材料の選択条件、成形条件、

.fi'iWi僧J氏、 l惨状、、Ji);':1;の設定は確かなものとなる..ノド研光ではその点までの検討は行勺

ていない。また、ここでは水材成1(;フレームの銭j変のiliボに附いており、それとI'Klfri、'I'f

もたれで事にJIJ いている合似との品11み合わせによる峨IO:Wf~rまでは行勺ていない。以上につ
いては今後の"m深刻としている。
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5 2 .-+;材1&:1f~ 7レ ム掬IHの材料)]学的t't'ti

プナ材~の/i; 然倒を1" 占約 1 0- 1. 5闘の ll'l仮に剥き、 1折~のミJ fJiにJ&断し、それにユ

リア樹新彼J{剣申JI<1'I:し ルウレタン制服Jt';j'1州j匂を両社内iし、 J折庄のJ切さまで全て縦[1

lili"に備えて1ftね〔約20-:10J'ノイ)、木製明の中で)11111:終j'/ぷれMM術成主れた 1.V L 

明I&:J(;f\~HのJr'J:が~1't'('(1よ次のように~.iをされるの

( 1 ) I'IH禁制と此，;)J成分、H:flJi，lXのi.i:;竜

}<Ii¥.阪の繊維に‘I'Hなんli"(綴11)手 L州 (X}ili'l)、紛割1I.::II'(/Ijl.( Ij 1;" (椴11)をγ

舗(Z }jIi，，)、 UiIMのJソ占lili"争 N備 CY /ili，，)と寸る" ζれl.t，f.;HlIH...の紛申予備}j(i'Jを

l 舗.それの/t~ん 1;" 争 1・，曲、-nま}ilí" を民舗とすること V倣 .，fょ桝~..だítであり、 ft

いに l自受する ~/i11 材料として倣う， 本材の 3 11Ji 1而のIUFに照らすと、 rUj向に 1ft交する

rllil孟阪rlllli、Tんili"に11'(交唱る，llilHI[f11刷、 L輸にl汽交寸るIIrII基ノトIllfilに相、'iする俗的iに

働く f~ ii'l応)J (・'11';'民応力、，n杭応)j)をoとし、 Illiに働くせん断応}}を rとすると、 L，

T， I~ Jj(;'Jに 1((交唱る 1111に働く~i;，;))成分はそれぞれ(札、'" '. t.. T，け、 (σ ，.... r γh  

'C，，)、 (0.， 'C刷、 r.， )とはる..J.:.aを閃5 I 1こ J'J~す"

R(γ} 

附5 1 ~i:.;)))応分閃

古IIHの.;.m*E、Uん抑仰m:'flGI立、'，;1織に (Eぃ G，旬、 G，..)、 CE，、G川、 G".}

(E.， G削、 G健，)とはる

')i，I(i 3eみを ε、せん断，1・みを γと司lると同僚に(c ，、7・T.. .， 1..)、 (l." r..， 7".) 

( c • 、 7 ・ぃ r .，)とはる.

また.t!アソンJtμ の作成分I.l、 f付ii11:)終から1'X.t¥:で;)<まるi仇である.

μ，健 1.1'" 

E， E. 
11・TμV終

~ --
s. E噌
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E， E. 
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(2) 11 り~い/jf"'Jt

以 1:で~:.ì'もされtc"ltlf~:';JI材の 1') り合い Jil'i'Jtは政;パの.ìtüりとはるの

(1) )}の((')り fT いhÆ・，~Jt

れ，liiに作川 4'る'l'io'T.'('f:，¥あたりの休航)JをXぃ y.，.2， とすると I:XJ\が1!~ られる"

。ο，d r • し a r r I 

+ーーー トーーー +X‘= 0 
dl， iJR dT 

dr. do. dr r. 
』ー i-__ +__ +Y.= 0 

<1/， ilR iJT 
(5 2) 

。r'.T d r噌 do
... +ー・ +Z，=0 

dL dR dT 

2) モー メン卜の:9(，り fTいfjt・vt
'(;-1ン 卜めがJりfTいをy;えるとl:X.ltかi!Jられる"

Cl.- TMT 

r川 -rll (5 3) 

Z刷・r， . 

(3) 此~)} '，1[み|則f，f'.It

弾1't1i1'tI内でのYUjt'!の泌))と Aみの関係... tl.t、仰4君"と弾t't1:舗が一致する場合、1'-<

Jtで去される tA.I 10 

(/， 

。側
ο， 

S" S" S，. 0 0 0 

S" S.. S.. 0 0 0 

s、，S，. S" 0 0 0 

r引 II 0 0 0 S.. 0 0 

r..1 I 0 0 0 0 S、.0 

r ， .J l 0 0 0 0 0 S.. 
ここで、 S"-F 、 S..草 E 、S..-E

S.. G 需，~ Ss，=G...、S..-G.，

5，. =ー μ刷 E.、Sけ --E.μ川

S川 - E1 IJ Tt、Sj:t=-Jl..B.

s、，一μ削 E，.， S..=-E関/11削
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t. 

C M 

(， ， 
r. r 

7.， (5 ，， ) 

r L・

( t1 ) 'j1.仮の告訴t't:{~と M1M相II&:材料との関係

Uil;尚f奮ねされたUt1屯:f構成Jる各11¥似の手話t'FfIがIlt'司1である.u....介、1'-<の，nn:.ItでfI11MU

nの予m釈を俄Æできると ~:Jぶされている M・ s' o

(1) 引張、 IEMd

&'1'.仮の繊維に、l'行/jI1'I の明~t'1 lf-¥R" ，，'UJJJili'Iの蝉t'I.)fH:y 1草、玖:Jtで;Rめられる。

ι または rιv ; 去£かかe川Eιい.

ここで h : fU打1の1"占 Eλa 苛第;i k'附v司i の('jれ"而偽I~泌ぶJ力Iの宇州，，1'科}→1市4約t 

h，. ~ i附の1"さ

トH事に&111叙の繊制tIこ・I'{iおよび，f[fIJ!j向の引娘、&.ぴ11:納俄IQF.とF，I卓、

{のせん悶I

H. 
F， F 

1<:， 

E， 
F， F， 

F‘ 
ここで、 I::， .II¥似の自前調t!jr;'jのゴ10mまたは10舗の州fLlf.!

F ， : II\依の繊維Jj向の ~I張またはI主総の強，((

F. T : 11¥阪の紙調h'{fIJJj I~Jの守|張または)1織の剣t'Pf.l

F，: 'n阪の鱗割l，((fII }jrôJの~I張また1;1.'[織の強1((

(5 6) 

}<'i'似の繊維に、1'-行、必びu'(ftJJjrl"のなす，friのせん断悦it't)f.IC，，1よ、次.. tで求められるの

G・1JaG，h，
ここで、 h 材料の1'1さ G，第 ik'jのぜん断手掛t'tlll

(5 -7) 

ん でむ ，附のl事さ

せん断強1在F..I.t、実験Jtで4品架されているの
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(3" 1IIIIf 

!必 IjI似のS積書tJi向とスパン/ili'J とが ー殺している.u;~のItb げ悌t'l.lt~E ， . と、，((受してい

る場合の1IIIIf弾t'Pf.1E"は、

EflC または Et.=_!_f: E， 1， 
I 

こ己で、E，• 守'í ，. 1Mのスパン Ijli，)の弾f主4~

1 .材料のl官さの中心線に1・j-4る令I!JI，fliの2tJ.:モ-)ント

1， : Il\~の似性司4 と)'/.さが対体的に配i代ぶれている J劫1'l'

材料の)'/.さの中心線に~H る:;j; i 1刊の防IIfn21X(--)ント

(5 8) 

!i :3 J 1 Sに微じたし VLJI~成形m材の材料試験

ブJ・Hの111.似をmいてし V L にrm的成形した)ðè:II~ fI~Uの材料蛾Hlを求める J 1 Sに時1じ

た引様、 11'納、 111111、9Y断、;別製J，t験を行勺た η

( I ) ，tt験1(~11と試験jj・

J 1 S に~められた木材の材料武験項目にホじた炊の試験羽11 を行司た"その概念閃を

附5 2に'1刊 。・11いす LVL成形フレームm材にJJlIわる白品ijl.t、車線網lhli，)である L!jri，) 

とそれに的交する Rん・向に加わり、その耐にl汽交するl'jjfi，)の白仰はJlftIlJ.できるほと小さ

いと解釈した"そのためl'liinJの材料試験は計測の対象としなか司た"

0) ・jJ~*試験 (ZIS Z 2))2に幣じる〉

a )縦引吸試験

的'T{/jt，，)と繊維1ir:，)とが、r<行な場合の号1'iR試験で、 LV I.I!E形材の納幅Ilili'J(し〉の';1

4民強}在を測る氏験であるの Jr s記載の射EII uiiをT舗にifl交する的iに、依Illfliを'R舗に1((

交寸る，JIÎとした。恢 111偏小央官事の稲は5・・、~~官辺1~さ 1 5・・. Ilr IIIJII.il.lJ主占(f/H同J・'/)30・

・である!縦引根強j立は、何事P/断問機A (.I'a)で求まるの

h)償'JI侠試験

m.rUjli'Jと繊維lili'Jが暁111で、 LV L/Jl(;形材のf/l1MIiri'J (rりの引.;*蛾1((をilIJる試験で

ある"'(・んiri'Jの.mR試験l孟行わなか勺た。 Jr S ，ft.!載の似川IJ'I唱:1'，*に1((交する，fliに、本

1 lIf1i-i' 1.州lこl汽炎するI(IIとした。木Ll，耐(1“i刊巾刊lド川'1小!ド'央の申

30胴であるの 4繊崎引4俄H強!股変は、 何吸 P/I!Ii，面mA(.I'a)で求まるの
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←一一ー 一一→

S誕引抜試験

←一ー
一一一う

fVt'jI労~~験

縦jubEh 
屋三 芯P

11I11f:，{験

団匹
綴せん断試験 備せん断試験

ヨ 思
縦訓~，tt験 繊'.Im~;:，(験

凶5 2 J r sに峨した材料，tt験観念閃
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ゆ /E総決験 (ZISZ2111に格じる〉

a)縦11紛争t験 (~i ・Rん・1;') と繊維方向とが、rHなぬ合( 1.ん1;'))のη:紛試験で加fElfiiを 1.

納に凶うど暗るぶIIi(oとした。償断I耐の辺I主は30x30・園、，f6さ60..である。縦/1:*信強1邸主、

r;NiP /開frlfiiM̂ (>>1'11)で求まる。

b)燐/0続試験 :(~i'Tí/ili'J と繊維Jí向とが成(1'(は場合( I~ /ili'J)の/1:術試験で}JnJEI(liをIl

備に[1'(交喧る依III(IIとした。償断而の辺良は30x30・・， ，.'tさ印刷である。償圧紛強l史は、

fかrlP/断IIIHIÎ  (則的で求まる。 JXI圧IfrIをT'*に，，'(交噌る統rll而とする.tt験は行わなか司

た

(3) 曲げ試験 (7.157. 2113に場じる〉

a)何'TUiri'Jが繊輔l/ili'Jと梶山で、向'fiを R舗に1((交する紋日I(IIの中央に加えたI1bげ試験

である。機断I(IIの辺jミli30x30・・.支点JIiJ.，!緩1420..・材J'((，は480・・である。

111I'f強さは， l' x 1 4 x Z (MPa) (P は (~i ・町、 1は支)，'，UIlJ.，[線、 Zは断i!II係数〉でぶ

まる。向 ' [( lúÎ~T 舶に(1'(交する相E 日 I稲とする曲げ試験は行わなかったn

1111げヤングtU1Cl品、 dp x l' /48x 1 X d y (MPu) ( d p li 、比例岐におけるl:NH~Nt

と下限純飛とのJ昔、 I は断rfrI二次モーメント、 dy 1./， d pに対応するスパン中央のたわみ)

で求まる.

〈の せん断断終段 (7.IS7. 2114に格じる)

a)綴せん断試験

(;NIJilb)と車蔵相tlili，]とが‘It行な場合のせん断試験で、せん断面は R舗にI({交する依1I仙i

で、 (;jíf{，!lili し舗に 1((交するノ"n昔話とした。 気!1~の切り欠与はT'*に前交するfrEIJI偏にあ

らわれる。繍断I(IIのド綿辺長さは30x30・剛、 z13占40・・，切り欠者、H去は10x10m・である"

せん断I(II強さは、 (;HtP/せん断l同級^ (刷、〉で求占る"

b)償せん断i伏験

的1[(んilí'l と繊維)ili'J とが1民 l代な場合のせん断~験で、叫ん防Îlfiilよ(，側に直交する木 IIIIIÎ

で、 (01.r(l(IIはH織に，f(受する板fII爾とした何対!I診の切り欠占 lよT舗にぜt交する征日diiに必

れるの寸法11:線、償ゼん断強占は綴せん断試験と 1111しである.

@ 宮司裂試験(7.157.2115に敏じる〉

a)縦割裂試験

T舗に肉食する挺111(ljに暁l伐に、ド円状の切り欠さ穴を水11，11i1こに設け、符iJt方向と繊維

}j(句とが唯1((1，0劫合の試験であるの.~裂耐は似 III"iとなる。ぷrll而の辺良さ li30x30剛、

全長は60回，切りう〈占(I'(1't15."，先鋤からの偏心五¥3.15闘である。

書tl~担wr:は、 J~}.: (JiIf( P /:'明j番目I偏の幅反a (N /c・)でボJ:l>. 

b)償制聖母Jit験
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T織に1代交する仮 Illfiil~ ，fi，f(に'1¥1'1状の切り欠き穴を倣伯idlI1:に聞けた、術of(方向と繊

維Jj向とが平行な場合の試験である.t1J~理 l耐は木 rllúi となる"、Jildl;線、;切裂依筑は縦:制

~試験と品l し である"

(2 )総験liW

試験片の成If~JJI1仁は };:"P、&ひ1&:lf~メーカー、それの11'いT加 1:はk:7:で行い、試験は

11111}以仁業技術セ ンタ m に依鮒LHった ぷ験は 3JuHi勺た"

(1) 試験g・成形条件

a)第 1[面1(1990SnQ) 

材 料 :プナ明敏 jゾ♂1.~)・・.アライ 主主:繊11仮試験nloo 、 その他の試験ft20。

彼将剤 :水性ビニ ルウレタン糸俊11m(商品名:ピーアイホンド}

(ノ]<'1'l，l':j~t( .イソ シアネート系媛11M)

f安Jf刀法:各II1.fbel世"'1(11倹イH，.

lぷ}伝ノ'ji.去:Ilhl 正プレス O:f))占 ~nlIIIIJ冊TノドてセンターJ折イj) 'mìl':J~ JJE 約15k耳/じが

b) :'>>2回{l99111'1変〉

材 料 :プナ111.依 /"占1.5..。プ云イ主主:第 l制と fuJし

接.lf剤 : 水11:ヒニ『ルウレタン，f;~.nm (商品名:ピー了イドンド}

緩符方法:各11\級1正þlil(IÎ~{Ji

1&:形方法 :T'動プレス(大令所10 ?古溢JJI1J!: 約15k g/cぜ

c ) 可~3 回(199211:1[ ) 

材料 :プ)-111依J'l占1.0... プうイ 数:倹引1~試験1;'150、その他の試験片30。

I苦1Vl1l1Jユリア抄111ft!!i'I削

t安rfノ'-Ji1ミ:111.似 ・4女fnきにtljl(li検時i

hJ(;n;刀法:仮[(1伝統1111熱111111-.(成形メーカーでJJlI1:) 約10k fl.1むが

d)製作の絞t!i.

7彩-(iîJ 1孟、初めての試みで.}~:.dと伝今ている肉ー両内定-fliをHわなか『た.下f峨娘fl~山町木

r.センター所有の貢1111:/レスを{初日した。媛.Ii.fitJ1立後加工のし拐さからー般的に4構造周に

111いられている水位ヒーールウレタン系緩.Ii.fitJを使Jllした。第2111)1卓、tl4而険l1iとし、.k.

71蔚1î手動プレスでIJlJl EJJ'を:tl iJIIして成形した。懐石~.は第 11111 と I"J織である。第3 聞は

f&:n;メーカー(紘・高IJ;i，*úfr)に発問した。 ~，m'íIは・般的にもT矧1'lb< ，:"1jい と仁業的に

mいられる 'ITが~い"1. 1) アØJlIlll苦~WI'である 。 r&:J診 Iま低川;ílt骨lf)JlI熱IJlIIEで行司た。
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(2) 試験条例

I LJm!'.l l.:!l1U錦rt' ンターでの試験では、制措.l11~I[・~{で、 オ トグラフDSS 5000 

をmいたの .tt験に先¥'f.ち、約30日間l試験J;ーをぷ験後に171語、 F言J兎条例・の一定化を計った。

比可T、合ノ'.k>f.1の計調IJは第31"111の試験nについて行『たn i以験:タータ は{~jifiヘッドの変化

述l在を ')i!にした品;j.f( 変J~閃から得たの

(3 )試験結瓜

試験*'~*を災 5 ~ 1 -'k5 5に示す。

【1) 引~.I(試験結集

a )縦'j1係強さは、ムクのプナ材の参考デ』タ川・・， (約126MPa)と比較し、 2、31"JlI

はほぼその11\に泡い戸ータにな勺ている。>n 2 1"11 1 が治人;で‘I~均 129.8MPaにな勺た " /.k 

1'1:ビニールウレタ ン糸彼r;刑の令単級j.ij而検イriの先b*がでていると考えられるの

b) 倹引，).1(強さ lょ、縦引I;~の 1 /3 0 の 2 -3 国l'af'~1庄であ 勺たの ぱらつきも大であ ったの

第 31111ではゾノイ散が150と多く、後Jf剤を冷術して市ねるf'rl!が鯵しく、 f妻"，，/の附簸さ

がでて、，r，直f..1仇を'LみUlttなかゥた

(~圧総試験乱，~~

a)縦TE給強さは、ムクのプナ材の参イ号デ-7・.UII (が:J43圏内〉と比較して3回【lがやや

近い、11.均40.oraを示したが、全体にやや低い仙に江守た倫 t妻，n剤の縄惣のi史い、常語A

加TE、加熱J~II r. とのi重い、ムク材との精進のi皇いによると俳測される。 /'E紛材には賂}ul
線がI~ じる。I1を制緩した"

b) ~賀川紛俄さは、ムクのプナ材の参々データ 川.. ' (約8. 7M I'a)と比較しが~ 1. 7i:}の15-

16MPaと向めには勺ている。縦I'E絡の3/8.fM変である。;n1 [，il日は他と比較し低い倒、

IIMPaを1Iミしたの

(3) Itblf試験結決

a)曲げ強さは、ムクのプナ材の参考・データ川." (*'185IPa)と比較し、第1閥、!fl2Lul 

は約1096ねj在~か司たが、>ñ3 回目 I!約2096 1:対し104圏内をぶした。ユリア樹脂機Jlf刊

の効来、 31ul ll の 1)\似の敏停を1. 5・・から 1 酬に:.rJl!し、プラ イ~を多くした.flIWi傍治

による影甥と々えられ、同じJ&.1f31予さではプライ激が多いJjが強度が尚い何!Ii.jをぷすと

考えられる。

I曲げヤング係数のm31"11Jの倣120x1 0' Kl'aは、ムクのプナ材の、ド均{偵を示す。>nJ酬11、
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苛~2 回目は、ムクのプJ・Hのド目H前80M I'aに近かゥた.

ω せん断試験結*

a) 縦せん断強さは、ムク材の右~r;. rータ，.・" (が'JI1KI'a)にJtべ、 1096~'J!J在低い。

b)繊任給に近い加JEを受ける4抗日ん断試験は、もとも と破J世，1，1，(の計測'nJlffrが幾しい試験

であることから、知 21"1のfータは他と比べ板減に俄くな司ている"11!!I.1縦せん断強さ

の2.5ftHi!皮であるの

(5) i明主連試験結*

4正日偏に ~li( に‘ドI'J:tJ\の穴を~1I 1:t、それを繊緩Jiri'lに liifll に引 ð~< 縦;切裂妖抗1!35

0-500N/c・、従11凶iに市内に火を聞け、それを繊維/ill.jlこ'!'-行に引き裂く償制裂派筑は

300-350 N /<:・である この1瓜I!、j事さ30・・の成形フレームに火を1mけ、 'IH由をつける

で事の術造では、 1000-1500Nの('1(~jで彼峻に迫る 'Jïを1情ぷしてい る"

ω 比化合ノ<_k){.1の試験.，'i*
第 31"1の試験H・の ;'-7 のみであるが、比0]は0.76-0. 80、~次期は 1 1. 5-14. 5であ

り、比喰はムク材の戸 7'.'" (0.64) よりが~20"6おめであり、/ァイ放と僚-<<tí4の

~~によると鍛測された。 合成3軒li .般の成形合似のi仇として.tわれている約1096より

ややおい傾向がはられた.加工的、大学実験君主にlてく敏自主した1)1、 H科試験議における

糾溢111滋の状態での終かしが'Pf.. か勺たIJï~事が朕肉と吟えられた。

的 保性比例限度について

li(般試験J;.こかみゲージ唱，則，句、，f~みを ，fr.tíに計測する N)iをJI~ 勺て いないので、応

}J 奄み級閃1!1!}ていない"記録された術竜一変If~閃から代炎的な姉1'þ.Jt~J限度を求め

たが、 H月鍬な降伏ぷIH~られず、帆を持つfft定値とな勺た"その紡娘、 lXの偵を円安と

して1!}た。

綴ヲl綴比例限度 .70-15MPa (ムク材約80MPa'.・・，) 

綴圧縮比例限j箆・ 35-40>>I'a(ムク村約27IPa'.'") 

j仁絡の.u~合、弾性比例限度を越えて噴 <' ~lt費総びつき、 F慢性.

~rìI告は小さい内ムク材との途いが符しい。

1111げ比例限度 : 35-40MI'<I (む〈 材約40KPa'.・・，) 
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炎5 5 縦訓~強さ、紛局総強占

試験吋敏r 糸 1["1 :vZI"1 

363 29~ ~51 

2 32~ 304 431 jじ・rl
縦訓~ 3 363 :124 451 O. 77 

強さ 4 343 314 618 合水f!.

(N/c陽) 5 363 324 510 13.2‘ 
6 343 314 480 ( ili :11"1 ) 

7 294 500 

8 314 ~61 。 598 

1 0 530 

‘ドE 350 310 503 

275 333 245 

2 304 291 284 Jl:A! 

275 353 265 0.79 

後さ 4 281 343 294 ~/k* 

(川仁川I5 291 294 324 14.4、
6 235 431 1 (1: 31"1 
7 294 141 

8 392 

9 422 

10 333 

、(i.~ 286 305 343 
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(" )結果のJ;'苦言

以 tの各持材利試験からIXの こと がI;~話された.

(1 成形綴材は、 t胆依の"さ、 /γ イ鋭、It'{i /i4の栂矧、 tHiJit.1、成形IlJJI/jt，在の途い

にようてデータに，f!1迩が~られた 成~，l - I} ー によるユリア樹脂媛1;1刊を川い、外縁発

毒事による仮fE電流加熱によ 勺てmllFlt1Viしたものは、ムクのプナ材の予均的は強度を符ち

得、工業((1に品質が安定しており、強IQのばらつきも少はいことが何時1した。また、曲げ

蛾1芝、 Ilhげヤング係敬がムク材よりぬくはる何lri'jがはられ、 Lv Lftt~材はフレーム却材

として適している僧成材料と惟測占れた。

6ω~ l.水'k1'性主ピ」二ニ-ルウレタンJ系長t傍産r将t舟/i41にζよる?常E記泌':1成£ωj川形i杉2μlは孟、
われれば卜分ムク材に主舟対、:H杭，ιEできるf強量1成史をt持、牟?勺"吋』イf1i自彪~t'例1.があることがl明F別jらかにな勺た。ただ、

}れ片1γ.而峻」必守では強j皮支がt低氏くなることもIゆ9Jらかと 4似t司たの

<:0 予m比，.g;tJl'fUf!: i主、ユリア~lJJi1t苦.;'1仰を)IJい、仮/I:íli.ðlf加l然I安打したものはほぼムク材

と(，;1 じとええるが、 l広紛の14JfT、成/f}Uのんが111i い fぬをIJ~'Ojことが191 らかとなゥた。

ω ヤング係数、せん断州ttlfl、ポアソンJtの折thi:

fiX.)杉材の'fiノmを}(す各成分Jjji，jのヤング係数、世ん断州ttlf-!、ポアソン比は、この試

験では19l らかにされはか勺たが、 IJlIげヤング係敬、縦叫~Jt 縦灯i縮、 Ilkげの係性比例限度

等のデータから、J/X.形材の戸ータはムク材のものとJにさな，1D唱は無いとI1t測された。
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!l 1¥ IJIffllt断試験による木材成形フレームと金総パイノノレームとの銭I!l:Jtf費

Htい唱のフレ四ム iこmいる鵠材ft:織に近く、 lj\純な形状を怜つI. V 1.MÆ-材成，，~ 1レー

ムt.l5Uとli，1形状の合紙パイプフレーム吉I>Uの加IU.l断試験による強I(Ut佼を行い、ノ"-Hht

II~フレーム~~材の実JIl化"r~な韓首I而寸法を求めた.

( 1 )以"f{illと試験Ji"

(1) ，;，t験1Jill

試験fti11は関与 3のhllfE強J変試験概念肉に示す、1.荷略的材の却11[fr， 1111 1'蛾IQ:試験、 J~I

1 r:fr，r.O台後1((双験、 nHを令官器材のl1hげ強度試験の 3r(~1 1 である.この試験fû l l は、文献

(̂02)で怜 '，(!ßJ\;がJ武1診合板の技術について解説した内千~ (I)H3-~7~)を引JII し織成し

たものである"

JmJ Ef'JlIII げ強111:試験とは、 IÍÏf~ に副lげられた印材をlI:!に 1111 げる (H日f~ l j.え倣j実(~i'Rを測

定唱る試験を.?ぃ、 JmfEflJ聞き強度試験とは11'(fr，にdllげられた印材を滋に1111げ泌すれ仰を

うえ砲を機的嶋を測定する試験を 3 う。 htl~部材のスプリングスルー現象と @.k誌のスプリン

グパック現象にみる両行の綿造的性質の途いを合わせ燦然している。

T~!I富合1111 げ強度試験とは、 T宇型に~合された部材の a舗に閃にぷす 1111" ~- j ント

を加lえ、 f事イ刊匹の llhlf磁1貴(:r ifiを測定する試験であり、駒をいれたJ&:形~I>Uの'1"(，*1>1警合

側必と、~Øíのi*1警による T学館媛合4構造との強I在比を買を求めている

:2)拭Qli'O:織

LVI.司un府側htの成形フレーム材の繊維に予行なし備に議げU-IOII(A-: 1 Ilflj)の断Ifli・i

iJ;1:、24x 24・・.30x30輔の2樋要員とし。会民パイプフレームの州知、断I(II寸法1:、現t正

・hいすに 般的に使用されている sus(S瓜304)、鋪〈コンジ zクシ"ンンタイん河内鋼'[()

、M，(̂6063)の3将頬の金崎パイプから、 sus外形22骨、19骨〈肉j事l1. 2・・〉、 剣外nm昔、

19ゆ(肉J"/.l1.2・・). AL外形22φ(肉j事l2，0・uの針5椅矧の<T.k品パイ/試験liとしたの L

烈l¥llUのJ主T'寸i1:は250x250・・、幽l'節の内Rは35..とした。 T司~*IIHの縦、ftl~ll300..、

その小央にïf{frj に筏令されたTパーの寸法は 200..とした"成I~Uのft令点の内代 1:35聞

としたの以上の試験Ii'のH:織を表5 6に示す。

(2 ) 試験/jW

(1) 試験Ji'~唱作条件

本W&:J~フ レ ーム材の試験Ji'の成形条例ーは、 J 1 S に微じた材料試験の汎験1\'1如I~条件

( p 119)と|斗械の条例二で計3~II製作した。金属フ レ ー ムは、*いす製作メ カに外tI:した。

1. J~l成形フレームの成形は、総当日、 M1~で成形し、 1・i\'ll氏形フレ ー i、 l志、 3)ili'Jプレス ~l

126 

川II[frJIIIIげ強I[試験

(本材成If~フレーム}

加JIEflJIiD占強1江試験

(本付成形フレーム}

ト
T~!隊合11111'強111:.:.1:験

(木村J&:lf~フレーム)

加III:JrJ1111げ銭16:試験

(~Mフレ『ム)

加川:ffJ聞き音量1変試験

(金属1レーム}

ド
T 司'1ftイ~IIIIげ強nri試験

(~I&フレーム)

附5 :3 1)1111:峨JQ:，tt験概念閃
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~~試験Jì

250x 250・・
日US22φI12・・
Sli日19ttl1.2・・
1縄 22ψ11.2・・
1IlI IIIφ11. 2m・
AI. 22tt 12.0・・
300・"
200・"
sUS22 tt 11. 2制帽

成形合駄の吊111.内曲げA紗
T明フレーム l縦、Wi 30011・

機、J"t1i I 200.. 

断耐‘J"t1iI 30 x 30m. 

24 x 24団側 I SUSI9ψ11. 2m・
3判22ψ11.211m 

鍋 19φ11.211m 

AI， 22ψ12.0m・
SUSパイプ:SUS304 

鏑 パイプ:コンジェクシ日ンタイノrif肉$IIJ'i7

AI. ，<:イ/:A6063 

i:JUい、糸ノコで~I r.されたムクのプナ材の駒をフレ司ム初lilmにto(ò人し、 1，，)助成形して

いる.

:t) :.t験Jj訟

.t{験 l孟 3~と 1・・1織に 111形県工業伎稼jセンターで行勺たの "ï~m被試験可fで、 A- トグ7

フI>SS 5000をmいた。試験に先v.ち約30IJ r.n試験Ji"を試験滑に{向き、母減条件

の・定化をn司た.

tえ験支給Jiflんをr;~'i 5 1 に~す。加fEfljlllllf・試験では ü(;jをフレームのト'4~，f.:f'J にう

え、機にずれない修触条件を治只に弓えた。加JT: f'lIUI げ試験では白仰を '1' 央にうえ、 ~Ij~:i.l

は f前線量brHIJな条件を九械のコロを月1いうえた。 T-'\'H安イ~ IIII げ.tt験では、縦:':jSHの 1111 11:変

JI，~と倒移動を拘点し、械古川4の綾子守点から 130闘の{なl~tに白(~iをうえた" t:il ¥との関係か

らh!e:.JfHfでI品、的見れま縦却材のド織的の灼点、金属では、 I-J::ms、 卜子副総のーIH(~J!!とな 勺

た"JI:市、:i'/kl~.1 の，!十測はm 3 阿 l司の試験片について行ゥた" .民験 ;-91よ (~j ，T(ヘッドの

変化泌16:を~J.i!にしたぷnfr 変形閃から得た。

成形合唱kのT司~I奮合1111げ以験

" '~J'l 5 1 )Jtl/f峨j症，決験:MKl!I刀法 (111形県仁l'it主術センター)
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( 3 )試験結~ー

ぷ験結果の似を'&5 7-N5 !l ι ，，; .~ 

(1 J11IEflll曲げ強ro:試験(炎5 7 1、:， 7 :n 
，j..:材成形フレームの試験では、 ;.~リア扮罰ì~liMを111 いた斉~31"111の強IQI，抗が、水性ビ

ニールウレタン系路行刑を111いt.-':iIl1"し m21"Jの償問1仇とJt校し20"6I'.ro:，1':iいの木材成

形フレームの強IQI(\をイ~~パ f ノノレー ムの俄10.1仇 cJt佼寸・ると、本H'lX.1f~フレーム24x

24n断IrlIでは鋼22ψのレベル8・，，;L. .Lリ γ紗UJltt~rim司t-J1Iいたお::11"1では、 SUS，ALの22

φのレベルに近い"30x 301111防i lll Îではどの~~~よりも f，OO(ì以|・必いω iit ゥて、 f'lIlIl げの白

仰条件では、木材成I~フレームの断111I .1}1;1;1.、 24 x24闘で|・分~J，Jtと!日l レベルの・波I[を持

つの '!j 、 ~h~パイプフレ四ムの線河川崎j!Hこ Jtベて，j..:Hf&;lf~ J レームの傑幣制，1~!は 1 0倍以

1・'，U;がって い る" 木材!'I体のパノツ守、 J此If~lJ，~の加川:tlHí'nのパJ ツキが彩守唱していると

}~られ、 {!そ服，に比べ峨J1l:の :tllJfrが:Jlj， い"

{め加JF.flj聞き強J[試験 (点581、5 H 2) 

[IJI変をliII< Ijfl白jにum唱るこの汎験では、木材成mフレ ムlょ、 30)(30aml析11，;で、 織の

レベルにあり、全般的に合同より自1;~、〆 タに I，~ .，ている.24 x 24闘斯IfrIでは、 S闘の70%

絞I[である内 I&;J杉フレームは加11EfrJ 1m占の('.(;iには ~4';パイ fよりゅj< 、 lJtll[flj 0111 fの官1

(;jに C;J.~属パイプより強いれ.約~lSつ市が Pl抑j したの :t た、1J1IIE!'lIltJげ強度と加11ゾIJ 聞き

強1賓との比*は、成II~フレームでは筑:l 1"Hト例にするはらば1814 1929 (0.94). SUSパイ

フフレームては1222'3901(0，:1I ).AI"、ィ/フレームでは1259/3022(0.42)、と金属のIiが，t

か散しいのに反して成形ヌレーム1;1;~，が少はくどちらの('.向tーも '.;1 レベルの強I在を示す 'IT

か判明しfふ ーんi.A-;材1&:1I~フレームの係市 ωXCi人:t:に入品〈、 f1lllbげより 2-3f告の

1よがりをぷす 内聞き且?の終;''ilr'Iのはがれ現象のj!JいがlJ.れたものと符えられる。金属パ

イFでbf'JlIfClfよりデータのばら勺占が鉱人しており、 flJ，mさのliCI.!の('l街には不安定な

JlI.IJtをIlうものと々えられる。

:1) T司H&合Jlbげ自主J[試験 (}<5 H 1、:; !) 2) 

木材成形フレームで1;J.>tl1 1 "1 が IJ~ <、第21"1がおく、治31υ|がややf氏ぃ。この迎いはT

'(.~IIの駒人れの材料と成I~t均成が彩利していると々えられる倫

木材I&;Jf~フ レームの24 X 24'"11断Ifliでは、SUSI9ψ のレベルにある"30 X 30llml!Jil舗ではど

の f住民より I~'~ "、峨1立を"司、駒を入れた T'(.II~ I宮合術j\1 Cよ、 似合古11のm'l'~è;h;を緩和させ 、

る働きをl.~つ'/1を lリj らかにした“

1:10 



J，t5 7 L明フレームJJlllE!(1I111 If強さ{プJ成1!.iH")

閥的li制第11111
;.(5 8 1. 1\~ソレーム 1(11111 主強さ(プ J.h!(;~材}

1422 1 1863 試験I自11I試験段[第 11111 首~21"1 ;;: 3 [111 

2 I 1667 1432 . 186:1 JtA! 1814 2550 

加1IJ:f句111 3 1687 1589 1667 0.77 2 2452 2550 比，f(

げ強さ 4 1667 1491 1716 ;'ìJk.t~ JJlII I:I(J Gl 3 1912 1912 0.77 

(N) 5 1667 1863 13.0 さ惨さ 4 2152 1569 合1.k41

30>< 30 G 1151 1912 (お:11111)
(刈} ら 220G 1765 13.0 

... 7 1451 30ズ:10 225:， (1i 31111) 

‘j"Y.j 1660 1500 1814 m・
|償却:偏ぷ 29 93 98 

‘I'，Y.I 1255 1929 

814 784 1030 ;11帆制i( 260 456 

2 892 843 1M2 l~ ， f( 122;' 1:185 

Jnlll:flllll 3 834 814 1128 0.79 2 1765 1250 Jt.'Ti 

If強さ 4 781 667 1226 ;'i l.k* JnllE!IJIJI 3 1177 1201 0.79 

(N) 5 971 883 1201 12.5 き'13lさ 4 1520 1:185 合l]c)千t

24 x 24 6 883 834 1140 (可i3(111) 
< N) 5 1177 1348 12、5

•• 7 814 24 x 21 。 1122 1385 <;>>3例)
帽.

、1<Y.j 863 805 1128 •• 、I"Y.J 1328 

探検悩 67 68 73 11;，~tll 似 2:15 80 

1<5 7 2 L型フレーム加1L!11I簡げ強16:試験 (~~)
;.(5 8 2 I. I\~フレ田ム l加11 1'1'11111 さ鎗IQ試験 t金属}

← 

T 

伏~Ul SllS2226φ1lSUS97 19φ 鋼22ゆ 鋼19φ̂L22ψ
試験主主 SUS22φ SlJS19φ 鋼22oT鯛19φ1 L̂22O 

1226 I 971 I 811 I 775 I 1275 
3902 2657 2156 1883 2942 

2 1226 961 I 814 I 775 I 1255 
2 3883 2873 2372 1902 3099 

3 1255 961 831 765 1255 
3 3873 2677 2:152 1912 2991 

4 1206 911 824 765 1255 
4 3922 2726 22H 1912 3040 

5 1196 941 814 765 1255 
5 3922 2726 22H 1892 3040 

、ドY.j 1222N 955N 820N 769N 1259 N 
、ド.l!cJ :1901 N 2732N 2277N 1900N 3022N 

~~jIjIωx 23 13 9 6 。 t飛If，~ωJf 22 16 85 13 59 
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J¥i5 9 1 T司型機合I凶げ強さ(fナJ&:*材} -Jj，.fょ材成形フレームの微調再伽，':!Cよ、:争以パイノフレームの敏悦レベルにある。f住民パ

崎町If試験敬-hi-I"l 者¥21"J m31111 イ プフレームの後歌偏.I'!!は 1'lIlhげ、 1'1聞き強Hl.ぷ験より E主総I.:fi:が ゥているが、裕f華強f~

1765 2530 1569 のばらつきと t号えられる句

2 1304 2108 1888 I七!f(

T~t在.. 3 2392 1961 2035 0.80 (Ij)結*の号族

1111げ強 さ 4 16H 2285 1569 ~Jk l t-t 以上の試験結*から次のことが Y，?主主れた"

( 1¥ ) 5 2301 1667 12.1 。) L壁のA-:UJ&:形フレームは、 1'11立をIL!に1111げるt'1(:i、1'11史を辺にl聞く rlbげの色併には

:10'< :10 6 2618 2a78 G::II"I) ほほ'1..1程度の強I廷をぷし、 30x30・・の悶illll，Wiであれば、合同と1，;11ノベルの強lをを符っこ

•• 2255 1520 とが分かゥ た。 会~は 11111'を泌す白(;1 にはかなりて蹴JQがJSいのに以し、 11b げをI曾やす負俗

1778 2299 1806 には 1/3.f'，H庄の強度しか持てはい， つまり合同パイ/の11:紛側は、賂hrlの生じる粍J支の

454 234 316 不安定な状態にあり、 ゾi引';}1側 l.t肉J'/.がtI~くはり、モれ以 1:の(1{:jにむLする強度が小さ
765 1402 1054 いことを示す。それがスプリングパックJJi.象予M:の必l刈と y;えられる"それに対して木材

6G7 1324 15H Jt'le 1&:1杉フレームはどちらの白仰に対してもいl レベルの・安定した以抗を~すことが分かった。

TJ明fを" 3 765 1324 1177 。白 76 スプリングスルー現象は、これでは泌19J111米はいが、文献によればf'}.みの/ilrl)の1手書変化

1U1I'強占 4 755 1373 1459 合成市 により発生すると解釈与れている仰

(N) 5 1m 1459 12.2 (2) 駒を入れた T下~t事会合のJ&:J~ ソレー ムは~h-'Íのt(!~~帯広より世話1史がFE く、 iJ1賢作ーがEE

24 x 24 6 1422 1446 (買i31"1) い4再逮であると判断された 可

置. 7 1321 (3) 以七のことから.){いず フレームとして.+.H成形フレームは十分実用に備する強度を何

、f-~I 738 1377 1356 することが判明した 1 その断凶i寸法は、 30 x 30..であれば金属とトI~宇かそれ以上の強度を

検偏.f? 48 58 191 '1ミす.24 X24闘の断面寸法の"1能性をt.~つが、 1'1仰さに相:号する負荷にはやや弱〈、当両

30x30..にすることが金紙製・liいすとい!符がそれ以上の強IQを持つ引いすとするのに無簸

伝選択であると判断された 今後の"1ftによ 『て、水事3・I!いすの段通な断耐、tt.告は30x30
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-・より4、さくしていけるものと だえられた.

14) イに材成形フ レームの強i宜I~側々 の 1)1.似の1'l.rtのi畏い、~.fi"'J支の遣いにより、金以パ

イプフレームに比べ大きくばらつく，したが 今て、 C~的に!ki't条件が安定すれば、この

データより保司再編々は小さくなり、 {，r粉nが』怜すと々えられるが、 ー定のばらつきを持容

する似のある対応が必要であると行えられる。
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日-5 (jJR~反泳法による水材成形フレームの強ra:解析

'Iiい寸を傍I&:寸る水Ul&:~フレームの強1主解析をfj陸~~.JfJWi (以ドド EM)をJIJいてH

い、フレーム強ほと形状との関係を求め、設計したフレーム~状の強Jo:I'l'1 安、'í1'l を求めた

(I)FE.¥1解t斤ソフトとハード‘的制

*I~)ご円高級wr研究科I{;fIJ数舟.科学研J'l''o1の協力を í!}て、 F 1': M~，("r ソフト "M^ I~ 

じ l と、そのゾリプロセッサー rMENT^T j を、ワークス子ーシ"ン r~ I' ^I~CII

1 :で{止IIJ して~I(~ した。

リ) M ̂  r~ cについて

m戸~&ぴtfJ的低線形、 JI'llí!J杉の解析を行うことがIII米るコンピ， 't-ソノトである。

汲!A~ (1¥Icllcol)、機能。uOClIOO)、解析 (Proccdurc)、f..t:r1(Wal('rlal)の4ゥのノイ 1".1

リーを持つの線Jf~材料から非線形材料まで、，'MW折、正h解析、引jll\'!1'I，角革新、クリープ向車折、

熱il;滞解析の相SO~を持つ。

(2) M I~ N T A T について

MA伏じのためのプリ・ポストプロセッサーであり、 F巳Mモ戸ルの作成、解析結束の

• rfdli 1.，と、作業の8.¥'lmを大脳に経滅することができる!人)j.II¥)J開館、}.，シ 1竹r&:機

{慮、 tw1駐搬館、後処Jlll.lI.'U定、ディスプレイ徳能を持つ内

1:11 S 1・ARClについて

.¥1̂ Rじを動かすハードで、 l秒間に 811iのヌrlyの'.If，i;量除を 1Ij 0 }jl"l行う~Ifができ

る能力金将司たワータステーションであるの m数のtF:tをl'il8.jI.-.ol!行できる『マル子ス 0

1 Jがuff定である 内部メモリー 21j¥1バイト、外部メをリー 1(;パイトの亀!Ul千HiiそI.'t

'ヲ.

【2)解析に必要なすI項の把侠

，)(い草の本材成形フレーム問題の解析に必須な'1f1.tiをゆlらかにした。

【1) 解析対象の形状、寸法

M終的に').!1T1化に結び付けた '1( いす設計製閃から島幸~の卦n訟を求めた"閃 5 Ijに ...J~喧

闘の'1'で、解析対象はフットレスト部からaU11古匹、 'I?あて郎、 l-ムレス卜印、キャスす

ー郎、後給:，;~~m占するn側フレーム綿成全体とした。

ω がiifc&び拘.1ft条件

a) (o:ì .rc~民fI:

.Ii いすにi'~ る~勢には俗的I'IHl].~勢と動的~{[~勢の 2 ぜ~~がある n ，jill1には"“.f(、
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附5 Ij M折対象

後11には動{，'jifiがかかる この点に!則して 般的はい唱の，F.f収資勢と (;jifiについて、「家

Hの勝典 l納会内1占 1986川."のHf1・ 4韓込 'H:紛のF7tでがtt，'t-fttillえがいすに加わる街if(

について解おした内容を引111すると次の!IIがIYIらかに収司ている

いすの傍進銭1支で.f('1..:.if.iのは動的l'Iff>l資事?で、二11(に/'Ifる.191':-に起こる術慌である"こ

れを動作分析すると、活降、1'd't、安定の眠1mに分けられる。これらの動作過粍でいすに

加わる俗喰と民力の大きさ、Jil旬、 f，ti7tlJ.閃5-5にぷ寸jJ!jりである.いすの脚F潟に加

わる俗慌の絞大fnlま .i'H'iの鴎ml"で、仰る人のu..・nのが:J3 {:l、3(;である

この'I'~'r[を.J[いすの'uJP，-，:-照らすと、 '11い4への移併効作に1，・l織の現象が使じていると

々えられる。%なる.*.'1'孟、キャスターと、後申自の (J、9イヤがそのu{;jを緩衝し柔らげて

いる・1I、その動作がI'J)Jによるものなのか、介J普に主るものはのか、附3のriJlrによって

その量hi乍が'Aな勺ていることである"後11の勾合、I'I)Jで'Iiいすに移乗できる係書.IJーでは

L 、寸の桜子守とほぼトl じJJ/，f~が'1 じていると円・えられるが、介助されて杉燥する場合は、介

比}J1可1こi功けられた砂感のため伽々に〉もなるI弘司tとなる n 抗盟主他えて~ぜる~合は、 F章~.IJ

の今:体引を賊，lliに加える現象が~，I.られるが、怖かに取U る・11が1>いので 3 じまでかかると

は時えにくいの

れ
れ

ul
 

e

t

 

-



れているらのとし、後給シャフトのJU り 11 け1.~.inについてY己1: II.JJt、ブレーキの無いがi給

キャスタの取りHけ{，~ii'tについて l' ドん lí" のみの11.1主tとした .

革島町瞬司.t官..

碕

-
a
ξ
R
力

('I(;jと/(.JlIi:t.fl

c ) J:側フレーム解.f(rと令I.j..の'ftい.n舟込とのIIIJ係

'I(いすの情溢から、将来的の ('I(;jl;t~(lIíJ巴にJJlIわり、それが賊敏、-rrもたれ飯、を介し

てサイトフレームに伝わる情必には可ている. lI :t置にはサイドフレームには、それを~耐

の t館内測に倒し、フレーム fll1;.を狭めようとする IIIJlfL ・ j ント J~分かtl.J1Jし、サイド

7 レームに似り成分が允'1.する.この{'I(;，hX:~m、サイトフレーム制1Iî.を述給するキャス

?ー、Jil..びもを給を取り1・fけるアル ζ 事HIJハイ プのそれそれの rt・.tJ 、及び~仮のド却を俗

I，X;する1戊1f~合似の 1 {ì f'l l でぜけ 11:める . この備必は附1'1 が刈 〈、移動1'H抱の保符の役~~

を*たすと共に、サイドフレームへの似り {H;j/i足分子無lI.lできるrt小さくしているものと

はでいる。

J;_ 1'.のことから、):，側フレ四ムのみのIW制Ir: 1.分IIfI内と司るフレーム形状と強}変の解析

はできると判断した"

6 t45 

5 

Ij、引いすを持動している時、床や路面から 1ft給を介して，~ける動的イ~í ，nの人ささは、

人とiI(いすの・{.j..化された町民運動系で調べる必泌があるが、宇イヤの fムのlAltfjl'l.か

らここで.-tう3GまでtH・7がかかるとは符えにくい 今後この点に1111寸る i' 9のm;，.I.

げが必，tJと思われる.

~ll の号えから、 E 子ルの単純化をするため、rJfJで・I(倫子に修業がで占る人亭とらえ、

い暗に:~~に.I'I~る動作に l叫する ~Hをもとに f;記の五{5 1 ()の(;d(条件4・4吐孔:し/.'"

またIteJIIXのu.・，T(~安定をやや大きめの80kg(7 J1 8 :-J)とした。

b) ('1 (~i と拘ボ条例:

('1 (，;jの{'llnと}ili.，、&ぴ的見Z条約ーを閃5

安定の紛1m

1. 08(; 

0.16(; 

I.j.of( 80k!( 

災5 1 0 (;jt[!条件

|従"j 'T(郎{I~ I お~の瞬間 I 1"11'1の眠uu
I l'I~lrli I 3.03(; I 1.0lG 

I I?もたれ I OG I O.80G 

似15

1:18 

6にぶすの砂』臨時、 i企愉が/レーヰでIlili.ir占
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~I HHii!ttのlU測

~Il;材料の付m主敏tまばらつきが大きく、tE磁f，iI仇を求め設定する'1lIH付嫌であるが、

:; a節の J1 S に祢じた本十;fht~t.l!材の材料試験の結*、成1(;，f..HのHníi!'~の{仇lol.

ムヲ付のものと大きなJをは無いと捻測されたのそこで、泌氏 lープ JHのfUl'戸ー?に1111

寸る¥'Hl'A・・'から、成形材のヂータと照らしはがらぷ5-1 1の{仇をIff"唱した.

}.{5 1 I 材料A政

Hl1ii!敬 L/&:分 R/&:分 1・ I&:~~

手~1'1バ4 国l)a E.. = 122. G刈O' E関 -13.2xIO' 5.9xIO' 

小アソンJt IL ...=0.4 μ.，=0.65 11" 0.024 

日ん断蝉何本 圏内 G ...=981 G..~ 196 (;，. 637 

'j 1 ';f(~'HJ.:~む)J MP勺 Y. =71.2 Y. =2.9 Y， 

1.，tt!J<の仙のm処は炊のようにとらえた"

1JHの材料A散は文献 (A1)では炊のようにU~されている"

ヤングjK，fi E I 125， E信 13.5，E. 6.0 (lO'k)(f/¥.:1Iっ
せん断側t'f.lt~: (; I続10.0，E.， 2.0， E...6.5 (lO'k)(f/(‘ぜ)

'1~γ ソ ン Jt . μ...0.40， IL .-0. 65.μ，..0.50 

2. :1 

1成分の宇iit'ptn:.は成/(;HのIlbげヤング係数の主主験実測戸-7(5・:l (:l) (:吋が

120 ~W1'aであり、ほほ刷しといえ、そのままWII しても良いと間断されたo E紙、 E.1':、

そのままザ1mした

1!アソンJt、せん断係性3がも!日l織にそのまま引JIJした，ポアソンJI;の6成分は (5 1) 

パから仰られる1ftとはる.せん断弾性J告の6成分はモーメントの釣り合い/jj'M.(5 3) 

から i!~ られる{仇とはる。 ~I張降伏応力 Y. 、 Y.I孟材料公験の(~j市 安IIH羽fーすからIfli閉

した{純である "Y，I立、文献 (A1)に記織されている0:然倒の引1n強1QのR成分、 T成分

のJI;HI. 3 1. 0から俄測したものである"

J;( I・の'間断1;1、 5 3 で求めたうtの材料試験結*より、引娘、 1 1'粉、 11110'に I~する成1(;

"の.Mれ従数ヂー宇がムデのプナ材の備にに近いという行緩から俄測したものであるが、

今後、成1(~Hに附する 11:阪な材料定数データを求め、解析に/lIいる・I 1が求められる"

(3 )解析下町i

(1) M折 F町iの流れ
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解析手順のiIofれ1.td:のjillりである向

a) I¥.IENTAでの作業

J. ~量点、-反オfの主iUi (lWUT 

E担保系の街定、 Ji，rlJ.向"の入力、 I主..... ~の入力、JIlいる・'!Uiタイプの人)J f，i ど行う白

2 要点の作成

fもR古都~}について1'11'削烹を流派し、必.+;金約 I.x.する"

3. 空M~の細分鴻

各1'11'軽微について'~，fiを納l分化し、外1IH，~:玲 4・る. 1I'(~t.'II分について外1(;を定兆

し、 ~A号を納分化する F

t1.各要点、節点を"需.l'Pする.. 

5. 1{9点条約:を主iU意事る。

6.て予万1'l節分について材料定数を定ぬ4・品"

7. MARCデータとして，作品込む"

8 データの不泣~f7I)分を削除する( rータのエ〆ィット作業〉

9.ぷi.1¥条件を:<i:nする

1 O. 9も/j性~:'i~分について、材料定数を沌ぬ世心"

1 J. 要員長のJ'/.みを主i:泌するe・

h)MARCによる計p;

c)片IENTATによる給*の:ttfl偏(ttl.1l1ヒ)

2) 解析手順に布}ゥたnj，j..{t;とモの戸』ク

まず、・I{いすの閃úûから、解析)1燃のフレームのl'~t理系を設定し、その依in~伎を実 .t

で読み取り、 ffit重点をぷめる。 1XI':.¥.11': N T Aによる人}Jtl'震に人 q た胸

完成した j ヴシ 1 を閃5 7に示4・。 1泌A‘放365、節l.{'主 521であ司た 附flJ要点と三角

~Hiに ~.fiを分別した。駒の人勺た T'rr，U1;1. :fI11(;'J，ti，f;とl叫"J'，泌オ;の組み合わせによる分

凋とした。賂i車輪は、 Xん11'1を'I!いすのlIi/Iをh'll'lに、 Yhl;'I~111い唱の向さ方向に設定し

た。

島幸析手順にめゥたず3ーすの ~IIとその断。況をj(!i 1 2 にIJ;~ω

140 



M
E

匂
T
A

 r
 

唱。
2
・

I
1
・
9

3

"相
.. /

K・伸。
a
r
d

In
pu
t 
It
eq
ut
r・e

2  

内 M 一

4 v -

eι 一

n u - -

n u -

- t 一

《 u 一 町

白 一 F

n u -判 併
目

-E S  ? 一 圃 . .  ‘" E --明。 一 同 副 d a喝i ;  

刊 富 士 制 時4 : z s  

E ・3 a

- - - - e e ' e e e  B -U 〉 9 〉

一一 円 超 唱 8 叫

ー : ; -E E z s z  

O Z J d 〈 { 〈

' = ・
J ・2

g』 圏

内 U E

n u E  

a u E  

A U -

、
O

R
 T

附
o

v
 p

 

{
タ
イ
ト
ル
}

{使
用

"
モ

札
高

責
11
‘

路
線

量
}

{使
用
聖
書
タ
イ
プ
}

tこ
の
開
判
定
阻
E
適
用
す
る
書
置
の
番
号
}

{
四
万
a

四
万

嗣
の

定
員
)

{
骨
聾
膏
の
辺

8
・.
21ζ

刑
し
て
、

9
0
J
l
の
角
直
〉

{ζ
九
告
通
用
す
る
薯
衰
の
書
号
}

{
聾
賓
の
IJ
み
}

(
3
0
m
m
)
 

(
こ
れ
~
適
用
す
る
聾
車
の
番
号
}

戸
一

守
的

解
.of
t

Th
o
l

・s
向
f
柑

t
h
.
"
~
間
同
・

1
 TO
 3
30
 

個
l
o
o
A
T
I倒

E
暗

ト
Z

咽

1
 ro 
33
0 

(
EO
健

古
閑

却， I
 ro

耳
語

Of
'T
I・IZ

E
2

 

S
 5
 

α
lN
T破
1.

{揮
膏
E
M
縫
す
る
J
1
1.空

白
書

骨
}

。晒
d電

車
句
。

{
こ
の
圏
分
，
"
1・
哩
e

に
.
:
'
"
曹
伝
の
で
.
l
r
.
陸
』

2蝿
3

0
0

0
1

0
0

8.
10
 

8.
0

 

I
E
S
T踊

7

1
 1

 

，国
t

(
Jl
耳管
室
E
't
.
し
(
0い

伺
再

主
民
J

t畠
刀
フ
，
ィ
ル
の
軍
支
J

16
 

11
 

0
 

1
 

11
 

8
J
J
I
>
此
王
町
吹
l1
U:

寝
耳

S
1l
Il
SS

11 
1釘

α.
.
C
E
 T
OT
Aι
Sr

理
css

12
 

ZI
Dα
..
 C
E
 TO
r処

罰
苅
css

13
 

lR
>
α掴

P
CE
 r
or
.ι
S符

芭
話

。O
<I
'T
I閣

作
ン
ゲ
.
.
*
ア
ソ
ン
比

(0
1:
1

tζ
f/
)師

同
定
J
lE

量
m

す
る

聾
量
骨

醤
号
}

(
J
眠
中
傷
J
l
)

(X
. 

Y
方
向
の
街
宣
画
B

tこ
骨
荷
量
..
11る

・
4軍
司
番

号
3

【
向
家
長
I
'
t】

<W
!I
l:
O
申

荷
車

}

(
X
方
向
}

領
周

す
る

節
点

申
書

号
)

2
 

12
50
.
111
闘

且
“
田
園

a
側
副
帽

a
縦
陶
蝿

"1
11
剛
)
Q

お
IT
O

調
詰

問
11

(
[
凶
崎

-3
.6
.寸

21
.
2

Z
詣

円
程
D

副
s
f

(
Y
方
向
}

3制
C

19
3 

19
2 

21
1 

12
6 

乱。

19
2 

0.
0 2
 48
 

'9
 

試
問

21
0 

冊
O
Om
O
P
lC

、を Lx
 

-戸
曹
司
~
司
、
一

••
• 

IH
fC

陣
A
T
I
C
-t:

Ft
 1
. 

/
'
"
肺
e
/
I
I
U，

ん
帥
51

..
.0

tl
os
ed

胴
凶

I
t
1.
 

~
.
c
a
.
.
.
ω
咽

z
E
Xi
T 

・¥
S
U
'E

R
，

 

~
 

叩 k j u t h p s u U 5  

川
削

指
5

日
1

11 
6

 

k
5

 
L

 ~
 

Tl
I
U
 

S'
ll

崎

a
玉
医
前
rs

0
0
 

α
J
N
a
:
T
IV
I
1Y
 

ぉ
5

0
 

0
 

1
 
11 

2
 

1
 

'"略
お
5

11 
78
 

79
 

1制
15
0

α氾
曲

l幽
TE
S

2
 5
21
 

0
 

0
 

1
3
Q
.
蜘
曲

M

ゆ
略

52
1

6
;
狙
飢
路
偶
7'

6
.
制
抑
制

'却
宵
初
刊
C

二泊
.

れ
>

21
・

IZ
5 

{民
方
畦
司
E符
a置

し
た
割
判
定
恒
企

吋

よ泊
h

型車 "
 

{ヤ
J

ダ
串
L.

R.
 
T.

ポ
ア
ソ
ン
比

L
R
.

R
τ
.
 
T
ι
}
 

(
I
t
ん
だ
ん
倒
置
"
'
L
R
.

内
γ
。

γ
L
)
 

12
58.

13
5.
68
.8
..
.0
.6
5.1
1.
02
' 

10
0.
20
.6
5 

'割 87
 

21
1 

19
3 



(，，) M併結果とまrflli

解析結晶Eを'H15 2-5 17に示す 1 応)Jのlj'tf也はkRI・tで解析している.

フレーム銭1変の;r舗の抗僚とはる成形古都材の降伏応)Jli、5 3 (3)めに示したように、

I~形"のヂータのばらつきを-I!;1穫すると

紛現lJiII'l'iI娘降伏応力(L) : 70-75MPa 

繊轟th向I[紛降伏広))(L) : 35-40MPa 

1111げ降伏応)J : 35-40MI'a 

がl!}られている.この怖を!l安に汗f遁を行う。

(1) ，(11恨の瞬1mの時((:j・np 1 ) 

リl't5 21主、 (:jif( p 1 11干の変)~肉である。 lTが街lfiO 、紛が(:jIf(に よ『て変}f~ したj惨

状をぷす。耳切手 f置は 30ff'iに誇吸してkJミされている。 ~11Jif;~の Y のy イ J ス JjlÎ" の変)~

J，¥がl花火であり、 1 mm，f'i¥Ill:である。キャスタ一部の拘ボによ司て、フットレス卜仰がX

の/ラスJjli" (後/j)にO.3m11fl変{立している。

リ!l5 3は、 XJiI旬の瓜カを色分けしてぷぷしている。ん:側の1J'iーパーの!.tlnlJ.-

がn:紛応)J、 トが引娯応j)を示す。 その依は田1.4892kll/闘が(-14. 6MI'o)- 川 .2805kR/

m・(+ 12. 6M I'o )である。応力はイ~if(点である路l伺*WJ辺とキャスター支持印刷辺、&.び般

的と 1~もたれの~合点に集中し、その応)J分衡はしfj(o" に発't.しているの先生した 1.λìIÎ"

の引仮応)Jは、 降伏応力偵の1/5 、陀鎗応力は、際伏応力仙の 1 /3.f'~In: とははされるの山

総比、))/)(']1張氏、))に比べやや高い応力としてぷれていると共に、防伏f仇が引1*側に比べ庁.

紛側に弱いことから、庄鎖倒に大きな負ll!となうている。ただし、強j史的にはI::]~がない

レベルの術開にあるといえる。

'H!5 "';t、 YJilr"の応力を示している。応力のi仇は-0.7983kgl回，(ー1.14IPo)-

+ O. 1153kR!..' (+ 7. 61Pa)である。引張応力と任給応)Jの必大似はほ111..11瓜であるのr¥"G

い応力の!l，r.つIfrliP1!$とアームレストを述*iーする簿位、後んの1'lf'.l5とI'it>たれフレーム

をつなぐ 1・'.i'-$J，'iI辺、腹部lìíJ爺からキャスター綿に~るJ.'J辺である。応);分~íは今てI~形

フレームの 1..IJII"に発生している。応力1州立X方向に比べII2.f'lJ江と自tい備になゥており、

銭，n:((~には問題がないレベルと 2える。

リ!'l5 5は、 X，Y， Z三方向の応力を合成したVOI1Mlscs Slr('ssをIJ~す。]t(大泌力

1;1.仰if(l.'.¥にあり1.35kR/'" (13. 2MPa) である。 BWlif;jl)川辺、I'~t.jlと 11 もたれを.ì!I!給する附

辺、峨仰をつなぐアームレスト問辺、織部liiJ古tlから」トャスタ ーにio品川辺にt'l{;jが[l1r.つ.

(o:j of( ..... i川辺のね術がJi~大である。
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リ':~5 2 l' I 11与の~Jf~凶

" ; !'I 5 3 X IjlI"の応})
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1~5 



....---

~) 目i-!'iの瞬1mの時 ((~i ・fl P 2) 

";:¥15 6 U.、 (~i ・f( l' 2 の時の~JfH;q~:・ .lJ~寸. J'l!: lrlit~はめと3変形せす、 1?むたれの先越

~6分が l 闘終I!l: X/jlí，)のプヅ スん I;，) ( íl/Jj)に変形している 1也、アー ムレストが、I，il織に X

Ijl;')のプラス}jli'lにO.5.. ~'lHl. '~mしている .

リ!'i5 7は、 X /ilí，)の比，:)Jを .lJ~す ， 比;}Jの{仇1，1. -0. 5123kJ(i .. ' (-5.0圏内 )-+0.5810

kll 闘' ( +5. 7MPa)の範IJIIにある" γー ムレλ ト と I?あてソレームとのt~l1iíi.\.i'ir.喧に応)Jが

九きくかか勺ており、アームレストフレームの 1:1¥11で φO.58kni..' ( + 5. 7制勺)のI./ili，)の

引張氏，:)}、 ト'~Iで 由 0.33kgl・.' (ー:1.2'1・，，)の11・紛LぷJ}がはられる。蛾}立的にはI::J婚の無い

レベルといえる

η¥'15 81立、 Ylil;')の比、))'を'J(4ン ~r，:))の f仇は O.5186kJ!fmll'(-5.IMl'a)-+O.4904 

kll 仰が (+4.8Ml'a)の範vuにある 1 ア 『 ムレス卜と I?むたれt~分の.i!l!結古~分にに +0.5M I'a位

I[の引'，JHじ)}と-O. 45MI)a.f'.lIQのJI:納応)Jが¥，1.られるe・1強1史的にr::J:t.!Iの無いレベルにある"

アームレスト l立照的から I? もたれに「、 7.> ml にフレ ー J、の中心~を);'&1こI. /jl;')の引1j~応力

と円:紛応)Jの滋移が'Lまれている同州総今Ifljから Il' Á タ _ JI~. る 111 1 にも r'iJ じ1.んi~'lの泌)J

の~移が生まれている。 )1;に品 )J!抗 IJ. O.15Ml'aNJæと小さい1瓜であり、無悦できるレベル

である"

、t!'X5 9は、 VonMls('s Strcss~'J; .j・ " i'ームレストと IYむたれの述結節に長大1点O.

56kJ(・..'(5. 5M l'a)の此，:)}'を IJ' し、同休日と 1'( もたれのf在合:'i~/，\J辺も O. 4 ' Pa~~!I在の応力が弘ら

れる

3 安定の臨~I日lの時((.かf( l' 3) 

ワ!'i5 101立、 (~i!T{ p 3 の時の定JI~t，喝を)1;す" 耳~JlW微小でJ'lfdô~がYのマイナス /j

1")に0.3・・fllll:変形し、アームレストが1"l/jl;'/I.:0.2..fi‘1Q:の変形がはられるfm:である。

マメ!l5 1 11草、 X/ir;，)の比;)jを'Ji寸。応力の1仇は-0.5406kJ(1・.'( -5. 3.Pa)-+0.45 

17旬、が(+4.5'Pa)の範腕lにある.峨do:':sで高〈、 1.1j(;，)の11:総応)j0.54kJ(・.'(5. 4'l'a)、

m&比;)jO.45kR I・・'(4.4 IPa ) とはる 。 償1主的に 1j. 1::J~ははられない"

可t'i5 12は、 yJiti・lの泌}Jをぷ寸。応)jの{仇li・0.2424kJ!1刷'(ー2.Ol'a)-+0. 2) 

43kR/Ilが(+2.Jlf'a)の範聞にあり、 1 . lil;')に働さ、 9fiど~IHl.!でさる引の俄である。

'，;: ¥15 1 3は、 VnnM，問お創刊誌討をIJ，・'4"J'l!:1\目的K，.'.\に ~ê:)Jが鍛小し、 j比大1前0.4905

k~/n' (4. 8MPa)の比，:)j;を IJ~す"
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ワ !'~5 6 l' 211.~の ~I杉凶

'i九日 7 xん1;1)の比.;J} 
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リU5 H Y I)II'Jの此:力

、tl'( 5 !J Von W I間対日1rcぉ%
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リ• .'(;， I () 1':.1 U.tの変*凶

、{l'I;， I I Xんli.Jの此:)J
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リ!'~5 I 2 Y Ijlr'lの~è; )j

リ!'i5 I:l Von V凶 eぉ Slr('お討
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(1) T JiI"J (奥行き〉のJ'/.占と比;})との!日Ji.f:

ì"i~の隠U:J ({;j・T(I'1 )の時、成II~ ノレ ムの断Irliの'l!Hき・Wi(Tんiri，JI'}.さ}を 10 

・・. 20・・， 30・・， Ij 0・・， 50・・.の5mr.に変化δせた.11)合の解析を向織に行い、

30・・1予さの妥当11:を調べた。それぞれのX/il旬、 Y/jl旬、 V()nV ISCS Slressの3データ

~~iJ僚に骨華街し、その日1h'T'ーすから T/ilí'lの1'1 占と応)jの1ítA:1点との関係を求めた。そ

のま占壌を閃5 8に示す. この時、解析によ『てt:tられたそれぞれの VonK I ses Slrc賠

の結集を参々にリJ'i5 1" -，; !'~ 5 1.， I~ 1);噌"

I'，f. 占 30闘を境に、 ti~くしていく均~r.t~~r1tに定If~I，\、泌)Jが入品くはり、 j事くしてい

く mfTはゆるやかに変J~rj，!、ルノJが減少4 る 'Jfが知られた。 T/j，í'Jの仰さ 10..では、五立

大泌)Jが降伏f点と同純度の応)Jとなり、夫川1.1.111米ない・hが分かゥたの 20同では最大応

);が降伏備のJ/2位Jlrの此，;);をぷすが、 特にIE紛~~.)J に不安があり、災1刊には附幾さ見ら

れた。 30醐より j事くしたJ.:AイTは、 J~大応)Jが" 0.111で3396減少、 50闘で 6796減少

し、それぞれ強度は，1，)卜ーするが、人・さな俄JQrl'J卜.の先IJJ.I!がはられない'11が分か勺た。
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リ1¥5 1 t1 J・JさIOmtlll~干のVon M，s何 日1r('出

， j. ~・\ :， 1:; J ・J ‘~ 20'剛時のVOIIM，scs Sl rc山
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ヅ1¥5 I li Jプ占:!O...II~干のVon.，ses Slrc間

" fl'( fl I 7 J・J 占 ~ O・mll.1 のVon M I叩おおlrcss
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(5) J'f察

解triのま占~・、次のことがf91 らかには ..， 1

υ この'I(いすの州側Iffi.f-織成する，，*，W.le.n.iノレ ムは、 ~~liftにfll:る動的順位場事守の場合、

Eに、繊維fj(r'Jてある L}j1;'1に応JJがかかる11;状やHつことが傍!:!された.これは、強照

的に即.に適勺たフレーム形状、俄』主には『ている'!I.f-'l;している と阿断される‘応)Jの級

大1111孟L/j向の11:総応力で約J.49kg! .. ・(l4，6MPIl).引，;t<泌)Jで約128kg， ..' (12. 6MPa)で

ある【ζ の引11-(と/C紛のI免WlrlilJ.、 J&:/J;ソレームの 1./jl;'Jの小心，WI.にあり、中なI耐とはゥ

ている 。 それぞれを4'11 なしたt.IlHとして従えるはらぱ次の・!Iが '~tえる の 成形合板$材の L

lil;'1の I巨紛降伏応))35-40Ml'a 、 '11保持伏比.)J70-7!iM l'a と Jt似し、 I[~応)Jで3706 、 'jI 

4民応力で18%のレベルとなる円引.m側より、 1I紛側が降伏{仇に相対的に近いと汗えるが、

実IIJum:mないレベルにあると行えられるn 1::1泌が'L しるとすれば練り返し (~ií[(による彼

')J・降伏ではないかと吟えられる叫 /j 、 1IIIIf ，~t験でl!f られた 1111 げ降伏応)JはがJ40MPa の他

を1!，ており 、VonM ;scs :>lrl'おおのM大1瓜としてl!，られた 13.2MI)aの怖は、降伏1抗の 1/3

とはるn 1!11ち、部材を1111げ耳目材として 11>として ~J，るならば、f，;ど実用的に 1:!I:Jijのない応

)Jにな勺ていると汚えられる。

(2) Tプ'i(riJのNさを変化さぜたことにより、IIfrfrliの変化と応JJとの1!Il係がf9Jらかにな勺た。

30x 30同断郎、Wd主、 txl5 I 0で191らかはようにす刈jl，.:7レーム1腕ifii・nとであり、これ

以上断面if.uをTん;r:1・1に.1ftやしても強l主1:'11:1こ大さは効果が111米ない乙と、 i逆に減らせば、

念、激に強1変がfflちることが旬jらかには勺た.

3 ここで与えた材判定敬は、ムヲの/).材吟もとに封l測され、解析に使1TJされた。今後

この点の正確俗ヂータを求める必泌があるが、モれほど大友紅海いは無いものと F測され

る 白仰のうえ Ijは、集中{~J ・r(であるが、実際は分 (1;“飛になるの また、キャスター、後

絡を介して段L~!はとの移効的の衝徴的.f(がうえ られる滋~の解析も今後の課題といえる。

1) J&:形フレームの断Ilo.ti1，は、 30.. 、 :10 ・・断illl~ベー ス 1こ 、 R 方向をやや30・・よ

り浅く、 TJili'Jに30・・より1'1く寸る、あるいは、令1;'にやや細川にするで事の設計変更が

子怨されるのそうした変ゼにも対応さ世る !f~本となるMtri対決を似たの また、現在~I刊さ

れている f長崎パイプフレー ムIIfr lrli 、l'訟は、このJ&:lf;r.~Hの戸一 ずから、安、'í な範聞にある

ことが知lられた。
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;， G 紙面白

( 1) 1. V 1 4荷肘織成の本材1&形フレーム紛の材利)r1的関係を、'*材)(1<<-の 31腕Illiの・'f

r~に合わせた時4軍備設定をもとに求め、 ー俊化をした.

( 2) J 1おに赦したプナ材の成形却材の材利筑験により、 I見(f1 ~量的に応111 占れていユ

リーf 倒JlIHt{if刊を111 い、仮J F.m訴iJJlI然によ司て成形された成1f~~ßUI;l.、むくの IJHとは

I.rl，i) しレベルの強JQ:を持つことが縦引娘、縦JE鎖、 1111 げの試験 fータから I~) らかとは司た、

I た、 Ik1'b ピーールウレタンJ長後1'{1~を111 いた成1(;部付も'~じの強J([~/); し、~(ÞJlJの"11.む
1') ，を手2した"

(3 )川IIE9t断試験によるプナをmいた木材I&:J(;フレームとJI/.布。I(いJに 般的に他川さ

れているSUS.AL. $聞の~kiSパイプフレームとの強1江比較により、プ}'Id<:Jf~フレー J、は、そ

のtllirfliを30x30聞とすれば、ほぼそれら金属パイプフレームと I，，)~あるいはそれ以 |・.の怖

j立を1);~. ことが分か勺た。成Jf~フレーム許ß材1:1. 1凶げ変形を\I!に治めるぬ介と、 1111 げ変形を

J..!-4・MJfTとでは IJ'川じ強j在を持つが、合成パイプフレームは入:~ IJ/!~をぷサことを IIJ) らか

にし、 Jd<:J杉フレーム印材の特徴を明らかにした。\I!に、~kJíのt'f1 1事情.i1iにltべ、駒入れに

ι る m1'ò締法はこのtllilTrÎ 寸法であれば~k品パイプ情.i1iの銭さをしのぐことが旬l らかには『

た. しかしながら、成形フレーム部材のデータのばらつきは人主く、それ~，rr千干した範仰l

の強J([，1f(1緬が必要であることも1切らかにした。

( " )イI~渡オW;によるプナ材を対象にした木村1&形フレームの銭111:解析によ 4 て、 '11 い

す尚側II'Îを織成する LVL烈成}r;フレームは級制Uir旬のしん rílJに応)Jがかかる科引をl，~勺

ことが分かり、強度的に1哩に適勺たフレーム<<rr、形状、 4構成を怜つことが説明占れた.

~\ìl'(に，.~る動的向ítt.司~~8.~の沿)(応}Jは、降伏応)]の 1/3flぼであり、動的は(~(:jに対

し、強I症がJに卜分応えられることを明らかにした。また、断111I・Itlil;l.30x30・・が~・勺であ

り、これ以 I:T!i!I'Jにr1.さをmやしてら強度の向上は小占〈、逆に、 rlさをti'くすると、

~àif{に強度が君臨ちることを明らかにしたの

(5)J;{I:の紡瓜より、実用にままびつけた市いすの成形フレームの材問、If~~'&:、IlJilf，Î ・Wi

は、材料強1史的に'J.!1IIに巡『ていることを証明した。
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6祭実fIJ化社織と'l:ffT'法

6 1 はじめに

本;;ll草、 4可Eでaミした!I<いすの設計、..tf'lとぷ1II1ff'終決を跨まえ、設計変更を加え、

厳終的にD拐での'J:Æに移行~ぜた'mll化fl 織と't戸r:モ!戸ルを切らかにし、それが臼f傑票と

寸る概念2役E3計十と 4身H体本F隙皐:刀'[/行tT，の{例凶);矧別~I刈'1の t乱l

l上:の々 f々え /βjをF示I示ミすの\I!に、J)/.(f.の・I!いす r:~仇lの"t.::t状悦に触れながら、木材~}ßいた実

fII化 'I!いすの[~化にはどのような'1 ，爪 1 、総.iIHの派閥を飢えなければならないかを沿

じると共に、池島義のF車待行に応えられる地J賓の'I.YrH1~の.Q:.itをうえ、、ll面ÎnJl窓とされる

池上安での例1WL:r)(Nlミについて I~J らかに Jる・l'を11((.Jとしている。

6 2 .&Ji:された慨念.lIti1l'と実JIJ化fI・4革

iミに高齢.(t.を{世IIJ対象伐とし、" 7鈎lの払151粧を断まえて叫に投Jt若¥:.¥I!を行い、工場生

，rc_に移行した住民モデルの設計tXIを閃6 1に、その外側をη116 1、細総を写真6

2 、木製部の納却を写('~6 3、fl:隊、「訟をP.G I 1':/)刊のこのEデルは1993年9月に

完成し、 ー部l荷品として納入されM;めた I，ltlf~合敏悦錦，，;1.、本開発に参両した成~.1 ーカ

ー(栃木県〉の手で行われ、~kJí飾品&.び剥lみ慌て';1. '1<いすメ ーカーの子で行われた。成

形メーカーの Fで行われたI&:形{I-歓H，術、そのfl!!のぶ1:投締1の慨泌を災6 2に示す。

( 1 )懐念設計と災用化fH握

乙の'七prモヂル司1いすに UI+がj に官主主~ボれた'だ111化fI織，;1.、" 2節で明らかにされた

慨念設計をもとに設定された.それはド記のj(fiりである。

(1) ~位保持向上設，t十

a) PHの質的向上

~Iま、析り~みをしない陀)J分散拠能を持つ r ンシ g ンシートを下級り材料として張り、

光岡材にウレタンフォームを111い、 U~り材料に、 l県政治1'1 、画l久代、画!被性に優れ、感

触のi追いビニールレザーをよ控び、締約ので占質量いI'Kり心地のぬいクッション車構造を持たせ

たQ J'l[、及び'I~もたれはtりれ、匂いなとを仇える保守:'l'ì'J'1!ができるJf!{り外しのできる機i孟

としたの
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ッ，トレ λ ト1'11とや eλ ターfI同構成 後始。曹の噌成

プレー~簿ーアー ム レえ ト ・."，."' II.t it むたれ11ょ構長

γ ームレ λ トのト 6ニタイヤかある 圃~ 時柏田瞬11</Yむた抗を岬民11.心恨む創1ft>

リJ'i6 2 'Iiい.j-の細川I1
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サイドフレーム駒人れ鰯

，、シトリム， f ;"，1]. ~" f :" ト 脅した"..tI亀.. ~"]" -1・ヲ， ，η-'"‘1 ;.を

フ噌トレ λトlv・ム '・4・0レ-1.，..，ア{.t".，..ス。ー.終結}

"fJ''(6 3 '1べ、すの制111':11(水終節}

160 



外形サイズ
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ショ ーティング

{(，C;、Illrn
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bを倫・It納"，心1);(.'.'.((0、0)から( 111....川 5l1li)

'}{ (j 2 JlRlf~合-tlxH術1 ・その他のA-: r.tHJI 

|川伽1.5帥

ItkJlJ t! '1 

ユリア倒IJH~i''1I1~

Fワン紛_k1fr似をノドJ:1lJポンドで抑制

れlフレーム駒材料 I1J パ抑制~阪

成形刀法 I ，f:jf，~J 告をJ~I然 {内旬発然}、 ~'Eì包ffof加1然(外旬発然}

成 l成形lAlI(8.yr.U I 1 -28H::J 

h!c:形材nl[~ り |フレーム11Uj，f，・ 2!j.:lUり

形|修行f刊の書長時j I li~阪 1&ぉ.h14111Î検 01;

駒人れ |サイドフレーム成11;と1，;)8.¥はめ込み成形

It 1仕上げ加11: Iル-$1-υj削、 HI'し鈎切削、サンター仕上げ

|二 I I 1'1勅ならいルー ター

災I偏処JlIl Iポリウレタン処111人ぶj也fuf.1!l生

その1也木事~~-ßII"'I Iフットレスト :)Jltlf~ {\-~x作にノワンWk司令似般消

プレー『グリ・γ ゾ :+ト uタロ))111".

ホイ ールキ vッノ:朴 uクU)J11r. 
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h) m北司5君事のII'J1: 

tv' lllì恥i~OO..、 tRII，i喫行き 400... を僚敬、til;とし 、 .Q li>・Ifliに令わせて、 PIUえぴ IY もた

れの寸法を~世fできる組み合わせ傍迄とした。 ~IllifllJ((は:rH型株とし、キャスター1収

均 HI，，:'~δ を変えることで{11 m'''司繋ができるものとし、 IY むたれは、I'Yあて (IIJQ~を 92' -

115"'主でよ富べる IIJ変傍注とした 膝下からフットレストまでのk占は、:l20..-~00..ま

で.flIi>・Jt)、に合わぜてセ yトできる似をもたせた伺アームレλ トJts占は械t!/Iの200..とし、

毛の形状を 2柑nl.1!iべるものとした内側IlIIには、 !'<J肢がタイヤに引占Jb正れ低いように

ーを1・λカ ト11 ドと呼ばれる合似製側似を泣けた"

J~ L a ). b) によって、本'm言境に閉まれた純{，t~勢の IÎ'J 1:が.i1!bRされた"

z) )~合1'1.の IÎ'J 1'.設計

11 ) J'1flhi，:':，さの統

)'~111Í卜. 卜'1.1.将米の.謀総とし、I'H lhiの lGi さを430l1li 1こ trJé . し 、 WUHIl!川によ司て、:.rJf~ 1ζ

，1， ，'::1'棋の11.b占が変わる'Irのない't'tの良いw.術品1とし、 1 ，に 、 ~ III Î J，~ 1fJI、 I~!I~ J，~II!Iにおけ

る・klL、，:Q:iiaとのi菌作'1'1:をII'JLさせたの

h) 戸'"，トスペース1I、

i' J、レ λ 卜のJI~~を、終的、設備への近f喜一時、耳目減にはらないものそ滋べる織にした.. 

.lll，，，I，¥f辺、プレーキ等の{，tl均等に余分fi'''I[U[がU¥fiいように処J11lをしている"

亨イヤが Fや111に触れないように、ハンドリムの!'!ドにタイヤが収£る嶋4iとし、'l( 

¥'亭%に噌る巾が無い4構成にした。

J~I"隙，1: 代、&..ぴ介護-11が、 hiiGを気にせず移J轄できるように、 f員 1 レームの後Jjへの

il!ir、 J.，トレスト間関係織を設け、足元の・~ImをJにさく ':~けた.

c)小(ulf.dt

'11ね~600... 'I(!主さ970..とし、iJ{いす‘le!lo.J'il;を小さく仰さえたe これに kり劫作、f

U、 l.l、 ;160ro:KiIIlI~rm:北が約φ1350・・となり.J 1 S係祢Killll守!UlJ t.tの 10 "6減をf~} た.. 11本

記Mの750岡知の狭い廊下等の通路の£行、狭いトイレmJlI・tWでもd自治し、 {iJ.!?Jに近t&

できるものには司たの

(:1) t世作I'l.Ii志向上設計

。)耳M+JJtlのII'J1'， 

J栄作ttが良〈、 Q然くならず、冬冷たくない 、 そして干の 11:を峨i以占世る ! のI~I何I~党

にもA厳令したlllillii形状を持つ水製ハンドリムとしたの 1lli111iJf}状の例入の好みに合わぜた紡

))lliL)t {> "IIìfiである。 lìíl給 と後給の設i~鍋iltを "1llfiな限 り鋭い350闘に，~世犯し、ハントリ

ム総作による'Itいすの綻111[[111帳、モーメントを低減させた"

' 1<い唱の後給 'Il備中心をJJ;l...~1 とした常心、I\~ iì'lの ，f:j さは、 1道*の 'I tい 4 が中心よりがJ ト 20
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..1'，加にあるのに対して、ノド・1・ぃ ・ "1.1.、 Il~に壬れよりf.J20.. 1:却にあることを測定によ司

て鯵かめた。その結娘、ハンドリムa:f'Iに止る m心kll寸る(1IIfi;l:'-)ントが、従来より

やや小さく fi..，ているものと忠われる.

介J!lJ-I1か・li~、すそ後ろからJlll寸グリ η/:';~.. 長、 l'iむたれのサイドレームをffi1，:にd結さ

せた*材成形フレーム告書(か.è\~)とし、生fみの fのI\~ii'lをlÆべ、干の使1向感覚にも適合

ð 世た。そのよ百さを1-!i lfiÎから8~0・・とし、\'f."てJlIIしゃ1・いねさとした。

h) fQ:;~~ζ・え IÎ'J 1. 

11hi:による人.'Ii ，rí心II'[ilìl;f. í~・給 I(・ f.'I'心そJ，;il.~ 印、 0) とし、 (-102... +220..) 

を似た.. JJ;(点と ifi心とを車ん，\q((似の、 ";ll.~を)Jfi ゐ 'fql'(舗からの何lW'lræo は I a 11-' 0 = 

0.46 (24.7の)となる内この{III立は 1I・λ クー II!・助作の11円安とはるか、様微の・I(いすの

それの怖が'J0.6 (31. O'・H'mrと比絞し、やや小占〈俗、ており、キャスター 1'.lf動作を経

くしている。市仙のわHYtlよ、隙'，lf 11のパノン λ機Ij~にfTわ世、ゼに liíJJj li，)Iζ泌物できる締

法にな司ている"介助11が行うF竜江1あげのための f ヴピングレバーは必.wに応じてサイ ド

フレームの後:".i¥にセットできるものとした"

カーペット、 ftみ~;の再U~Jのためには、世イヤ1 J:)J~ ，n，めることと、 .i量~l lllimを小さく

する・Jfが必'~である。そのために、すイヤ高官の以:いw俗、ソリット世イプのゴムff.の向い

キ vスターになっている"

(' )グン，{-1'tl;，l_l: 

タンパ-11に対してこれとい『た科目11のぬ!1D.1.lしていはいが、本軍司化により、金属より

弾性力が噌し、自町唱震の吸収れは向上していると服mできる。また、市や:茨n士事の媛触する

ことが多いので、 '~昨~触の~いフヲトレストには 1，~JRlのHにゴムを~き、街明院を柔ら、

傷を与えない工夫をした.

d)様作f在点II'J1'， 

'j(いすへ鯵乗の際、干の 4とえとして利JIJ 喧る 111の~いアームレストには、特に支え易い

形状を考慮したものと、そうで伝いむのの 2 f唱仰の形状HlI rtし、隊~1: 'nの要求iこ合わせ

られる~えを待たせた また修京自身、 ~W'11、介各種行の1Ilが rllhになるように足Ji;の宅情l

ををけ、片足走行も n1(:匙にした"

プレーキグリ 'yプを木製とし、ハントリムと h・l憾に、干の1をf何感覚に慢しいf審点を与え

たのその形状は好みや 、 Fの撚m~に合わt! ~.ll:IJにit:文で占るものとした内

(~) 粍~性1;') I:'&，fト

a) m納t(:

'I'i も たれ織がlìíjに lJr り)，ï:め、 w紛が外 U る術iL とし 、 Hq~ 寸法そ小さくさせ収納性への

配慮をしたの』佐川'I!の トサンクへの然・1産む"1化であるが、，，， η)1'(みから然械、降ろして組
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み収てまで介助nの協力を必'1fとする

h)料品t化

無駄のない織成、、wミとし、夜九t化につとめた. 比if(の侭い比強JQ:の向いふ"の~IIIあ

るいはソレーム断Ilo寸法の鎗小で撃が必要である"

:r.J k.1J/.f1..li'J 1:投3十

a) -(メ ージ向上

l、ÌI付の:~!\、「凋J[ともj調合するl.t形材の*'Ctを'1.かしたイン r リ ・1 1'1 のかは形状、 '((h章、

色彩とした刷色彩1.1.、長Ihiの{窃が1Iなたはい木材のポJ也色とした

N1t.~のJ.l llliの 1・ 'iU り材料は、好みに合わぜよE択でき、}j'ii)の変化にLぷじ C~いがで与る

JNりnA.IIH危な術必とした吟

『ャ λター、 iを輸に水製ホイールキャップを取りH't、健槻((1f.i.イメ ジ号制めた内こ

れらのJfH.I¥、色彩は{胸人の好みに合わせられるものである 4・

( 2)例目1)のJ-t休寸法・要求への飽l0.点

{掛，)1，の身体附'，'[nの身体寸法に合わせて泌える時・えJjl".l.、t1 3 (5)にその咋えJjの

1I11t，'，'，¥がuられている"乙の'J:.i'li.r:デルはそれをさらに:íð}J~させた符えJj;f~..， ている 1

{例日1)の袋;1(に応える配慮の対象は、概念段3トのfl'l ll のうら姥II~似1.~ に )Y)噌る1ft1)、抹1'1'

I'U.:I制するf(1[]があげられる I'l!.似保持に関するJtHlとして、峨lllIf湖恥いIf1:.~IIIÎ興行主

.Jtli、帰lllIf'!1在、 Ifもたれおさと'I.fもたれflJl夜、島幸 FからフヲトレストまでのIH'(勝ド

I之さ}、アームレスト苅さとその形状があげられる 棟約作自主にIIIHる1ft11として、鈴給

の伐と 巾舗似i司、キャスター伐と股りfNf.H7t、プレーキ民さと似り f・IIt{世間があげられ

る.

これらの寸法の設定には、現{{レディーメード・オーダーメードで製作された，)(い寸が

との狗111:の寸法のねを符つのか匁1る必要があゥた内この研1tに先収ら、 1982{fに、 flhfirli

内でJI.ut-1')の市いすをぬ文製作している企業が、約3カ1111II、 A グ に).e;A.興作した

，)(い寸の・1・訟を消イをした崎努勢保持の厳後な子供を除いた~人までの・)'t);f 9 ，c:. ，))(小し、

1'~!lII~前側、w'11，i!lHi き、 1fもたれおさ、アームレスト内占、際ドj主占の 51(1)1 ;を求めたm

その結*、災6 3の主主-*をuた。サンプル敬は90であ勺たのこの紡瓜から分かるように、

J<Klhi術劇:400m..J'KI(o奥行:400....-Ifもたれ向さ :400・愉.アームレス卜 1173占:200剛、 I路

ト J~ 占・ 360剛.が .m多い寸法であり、 J I S .t， 1則禁物 ' I (い司、J'f)，に~II 、'í唱ることが分か

る ω 仰は、lJ.IJ.'20・m~qみで卦Hぶしている。
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ぷ6 3 1を仰の4・ー グー.tf1、 ， 
~$寸法劫[1 I ・It)、(..)

1 ・ ー一一」
略而繍紙 百 450(1屯)、 440(1電)、倒(側、 400(58的、 380(l9~) 、 360(9~~

340(2耳)、 320(1電) x 392 1 (/ -21. 4 

路面奥行 11仰九)、 420(側、 4附 7札 38制札 360(7¥)、

340( 1屯)、 320(1亀) x幽 395.8(/ 19.3 

1fむたれ高 I 仰側、 4附8\)、 3似仇)、 36附札制I~)
320(1電). 300(3') x -386.9 (/ 24，9 

アームレスト高I230( 1札 220(則、 2州側、 1州側、 160(2')、

150(2~) x 194，9 (/ -28.7 

!段下長 I 400(側、 380(側、 360(3側、 3附 i札制(14草〉

300(3¥) x -349.3 ()・ 21.7 

1)'ンノル敏 :n円 90 x 、ド灼例 。:機微偏差

(1) .I'IH立保持に|刻するffH)

a)般lliit縄県昔、tih

成形合板による姥僚と)'1¥仇:1年敏、 IYもたれ似と r'?もたれ保仙普託、 'Ifもたれ償フレームの

各々の倹寸法のpI変、キャスタ・・t.1I繊フレ ム&.ぴ後紛~IS微 J レーム寸法の "1変で応える。

1前l例えば大(40011.)、 r)'(380..)、，)、(360・・)の 3持JíH:m~占せる. この寸法は J 1 S 

m定寸法のー告書でもある

b) ~而奥行き寸法

成形合仮によるI'l仮の綴似とl'IH，~f.t!J.Y似の縦似のuI~&.ぴ取り f-ttt(i'r.I7tの調型車で応える。

雌板の寸法を、'il而例えば大(400..).')'(380..). 1)、(360・・〉の31事鎖をJIl怠する。

c)路而JIJJ[

t軍司区的伝 3J在を年海にセ ヲトし、土20・・の，;司令絡をt.~つキャス 9 ーの事鮪取り付け鰐の

1.~i7tの変.!Ii、あるいはキャスター伎の~'!!に k り lJ~じする。

d) -Ifむたれおさと背もたれf'JJ笠

-If もたれ苅さはf.tJ~合敏によるIYむたれ相x&ぴIYもたれ保持叙のi限り付け{.I債を変え、

例えば尚 (400・m). 中(380...). 世~(360附}の 3('Ilnを"Htとするの

-Ifもたれ角度は、 III!述の通り92Hl:-IlSH!:占での1mをセットで占る。

c)膝下長さ

サイドフレームのhl仰のカット寸法によりセットで占るn ，'fjt'f "I1i~軍f.iVjjは lìíj述の通り

320畑 -400l1liである。

戸
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f)アームレスト尚さとその形状

アームレスト局さは J1 Sでは向(220・・〉、中(200..)，低(190・・)とmJieされているが、

特別の.，~:.，が無い限り 200..で統 ーする z その形状は、修爆の rmかりをfl1t私的にらえる

ものと、そうでない物の2械類ffLiまする。

00 t豊作t't能に閲する羽n
日)後紛のf干と巾微Fl.i1t

bをf':f'fを 22インチ、 2'1インチの2f電煩が取りHけられるものとする.'Ii舗{似内l;t、

i屯給取りHlj却に1'1.さのNなるスぺーサーをHJ.なさせることで応える。

b) キャスターnと J~ り Hけ{立町

t ，.スター1'HtJISではゆ 125回 ，o 150・風骨 180闘が)IJ怠されているの特別の '~)院が

無い限り φ150・mに統・する。I絞り付け似般は±印刷までnI笈で書る(liil述}。

c) プレーキ長さとJ~ り HIHiiü

ブレーキレパ四の長さを長めにして置き、~'，II-/1の選者〈に合わ U る伶取り付け(，):(i'tI;t，)~ 

ノド的に変える必~Iま無いが、特別に変えることもある。

以 1・;(1)、ωによる織成概念、を関 6-2にまとめて示す。
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"r" 

^ I~d，il輯舗 100、380.360 

11 1~1'，í~耳打 400. 380、360

じ IYもたれぬ3 100、380.3GO 

1) 'IYむたれ1'110. 92‘115 

I~ A~ n長占 320-400 

" '1-1.レλ ト内 200にIMiと

(; 1者給幡町A'γ"吻ト愉とi主将外JI.'凋t:I

11 ・Irλ ター"のl川町と外11.)，)'怖

l プレー1レパ 』主占凋幣

~X16 2 f州))11のJ..tH，.j・訟法iボへの対応
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6 a J~がI時の'1\いす1:業界の:だwと木村を I; ;ti材とした*いす l 定化のよun

Jl!.(正の 4l!が 1 "1の‘liいすr.~wの実情1:1、 JI-H司法人 (Jfj.・It庁、1i桜興協会による町HII62

:'''Q*~' -.Jの 'I:，fl. '疏通実態調交綴~;.~・ o・"にその実情がI~I らかに与れている. また、

JH"隙¥1.'nのk'llJのな均から、 'Iiいすの情報の遅れをnつ埼!.U:地lilAWの'Itいす ftllt11の

:I.!般の 鴻を調べたものとして、 rft.ffの報告1咋である文歯止 (C8)がある.

ζζで l品、これらの文献をもとに、成犯の-fl!がl叫の 'I(~ 、 4・ 1 ~~干の 'J.!:仰に勺いて触れる

ととむに、この実態を燃まえはがら、本事~'I\い寸を1:業化にねひ1・l けるためのぷ:mについ

て論じる.. 

( 1 ) l-ti;.~'.rl l1の実態

1I{1利(i211・I({のJ't'j;_'tiの凋/itC15tによれば今川の身体隊1略行政は2、"I 3、000

人とIf~ít占れそのが:)61閉が肢体不nrll{1であるのそのう句 60級以 LのJ-t i;.隊'， 11111よし

:1!J"、000人で全体の 57， 7%を占める。"jf.級別状悦でI.t1 、 2~の 'f(いJ~，本 Fq;lJ

111よU23、000人で38，3%を，Iiめ、その割合は揃rJlfIしている"

肢体ィ、 (111111の隊~I:-のJJ;!I.刈は 68%が疾病で、・11放によるr，-I.t 2 ". ;， ''61ζ俗、ている"

FJRYの府mil孟、}民Ihl~・7隙湾、 m則節疾忠、リ A ウ'< f-fU矢jぷ等、 1~- ，，，:，，nJ船 11の佼泌が~<、

'h般によるf'tl!前111偽、あるいはfB生時虹jf努に似I刈する脳性マ し、。紛糾.小児マし 1，1.1刺合が

少ない創 これを~ても尚齢{1のおめる対合の多さがPP.島幸される "

11'1~;'U，r.でかI らかの介助を必要とする-Xil孟全体の ~J "b-2 0%とは司ている lは介Jl}J

111，1.配偶打、 Fども~の京僚がが~8舗を占めており、;ま肢の支~に傾る 11....の 1~11II，のす.も

必れか炎れている.

JH;.ro~': 11でまuしているむのは701、000人で守:1'"の2!) ~o と収、ており、 "'UII

55 年のl1Hfより 3. 3%仮下して~り、 F章常{1の~隊化と ~ruQ化によると解釈占れてい

る.

(2) JJJ.(F.の-fl!がl叫の'Iiいす仁業界の実情

-Q，-t-陣~，I: nの約 'I~敏が高齢{1で，11められるようになり、その'I~J~がとんとんt科している

JJJ.(.: 、 'I!い唱の;沼 '~I立納大しつつある。また、 'tきがい、 n~~JAIの機rofí!J と'の 113 よりに

L り、スポーツ件、ファ y シ司ン1'1:のある品ttの，f1iぃOJ(い唱への ~/，j'J~が，flj ま司ている。そ

うした線組の小、現イEの-fl!が開の'llいす工業会の'.Mt，'1は先の文献'/)11'の，測1t戸田タを'jl

111するとドitt!のi通り織犯』できるの

(1) 'I(いすの'I;})(状況

IItWlu 2"I'JO:の険防で、全I hlでが~3 0 ~11.の企業によ 勺て{I'.IIII f'助'I(いす約 10"、()
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00{i、 i{ty.b'liい寸f16、OOOfi'l:PT:されている。

F動・巨いすのレ戸ィーメイト・ ;01'-'1ーメ fドの'1， r1rJじ1111令1+のがHOパーセントで

あり、伐りはt票権現ml~~で .'i められる。 ぬ徐行のための 'I(いすの~くは.tf1V'.l!l絡品と指定

される 往来像持は子OJ.b'Ilい寸では、 11S!\M:の後俗~動mの比ょががが'180 "6とその大

節分を占め、片手駆動有~.官約4 ・介助柄、 'Îí/総司Ii+.h柄、リ守 I -fーング明がそれぞれ数%

のJt>f.:にな今ている"

1..1憾に冠動 'Iiいすのレ r~ ー メイド・，j - lf ー メイドの'1'，斤Jl;Jf，lはがJ7!'6とかはり侭い

が、 卜上.卜

" " 06品、 Ióに，R』商~-I1I;'J けにfIられたtfr宇イ fの線物燃?:f'.トfTむその他が52.6を，Iiめるの

事由:H人状況111'動'ftい草で紛:1¥が2、a0 () fi、愉人が 15、000fiにな勺ており、

全体の 1706をl';めている"

(2) 1t:l起の慨嘆

'1:.1'1f状況から、 中Lあたりの{1:IIIl'IJl.fitJ(はが.)3、"00介、lIJ1l(1り7Zï'ì~はが:1300

f?になる。しかし、 ・ ~I で JI J!T: tl Hì 、 "1'liIlt~ )j・fì'ur している J ーカーがあり、その多

くはJI沌 100 fiに泌たないメー1I-1'-主司て'1.r1r'占れていると解釈される。

その企業の多くは資本金5、00()}J ['1以ドの '1"1、~~である 3 また、・Itいすのみを製

作している企業は少なく、その他のk.lld，リハピリ槻?:l匂 l~;;r品 11 を符つ Ilfが多いが、年間

総光 tは 101官1'1に泌たはい企業が、l二't'i以1:.-i:，ljめる.

多品種少f量生産で、~-fj災備はプレスで干の :金k~加 r.照憾、切n~:; f.tf路線、ろう付け、

I'ilr聖士事筏合設備、及び、シート'rの縫製.!-l:tiiの保(j引がぬく、内作J転が53い内 j ヲキ、熱

処F里、主主鍛i圭で事はほとんど外ぬとはられる. 勺然はがら~H加u:ぷt備は符たない。

3) 公的給付制1症による'Iiい寸交鉛状況

手動'Iiい寸&.ひ7lt量b・liいすI;t.、 J-tl+隊'，I}r.畑仕弘、見1術品H止法、労働災WIi&償保険法、

1'!'1:1f.・命保険法、戦{説先~・ l'J特別va革法な ど(1;/ 1tに J.\づく 1~1の~.合制限があり、総VJ要の大

きなウエートを占める i湖l'i結集によればこれらh.lllW、で?による公的給付制限対象放は、

総'tA台数に占めるm合として F劫'Iiい4が 36、.6"11、'，tt効'Iiいすが 27.2"6になってい

るn 全体に低い水幣にある"

い) 'Iï いす(1困.m投~

r動，1\いすの公的1VJJ&:.(rl6~告はがH~)i-IOhI' Jの事lWtlにあり、 1也の71mJU と IIì!織に取引

されている欧米の約 1/2剥である")Jバ:nUiを'unしている引いすr::集会では大手に

品"“ρo 
l
 



入品 j - /J では、 t5品の~'tfl.による傑祢化、 C^[) による 4 グー小い司の附Ifli化十字

がIrわれ、公的助成のf轟絡設定事E聞に収める限界まで切りi1.1めt-/J;t(必0¥減、 4ヨ符i化、 gfustls

nfヒがl，1Nl的に行はわれている。月産50Ü レベルの小企世侠'I.JItの1i'Zで I~、この j h 

ーの'I:JIt寸る$品を取り寄せて組み立てをHぅ'JJが多い

"*では悩怖が侭〈仰さえ られ、自rh~を済の』守外にあると解釈される。、'í然ながら欧米

の織に・" .，シ Hナブル江rrのtfEい1ftいすを'1:床、情人できる尽.1(11:-あるとは:1'えないnm
険的にfI\'r.につはがる jû !1やßí訴を好みに応じて遊び、取りWt!、健常おと 11'11~/.i'U，r;~

r 1分の))でれlilJf・る欧米の丹えんそ学ぶ時が米ていると解釈される"

<:3>本申書・Itいす工業化のぷ題

。'1戸UU'il(1I

木製 '11 いすをr.~的に製品化するには、木村の入干、水HJm 1・と 11・ l'.げ、制lみ似て~l徳1

匂\~， tt>長の'I'}H主~Iに)nlえねばならないの (2 )でぶしたように、 .IJi.(I，の伐が!同の・Ilい

4 r~の'ノ~Wのドでは、それを只体化するには抗mのリスヲが大きくれ術的に餓しいと解

釈されるのそのために、水製綿品を木材成形メーカーからJIl(η1'.H!、。f(いす'1'.Jlhnが*11み

¥Zて製，lJ，化寸ることが現実的な手法と号えられる。

lðt/f~{\-依H錦Iを月lいて京H~を生fl.しているメーカーは令I"I((~に少は L 、“ If(いずは、 Ai

終的にJ!l'，'1nとのJ喪点になっ 1ftいすメーカーが*'lみなて、 J司令を行うので、.1\材1~I~j -

IJ -1.1. .1\W&:lf~e匹dl，の'1.版、 ota合者の{i't.inになっ すなわ旬、成Jf~~依メ カー独1'1で.f(

い司を術品化するには、 F取得 nとの綬点のある~(いすの匁loL'Iとフ守口ーのできる人材が小.

IIf欠であり、現状では鰍めてま量しい状況にあると忽われる 従『て、・誌はなと術品安rm
けていたメーカーでは21の進まはい{I;'Jiになる また、次t¥のよう 1，'、{舗倫子'I，JIrのnm
に』むしてセヲトする・ffができるはらばともかく、 (2)て示したように 11ぶではいかに付

加価仙のおい・f[いすでも ItIi絡が仰さえられる 'Irl卓司l きらかであり、ノトUJ&:If~メーカーは、

成形から{I;1. cf加仁まで、'1.1産コストの低減そ求められる，そのため、成IfW~の{I・ 1'.げ加

にではずÎ)J化の1.\に、 ~C ルーター等の自動担l?:iの ttlll等、機線化が.ø、穏とされる . Ij、

/J 、 J- ラ、カパで宇 'Itいすに1司いるぷ材の入手がl場内はもちろん1"1外からもlt~.i'l同線には

りつつあると，?われているn 、ti然It.fl.コストはrEくはゥていくものと綿花される.. 

併を)IJいたI&:I~木材都品と;{弓ても、。位板のl事さの紛1町立I誌初からぱらつきがあり、 f在

ηJnllr:でも引の1惨状の~将でR$と 1向車~:':t~で、W;のばらつ与が11\るので、例えばノレ ー J、

材の必~~I'/. さ ~O聞に長j し、J/X.)診後の1・t さは30 土1. 0剛.f'M立の制服の耐，1I.t I'fえなければはら

はい州合同と比較し布，'11!rが・邸くなる'Jrは避け られはいのまた穴Jmr.で干の相翼線加1r.t内Ifn上

O.5n の~I~ ~是々えなければならない仰そのため、て住民郎11A とノ"MI&:)fH;~，'，，'， との~Ilみ合わせ
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一、.，-

のJ:}合、.ffiI正にその制度のi市い吟 11& う於A、J占，r~1)ら長められる 。 また、組み立て作業では、

f主婦の加工粉が水型連絡，Il，のlUIIに付ηし偽をつけるlhの無いように、.1¥Hl.Ilf.、組み立て

ゆJfIの作業空間を必要とする.

以上の通り、木村をJIJいた'ftい寸会 r匁化にJt.t合るには'Lfl;l'査術前iに、多くの隙F告が存

(fすることが明らかになっている.

α:) 'f，fl.コストIIO

乃Ufの設がl"lの'11いすI11偽l卓、 f"幼'I!いすが7-!l }jfIJ、ilt+b・1Iいすが33万円になっ

ている。ぷ製1ftいすの価絡は、メ カ 止の'IAむfルの倹Jれ '般的u.nの怠見を通じ

て、 nt動TlIいすを必えないfc!i絡にセットされる'11が般的に;vrhえさせる疏通条件との判断

にな勺た。このf孤-!X;&)ioの事i:iV1Iでoj(いJをr:'Il((~ に'j..J'r. IIHI8とする'1:Yl1条件を設定しなけ

ればならない。さらに公((~lVJI&:~III~の対象にはるこ とが求められる。

(:1) J I Sに定められた燃能、強Hlo試験

工業化の条例ーとして JI Sに定められた'Iiい4・微能以験、強l史試験を行い、基裕を泌た

さねばならないco・引の働能試験に 1.1.、 'It給，~Wt試験、ブレ f制勧告t験、走行及び蛇行

試験、ハンドリム振れ試験がある 1 句iH!以験には嶋1((がiirl試験、.t./衡慢性試験、ClfE給強

l変試験があるの今るをそれを行う j'"主にしている。

(4) 1をm対象者

現夜、及びこれからの隊~l.:J1の僧成、 'Itいすのオーダーの状況から、 mぬ41を使用対象

nとし、その寸法11:織を大、中、小の 3nw:とすることは、:芯~の観点からも~~量得てい

ると・附断される. J 1 S に定められた'I'~'I!いすのパリエーシ n ンを持つ引が守ましいと

'Sわれる。

'TU愛の、そしてF別立保持の条件を例々に~わぜなければはらはいw~.r，は、~、及びl'i

もたれの形状をその人に合わせ、樹脂に k る{;-ルド成1診をさせ、それを~、及び1'i もた

れの保持仮に載せる形式が.)Jえられる。JJ/.(F.このi行えにJ'f.勺た研究がIlflま『ているが4凪 a

¥各$の調節係i定を十年たぜた、ここで込めている '11いすとは燃はった形のものになるも

のと推測される。
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6 " r・J.'}It fl.hX.収のための:淀川化'liいすの11:線、 4構成条件

本節では、ノ"HをI:Æ材とした 'Iiいすの℃ム量生広成立のための~I[条例をぷし、 IJ.1'1".に

J!IIしたJIlいすの11・線、綿成条件を明篠にする.そのために、 6 2 で投与tされた観念.;tl:~十

に.tHぶした'Itいすの11:械を飲まえ、告事品の持頒とその加工法、 111二げん;11，、制lみなて!ji);

t卒、 ' I(い 4 を 1.1i的 4こ'urさせるための~Ir条件を求めた。

( 1 ) I~n;羽IHのJAI r 

I~n~~似H..UIによるhX.形旬材のr.業化のための住民条例:についてド記にぷす。

(1) 成11~0似材料のよ握択

Illè:lf~~依の材料 I;I.}{，1IiI1I材料、心JIJ材料、 f審 .• t(剤に大別される。

“) I('(II川材料

I(lfIiIfJ_'，tn1;1. !<，IIIをた化するねに、ジャカラング、 uーズウッド、 Pーク、 ，，*/1--

匂1の愉人材、ケヤキ、ナラ、タモ、セン等の水IJ のkしい 0.1 -0.2酬の縛似を、1~lf~ され

た心材の }<"IÎ にIl.'i る 'Jiに丹iいられる川."。必~な郎{屯に行うものであり 、 ノド，1\いずでは、

ハンドリムとアームレス卜の迎いを特に高齢の隙'，'U1に解らぜるために、アームレストに

似ることが~えられる。

b) ，心IIJH:fヰ

心川材料に1;1.広島E樹であるプナ、ホオ、カツラ、少手、カパ、むン等が 1:に111いられるe

依l引は過?古O.8. 1. 1. 2. 1. 5. 2..が多く丹iいられる川・.， 

プ}~ I At. ) は守:1同の深111 に分-Ilí し、fÃ!;'i紛rl'~見UIj\が厳む~ぃ. Hはやや級機、，[(げで

あるが仇いがIn易い。hX.~適性としては狂いが出羽いものの、Itr.nがU< 、 11I1'fM< 、

強I[が，\'ljい士事の利点を符ら、代表的にmいられている倫ホオ川H ・ t立、 ~I時のIIIlmの肥沃

地にQ，られるがf置は少ない。鈎旬、級審、やや経軟で!Eいが少はい。hX.11~Jðn としては欠

点は無いが特に通した材れとは3えない中川Iさを持つ.カツノ川H ・I;l.1:IJo1に分(tjし、 事t

~で41 いが少なく加I r:しやすい。成形適性はホオと I.. Jじである。)，・...， 1;1.守:IJo1の深1"

に分I¥iし、 fナとJ長に代表的な材料である。材l耐が重J切は!議触があり、虫歯1((が高〈、特に

1~r1rS.iJUl1が1ミ'(lでジャパーーズオークとして好まれたが、近年人予が費量しくは司た n hX.形

材としては強11tが傾れている特徴を持つ。 カパI;I. ~t海道、本州J~'I'怖にぬくう}'M し、 IULII

は鰍'Mで、材はやや刑事で強切であるの jJJ1誌似の小で1;1.1注'(!で欠点力《少はい..成II.~i趨tI.と

しては1t~"'11'1.、強1庄が強いなどの特徴を持ち、Ji;く)IJいられている“セン，..・， 1;1.ハリド

リとも ，?われる"全Ihlに分布し伎にがlがある。hX.1杉通刊.としては小1，1;である“

。 Itいすの材料としては、経〈強い rlH奇 Fの梨ボか ら、 1~I~j血性のほか、 Jt，f(が世~<、悦i

J([の惨い物F目的、))'，:((.)性質を持ち人予備絡が与1いものが守1まれる " 水材 1:ψI.'i'~~'."， 
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からがI述の材料の物用、 JJ学的れれを'jIJIlし燃Jl~するとド災 G 3の通りにむる。

1<6 :i 物J'~、 Jr"f的性τI

Ll~~ I助げヤング係放 綴引係強さ 総II'~強さ

10' Ykg!c・' klt/c・' kR/c.' 

-140 -1600 -560 -1250 -160 

- 80 -1400 -450 - 900 -125 

-100 -1120 500 - 900 -100 

-125 1100 -560 -1250 -125 

-140 -1600 -630 -1250 -160 

セン 1-0.5 -100 -1120 -500 - 900 - 90 

この炎からJ'I!解されるようにプゾ、オムカパのグルー/と、ホオ、カツラ、センのグ

ループに大別できる。liil.(;'1;1.比'f(I幻い、が強1((に侮れ、修行flHt，T(Iまw.;い反而、強度は!Iij

nより低いl'H'H:持つ内縦引11A強Hl:/lt ，f( <Jt強度〉安比較すると、ホオーが-1書『1Eく、l'A

にブナ、カパ、カツラとなり、ゾサ、 t，ンがやや低い。プ Y旬、 7 ラ、カパが成J~適正に優

れ、ホオ、カツラ、センがややそれより成II~泊料.が劣る・h、ブ F、カパが人1"しやすい引

はど総合的に符え合わせると、プJ、1Jパが'In、すに.idした係徴的な材料と凡なせる。ナ

ラは、高級なイメージをうえるので、 lol!JIIt1のりみに合わせ材料選釈ができる生苑条件に

すべきと考えられる。

c ) t妻符材料

尿ぷ系樹脂媛持剤、フ z ノール樹脂1t~V;剤、Iff同をどーール鋭的t奮.rr".~撃がht形合4使用の

I:t.正t安.rr".であるが、ユリア-:tflni系紛O1iltnt聞がItm1-.が良〈 一般的にIIJいられている

川刊 しかし硬化後、ガサス'l1とはり、従~I I.I;I.必l'睡合令刃物ではいとllrtできない欠点.

をもっ。試作にJIlいた集成材に111 いられるJ}(tt ビニールウレ 9 ン系機~"(m む g可能性を持ゥ

ている。

(の 成形著書と司IいすhX.形飾品

生産モデルのhX.形織品の矯I~は閃 6 3にぷ唱 i極り、 a)サイドフレーム/i..ti b) I'l 

保持鮫 c)賂板 d) ffもたれ依 c) IYもたれiJl!f.Y依 r) ./yもたれフレーム g) 

lfもたれ.i!ll結フレーム h)アームレストノピイi i)ハンドリムホイI j)フットレスト

フレーム左布となる。JlI!側板、 フットレλト依は、 Ili阪の合板を加lじするの

a)サイドフレームλ:..{i (a 1， a 2. a 3. u 4) 

サイドフレーム/.:.{.iはLv l， f~J~とする，、 2~取りとして成形する"サイドフ レ ー ムの

部(a 2) が閉じたm状を持つので、あらかじめク u ーズ~II分を、r分に分別した U~;jk
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記f;' 抗体

b Jtrtn .. 合肱

< 1If!l>t 合h

rl 11thたれh Ú~ 

• I ITむたれrl'll匝 合桜

f 1 IYむたれ7"-ム '，V， 

。， H.IJ l1結フレーム 1. V 1. 

h 11ームレλト I.V 1. 

， "、ントリム しVし

j 1.'ヲトレλ争仲 1. V 1. 

-， (ン 11 .1，，( シ~..t~1

.1-，，4;.・-- ，.‘~~i 

..瞳
組員置

峰崎・ 3政勘da

峰崎・ 31X尚rr，j f. ，.!と，>，nl

2ぷ11竃崎 yとソィシガー;)1・I，， ~."'I 

~"向 rレ λ
It雌

6本 13分別 -11舗 JイシH・;)'1(:;......1.1納

2ぷ 12分1!1-:1 んが'j.fレλ

7 (ノ11-'/ .， (ントd豊川

閃6-3 Itlè:}f~:'il!.'.i.の術Itlè:と明
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の成mを行い、フィンガージ，ィントで仰れを必然し、それと上フレーム (a1)と Fフ

レーム (a3) 及び駒 (a~) ~I..}I_~ に総anlttlf~引で成形し、サイドフレームを成形する。

従 q てこのサイドフレーム*8M.の成形，-，.1、クローズ節分の成形明と、サイドフレームの

・体成形唱の2樋貴誌が必要にはる.クtI ^t.1Iの成If~l.1、潮崎'による 3 方向プレス成形と

はり、フレーム成形はani童相になる.i産11の柳ーをリ1"6-3に示す。

b) I't!保持仮

PIH主保持鮫は二1J.: 11I1I1，iで合歓成Ir~止してIttlf~ 4・ る。鮒Mt~とする.

c) I't!似

陶板li合敏成形とする。先泌が1111が司たM般にな『ており、 Ittl例年Ji前れが生じるため

に両サイド 11t!がうた郎総有望でItlè:}f~ し、 J Î'llõを鵡とす1m;をJ~ る"

d)背もたれ仮

l'fもたれ仮li終い プ主次IUlllûをr，P;、令指X}.此}f~ として11lè;lf~するのかlれが人る可能性があり、

必~'H去より大サイズの依Itlè:}f~が，iY，.、'J，tiにはる伶飢餓烈とするの

c) nもたれ保持似

-I'fもたれ保持依は-I'fもたれ似と I..}しである.. 

r ) -I'fもたれフレーム

LVし成形で2ノド取りとするo V 慢の成}f~後、Ji'r1，iをffrと -4 "餓t量時?とする。

日) 'l'r もたれ辿t~フレーム

LVL成形でコの下剤慢の制捜による 3/ili'l /'レス引による。

h)アームレストだお

2 本取りとする。 LVL成形とし、 uan~とする.

i )ハンドリムJr.右

給形状を3分割{内flJ1 201聖}し、 1.V LItle:形で6本取りする.

j )フットレス トフレーム

LVL成形で、コの下剤慢の刻慢による 3Ijli.， /'レスItlè:JI~ とし、フィンガーヅ河イントで

.if給する。 2本取りとする。

(3) ~帯成と仕上げJAI工

<< )織成

成形のみでは都品として成立せず、 l氏J移材の制lみなてによる4構成f'ißI~11Jは 'I?もたれ怖とハ

ンドリムである。背もたれ仰は'，'~もたれフレーム( r )、 IYもたれ述紡フレーム(日〉、

i''fもたれ保持仮(c )をえl!給することで情成するのフレームm": ( r. J() liフィンガー

ツョイントで嶋み合わせ般i't川で健介し、 t'fもたれ保持似(c) l:t.illい入れ織ぎでフレー
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可 ，..-

ムに，~し込み、彼.m刊でII.J定 J・る。 ハンドリム( i )は 12 0 JQ 11¥1.lに成形された却材を

フィンガーグョイントで-nll，:に輸み合わぜ tt れmでtt~する内

b)(I:l:げJII[ 

成形、あるいは述結綿成後、 fl:Ilf加J:を行う。 1惨状の11:.1:げは切削加℃、研削}JIてに

よる。切ntIJJJ1:はルータ一、(1動はらいルーター、 NÇ ルーター、ロク口、手~~宇で研m

JJlJ工はベルトサンダー、ペーパ-'1;で行う.ハンドリムt品、(10thならいルーヂ一、 NC，I" 

-9一、あるいはロクロJJlII:で行う。 Jよみ的にはNCルーターが 圃般的で，1'.械である。

〈月〉 書提袋

a)検終点地の調鞍

サンディングによるも*1だちの除}~、加工 1 1 の除}-;、I'fIMによる後~"I樹加の除lミ、書室料

の吸い込みを澄ける鈴て検り(ウッドシ ノ四}、}(，I，iに現れた.il1mLので11止め(ウッ

ドシーラー)等が施 される。

b)徐1占

水製'1主将}子に応Jtjする申告:!をはドJGの倹~が4課徴((~と)JJ.われる 。

.み;地色書室袋

水材の&をそのままぷ1.JI.する冷淡で、 fi&~.6íSさない透明倹料で仕上げる。冷料として

ポリウレタン樹脂命科その他+般'*f，fJlj透明F食料をJIJいる. r.j、カパ、ブナに適するの .

・白木喜在袋

内木の色そのままに仕上げる冷災で、変形燃純化峨アミノアルキド樹脂棋聖料を用いる。

ナラ、セン等に適合する。

. Ji色需産装

高級材に似た色にお色するか、水材の色をn色f刊で強調唱る冷3をで、司陸将または額料の

j'(色剤、 ー般木材m透明君主れをIIIいる.-Jラ、カパ、プFに.i8する.但し、試作、使m
:r価結果から、 .(i色は1&がUJ7.つことから遜けることが無貴重と判断される。

(2)その他の木製織品のJJlll:

'11いすを織成するそのほかの水製r.~I''''Jとして、プレー干グリップ、キャスターホイ『ル

キャップ、後給ホイ ールキャップがある"それぞれぶ r.綻然、あるいはロクロ綴織で加工

する。木材の縄怒iIま、成I~書ß.f，fと 1，，1 じHf1司~IIJ い ることを総本とする。冷淡l立成}修告官材に

合わせる。合成部品との組み合わせから取り千1tt:':6の加11・MI史を tげなければならはい。
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(3 )金属部品の加1[. 

'I(いすを織成する金属$材は肉6 11に示すようにキャスター取り付け郎と、後給取り

付け郎、 -I?もたれフレーム取り千jけ郎、フットレスと取り付け郎となる。キャスター及び

後輸は市販製品の餓人による。

(1) キャスタ四取り付け鮒i

('l{f.[ul骨、燃織を内宮をしたキャスター保持拘iと成形フレームへの取り付け郎、両キャスタ

ーを.iill給するパイプフレームからなるのアルミのi";H妻4荷造で織成する。ョ提I而処J1Jlliアルマ

イト処J11!で.. 'f~色する。

(2) 後給取りHけ剖l

後給を取り外しのできる紬保持古tlと両愉を主Jj給するパイプフレーム、及び、サイドフレ

ームへのi収η{、fけ昔日からなる。アルミの滋媛4荷造で綿l氏する。 "&1偏処穫はアルマイト処理

でJt色する。

(ゆ背もたれフレーム主Jl*o'i告tl

サイドフレームと背もたれフレームを述給する部品で SUS板材の機後備造による。材

質はSUS304である。

ゆ フットレス卜取りHけ昔日

サイドフレーム先制にボックス明金属矩j彰板をはめ、そこにフットレスト織の阿転微械

をもっフットレスト板保持部を述給する。アルミの均年陵情造による。

( 11 ) ~.民り加1工

I'~のクッションのI止も 'T1要な役割は、節句者tl.!官庁部・大転子後節外側而の正予約の予防

と Jわれ、~圧の分散織能を持たせる 'JJが必:&'とされている。そのために度の娘り加工は、

次の織に行う。姥仮にru桜圧力分散性能の向いウレタンフォーム、あるいはテンパーフ才

一ムを鮎り、その上に上張りをするhi:去もあるが、ここでは圧力の分散機絡に優れる抑カ

憾の強いシシアラ匂シート状の刊民りを行う。下張りの弾性岩~mを迩げるため、!'IH反l立大

きく穴4をあけている。その上に、ウレタンフォームを充償する。 J:恨り材料は、ビニール

レザーで1波紋温性に優れ、 J安触冷潟l議の良いさらりとした質I~を持ち、耐久性、 i17l<l'~の

良いレザーを~ぷ。織物も要句に応じて可自主であるが汚れ士事の保守・に深海がある。

'I~いすiJl:丹j 者に午.y}Jlj に開発されたクッシ ョンとして 、 RO Il O クッション(U S ̂  )<011 

'がある。エアークッシヲンで股圧分散協力に優れており、日本でも市販されている。こ

れをmいる市はできるが、インテリア渡来として見ると織織的イメーツが強く、鼠いIでは

好まれないものと思われる。また、エアクッションコアがiXIUに分かれており、スラスト

(':jlfIによる変形に弱いとの立見も聞かれる。
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(5)組み立て加I[ 

木製部品、金属告iSM.を組み合わせてIlif奇Fに梅Jv乙させるには、水ネジ、 Fネグ、ボルト、

ナッ ト、般金、型IIめ込みナ ッ ト等工事ml安合金n匂のf妾合燃械要素、及びf審~"ifî.をmいるが、

動的なイ~nfiが繰り返しかかるので、その締結・起点は各身部似の性質に応じて定めなければ

ならない。 締結~謀長も"k微を飢ねない配慮も求められる。 各総伎の緩合袈ポl立点 6 3の

jIliりである。

R6-3 結合自側、?と結合iJl'A;'

結合郎{世 結合~Ai

サイドフレームxl'li保持仮 ifiい人れ車線ぎで綬，j'IMで|羽~

サイドフレーム×背もたれ郎 1¥初日取り付け金具、ボルト町通、ナット結合

サイドフレーム×後給部 |ボルト l't通、ナット結合

サイドフレーム ×キャスタ一郎 | 丸子ネジ rt通、ヰジ紡令(キャスタ ー官~AAネジ)

サイドフレーム×アームレスト |フ レーム州!め込みナ γ 卜、六fIJ火炎きボルト

サイドフレーム ×プレーキ部 100水ヰジ結合

サイドフレーム×フットレスト告tll取り付け余呉海し込み、ボルト町通、ナット給日

ハンドリム×後検 |丸子ヰジ総合

~依x~保持板 1，4.水ネツ結合

-!'fもたれ板x1'fもたれ保持敏 |九木ネグ結合

フットレス卜×取り付け金以 I f1n水ヰジ結合

キャスター Xホイールキャップ 111日本ネジ総合

後検事由×ホイ ールキャップ |綾zrm同定

プレーキレバー×グリップ | ヰジ総合、修~YÍ'fî.肉Æ
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6 5 .ftl!.I;までの個別生腹手法の"I能性

本節では、木材を tA~Mとした ïliいすを地域で倒別生産できる l~jlT(手法の可能性につい

て明らかにする。

(l) m;1 

地域で、地向車の木材資源をJljい、地.l:-tのIj:.i'lf-/'iが、地域にHむ身体隊':!Hfに応えて木材

を七点本イとしたlliいす号量生i'lfし供給することは、地域のlF.rif;、九Hltの観点から笠ましいJ!R

匁HIのな湊と解釈されるの'Iiいすは、人れ掬とI，;Jじ織に、 ・人 4 人JU.i.ゥた仕立てを必玄tと

する身体補装具機Giであり、絵本的には現代の工業化社会では閲覧量な{同別生PJi_をiiiri:.1とし

ている。 それを 1可能とするには、地減でそれを実行し~~~る人材の副首保と行政支媛、よ主戸E休

mlJの釘m:が必要であるが、現在それはf1つてはいない。木材は再生旅吋能であり、環境を

守り、地峻の生活文化を支える口市な'i'l級である。しかし、 IUに生以し、 IIIを守り育てる

人が減り、外材に約70パーセントをたよる現{E、木材を地主主のものとして生かし育てる

付会的線道が乏しいという現災がある。現代の文脈上で、はたして地械で木製'I{いすを例

}JlltT.Jll( I.B>絞るかどうかは、木製'11いすの製浴を含む、木材を取り巻く池島車内|均五E産業を地

域内で歯車JiX.させることができるかどうかにかかっている。i11いすに月]いる*材の必質的は

全体必要なからみれば始ど問題が無い程少11¥である。全体に与える影轡は緩めて小さい。

しかし、 n1jl常化の問題は、地峻のi採泌として、通産けられない人告なものになっている。

'11いすをただ水材で作るという観点に立つのではなく、製品を購入して利JIJするという伎

座布主体のものの平IJ川から、身体担!fì~から住まい、生活、文化、結itrJ:まで悦Jfにいれた使

川省主体の府IjJm~!1.IIに変後するをE勢が強く笠まれる。

また、木材の産業から見ると、プナなど広栄樹の入手が難しくなった反面、戦後4商事事し

た杉やわ1、防総士宇が伐~の時Jt1Jにきていると 3われている。 絞術的には、成I~合板のIJJ;材

として~(;;mする新しい悦点に1'f.つ木材不IJm技術jが生まれてくるものと予怨される。

(2 )谷身となる苦Jì~J

水製'Iiいすの地域でのf同月IJ生必の可能性をみくための参，考となるm伊lを以ドに示す。

(1) 観点 1

現イF鹿{立を保てないj附性小児麻wの子どもに股&保持の rl~来る木製いすを、その子ども

の成長に合わせて個別に製作し供給している工房~~会の活動があるほ制'‘ACl t I tAo:n。

;現在金問に北海道から)t州まで"9のl.!ln'lしたて房を持ち、約60名の_[人が各々 の工房ー

で独自の活動を行っている。この活動の特色は、(1)t1・文を受けてから一人一人の朋途、
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H.問、隙~.t:の状況、 {tm地所に合わせ、例別につ くる、 b) 京ð:.臥r0i5・作業線以 1: .JlIl 

'7'僚t1、1:・教師・ケースワーカーとともに、 E足線、自信f1、教灯、'Ijよの側IIIIから倹討しつ

くる、 c)成長、使状、生活尽境の変化に対応しアフターケアを行う ことにある.f附々の

1~求に合わせたf同別生産を行勺ており、現代のT.:l化の隙IIUをt唱める tktbととらえられる.

しかし、側々の E人の傍hにより行われており、 -般化できるl'H持を怜ら仰はい現実があ

るの CJï1迫絡会の ・人である fまんさくT.W I 製作の習~~保持いすをリ !'l5 6に示す。

(j，)担~i.'.~2

3I!.It J:~大宇工業な阪学科雰i3'主t'U宣術研究宅を巾心に巡められ、1(/1も l則わりをもっ

た 1 ・7 ミ 、ーティ ー微総再生 . ~I幅のための裏作 r.よ主将人の'JJ.践的研究 1 ・削‘. tN・"でH

われたれ子以)Lrq!ll大Jf.村の木製γ:校給食11告の開発叫G..がある。 .IJU正大野村でl.l、村内

のっくり T'によ司て、ロクロ技術を使い、 u也のI#~~赤級、ケヤ..j ":'CIo¥' JIIいた総づくりが

来的され、村の保 f11';，目、小学校、中学校、ìJj~'f:校に給食食総として将人されている 。 I!II

ち、村内のっくり Fと使い Fが協力して、ほかのり也では見られない独rI の ' l:}，~尽境作り

を行勺ているの注文すればオーダーに応えられる技術を持ち、1:1~1に水製t.t?:i がÐlfì.極占れ

ている。 t~に .fl.、\'f.保 ff所でイ・どもの生活教育のー尽として、 S合t.tやおやつの時1mにj政り".

げているところが、情r，らの取り組みによって生まれている‘刷"n これらの給食?:1は F

どものn.l1t、触覚、作法の教育を可能とするものとして狩価されている.この試みは、』也

t膏振興として、 tt少ない成功例と 3える。噂入した佼術と製品の~材、形状が比綬的村の

人の予で途J~ し幼い性質を持ゥたJlfも幸いしているが、いl しょうは々えになら、 .Nおこ し

として伏みられた 'Jf例の多くは、真剣に生業として取り IIIむ人材の ff成が~~州通りできず、

成刀』していないと:?われている。

ゆ n.ll，~3

~近、・れいすとは処なるが、高齢者を寝たきりにさせない木製版位保怜い唱がヂザイ F

ーとJ也減の木材家.!l:l-l1との共同開発で商品化され、市l叡され始めている ttn"o いすの

仰に、 'If務いすとl司僚の小さいキャスターを付1:1'、テーブル川辺を移動できるようにした

もの、あるいは賂がなち上がる時にパネで持ち 1-，がるもの士事で、健常11の111いるい喧と I"J

ηのぷ慌を持たせた、インテリア性の百五いものである。地域の'ポU~眠 11のhでもこの純の

京!!を作り 111す郁ができる良い'JT{fIJである。そのRlj{;I~Iをリj15 6にぷす"
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';1.'(5 (j ，:，:，飾的IJいす(休， J眠時い'./ふ ，(.~JÛ{次 H r，~，妹の共同開発)
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(3 )勺，f.'jのJI!!)j或での'UltT't.t

( 2)でぶした参号事例は、少なく とも地域で例5JIILI'J')(する ことが全く不"1総では1ft!い

ことを誠I列しているn そのまま地械で応JIJできる怜伐とは，{えないが参-i'fになり得る。以

卜、勺而i、地峻で佐野(1IJ1怠な'til'{ir-t.去を概観する。

地域で'1¥いすを佑旅するltJltiI:iは.，，1述したように地威内家具製造業界が梓Hf的なカを持

っと 19B与される " また、新たに'I'.XiとしてゆI"I((~に J絞り車11む人も19B与したいのしかし、木

材の成1I~令似技術は、終験とおもYにJ正づ く r~'七P!H主Uiであり、水uの人干と 1)\似の製造、

成J~J刊の製造、 1&.1杉加1 [， 11: f:lf加[、，.¥(Ifij処Jl)lまで、その技術内平手、必要な.没備は多岐

に鈍る 。 j也械で容易に将人できる妓術とは J えず、外ttとの斜lみ合わせが必~とさ れる 。

従って、、'ílfíil:l:、国内の~lヵ、な技術を持つ成形合歓メーカーに'fî.いすの木材成形古11材を大、

中、小、のサイズ阪で外tI:する/jf.長をtl¥りたい。一方、市いすメ ーカーが製作する合成飾

品、 プラ スチック部AI，のJJu工、&.びキャスター、，p.給などの般人郊品なども、日l織に*い

すメ ー カ ー あるいは近在の金属加 r，メ ーカ ーやアルマイト処J1R~宇炎而処J!I!メ mカ ーから人

予するJj法を係りたい。

J!IJ ち、、勺，Tîj IlHì~となる方法は、地域でそれ ら係り寄せた綿品を、地域でra:C!H'í:の .~求に

合わせ、高金袋、製lみなで、滅型車、保守を行うことである。できれは:/iJ(;形却材のil:tげ加IC

も行いたい。 成形合板印材の{ 上 kげ加u:.には NC ルータ一、サンダ一等が必~になるが、

流tiM人を才|り、 Aijijの仕上げで仕立てるまJTが古賀ましい。各締の都品川IT，をしているメ ー

カーに新たなtJ;文を:1¥し、地峻f，l;Jffの可1いすを作り:1¥す'JTも求めたい。ホイールキャッ プ

やプレーキグリップ等ロクロはどのT'作業による1mr.はl'I .jíJで行い、 ~fみのオー ダーに応

える事JTを百I能としたい。

例}JIJの~;}えに応えるには 6 - 2 (2)でぶした'!.:5f'1ーが却品としてJIJ立されなければな ら

ない。そして作りTι使円i街、 2米自主、医師、作業療法d:.理学療法上、ソーシャルワーカ

由、あるいは住七改造等のill策関係者との.iili併が大切である。

、'I然ながら、 'flいすの締造と処fj、及び木材加n:、合kiSJm仁:に詳しい作り手の/E/&.が必

要になるのそのためのリハヒリ関係の名将の議t司会、 'Ilいすメ ーカーでの学i勾と体験匂が

!日なされ無ければならない。 そのために、 í'1fl'ib祖1院と ~IM止絡策との繍~Jり行政が充実され

なければならない。

各地b査は、 ljiいすなど介護JrJM.を倣い、地械の rl'に入り込んでいるJt!!.t~附辺に営業拠点.

を持つ企業との関係が深いのこれらの企業はCnjiJで市いすを処}jし、オーダーに応え製造

し、納入、保守をしている所も多いので、これ らの企業による~U1f'fttの鍛なが巧I而実現

できる近道といえる。これらの企業l主催Jll将、家族はもちろん、氏自Ii、作業療法1::.J11!学
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HnJi 1:.ソーシャルワーカーとの結び付きか強く、地成ではイ山I欠は(f(正に俗、ているケ

ースが t~\n これらの企業のハード、ソフトを化か寸主Il自宅も人IJJである .

(t1 ) rlü外~[J(途 . 1・同への 01能性

-+;村民訴をJIIいた ~iいすのI也峻での生YEli、先進l司はもらろん、 11 に免l/(途. 1: 1叫にその

，，11むt1.そt.vつ"t1 i"!tでぶしたまえ作に見るように、前hl"プレスに kる人tnかりは内，，，.)被141然

成形、自~'LißðlE加熱loc形に頼らはくても、千効プレス、 T''')J クラン/と Jkt'l. t:-ルウレ世

ン糸It~Wi'があれば、 r [f~:の後術は必要とはるとはいえ、 'I:~i'..lでも locJI~が "J(~であるの

イi'<kr1r:~，\:.JJl I [1.1.近(f.の[.t;}に依頼すればよいq もちろんJ11!;¥L¥((1には近代的必悦I;t.;)(められ

るが、 1'，~ßn"$'-かけて Hつ 4つ作る資勢があれば、無Jlp'をしない軍1íUHの.設備で、その 1:)也の

ふH\"t似をIIIい、エネルギーを無駄にせず 'Ilいすやその他のillU合'1.1'}(ザる~1'ttlt.術の "1

他社u.I';:i 1.，、と行える"今後の I~:J!IJJ提起としたい何
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6 6 主主治

( 1 )て場での生広に移行した'tJlrl:デルのflt革と設定した懐念設計との関係を、厳{~保

符"，)1二設計、適合向上設計、鎌fr11;1i，)1:投n、 ff~11J;') I'..&U、ぷ現性向上設計の5項目

について明らかにした。この内"ffl草、 2 r.iでぶめた、~向、設備との向 tS::tの考え方。

3'7<で求めた、本材をJllいた・1;いすの:ltJtJ1"i11とその嫡G.iモヂル、および、 4:;tで求めた

実用化のための'Iiいすの設計"T-世が'1:かされている

(2)牛.戸主モデルに設定された例別のAH.j..・tf)、従;.Rへの配慮ぷを、i'阿世保持に関する項目、

操作1't~定に IlIJする項目についてそれぞれ191 らかにし、その.illoê>の "I能性を獄事だした。

(3) 現1J.の我がl盟の 'I!いす工lU棋の~怖を、身体附~I$nの:MII.\I、現1'Eの 'Il いすの生産状

況、生産企業の概要、公的給付:)，I'J交による 'I!いすの~総状況、 f婚約改定から撚1'1!し、明ら

かにした。それによれば、 i13向H1の全体に I'i める~1\-がJtlIえつつあり、それに対する対応

が迫られているにもかかわらず、これに1則する全米lよ?-:納が多い。また、引いすの価絡が

公的給付制度によっておさえられており、.IJl.1 tの!~ボにあ 4 た物に 11\-*ない状況を生んで

いる。

( t1 )以上の車いす仁業界の状況のq，で、木材を1:.*材した引いすの r.業化の諜婚と民主路

を1f.1f(伎符j而、~.JIlfコスト l而、 J ) S の事書館、償J([J占験制度のIflÎ、 f止月1~1~.nの面におい

て明らかにした。

(5)木材を主点<<とした'Iiいすの・仁.IlA'LK.kt''1.のための加l仁条件を示し、生産に即した

市いすの{i:媛、織成条件を求めた それによ今て、成形合仮材<<である表面用材利、心用

材料、後詰材料のlAl工条件、側々の成形古川J，に).1する成形F慢の条件、 I!X.形材の偶成、仕上

げ条件、冷茨条件と、それに加えて、合民館。11，の加工条件、崎、 IVもたれの張り加工条件、

級終的な組み立て条件を明らかしたの

(6) 池島まで倒別生産を行うことは、 'I!い喧を 11\ 1こ-+;材で~・るという生産-n 主体のものの

干11mから、身体銀総から11まい、 '1=.11号、文化、 11M止まで織野に入れた~mr.t体の;fIJlllm

唱障に変役することであることをポし、今後必穏とされるよ寝起であることを明らかにした。

そして、これまで側8fl生僚をした地械の試みを谷々に取りLlf参々にしたうえで、当ilii、

地t告で個別牛'.í'iÍ"I00な生保手法について:本:tIした。 t止術))trEかはJ&;形1}~仮メ ーカー、 111い

すメーカーから部品を鵬入 し、地b査の・iqt~n、あるいは nら挑戦する作り Fによ勺て、

{I:上げ加t、後袋、車nみ立てを行い、}也I貨の身体隊'，I~nに供給することを提示した。 その

ためには、地峻の行政からの"l(~h画策、 IIMd:b祖mが必・'J.!.'であることをゆ1 らかにした。
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iIf~の結集IXのことが明らかに伝うた。

( 1 )木材を 1:次材とした '11いすの使JfI~lmは以内が適切であるとの判断にずら、以内T1

11111二おける 'Itい唱 f~lII.r.と災前、設備頬との適合性を、引いすf企川 11の身体位向から泊合

fU日f!iIi噌る解析Nkをぷした。モの解析と詩情、及び、水、1"II1iLの移動にl叫するIffl繭に

1 ，..，て 、 'I(いす他IIJ I1の.4に提案されている主主祭4軍司自化~，1川上級1;1.、 'I(い 4 純11111の身体

的問、身体、1・訟の実態に合わず、焚i71、設備との適合fl，を必場しも必切に1え映で主ていな

いことを紋1仇的にゆ]らかにしたω その上で、この問題を必IJI，!するために、水材をI:A~材と

Lた・Ilい廿が以内の係抑t的に設，t十された宅Wlで使月jで古る、{上級寸法、.m1.!.:槻念を求めた例

その車，ti*、針り 4・tみをしはい、}紙面圧力分散徴飽を持つ、統ーされた}'KlhÎf:'~ さ <m・m)を

I，~'つ峨 IflÎ術品与による姥1而)，~綿花さの.苦t:<Ë. ì2Jえを250.. と寸る 1~1町、.没41t竹・.'!I1 ， fl;のì!!}ç)島

/1M'"さの，!St)i!、&.び'Il側、 '111主の各寸法を切りt占めた無駄の無い'I.iいすとするぬ"十Jj針を

mた"令わせて、1JI.(正鑓策されている便器3、ベッドミ草の陀IlljJ~触による，rr，占、 f プル、

.J，~J1P.11で予のI~代以微による泌さは、今後見1)'(されなければならはい.!1t.!HI:織であることを

吻jらかにした"

(2 )瓜!tの'1.活感覚に相応しい噂いす設計項目と情造モデル化~、 KJ ヲE怨訟にJ岸づく

刀法治的設計手法によ弓て、 f目途別に求めた.その結然、 111泌を1::)わず、 "H屯保怖を向上

主ぜること、イメージを向上させることが大切であり、ltI途))11には以内?古川、以外常川、

fl:llf川、スポーツ則、限内介助用、長外介助周それぞれに、附イiの投‘!1'1111と情_.tt-ヂル

が{(.(f.することを明らかにした.この分析データを b とに、水.uをI:A~材とした 'Itい噌の

JIJj:主~陥内?初日、以内介助周ととらえ、目標とする設計瓜 fl を求めた。その結集、/11途を

問わず、 A-:tlJ環境のある態依保持向上、木材の心f型的締結伐を生かしたイメ-;/の向上、

Tの触れる得分の木製化による皮}待感覚の向上が求められ、J.rl内?古川lでは迎合11のある寸

法令、以内介助IIJI;t介Sそ?の錬作性を求めていることを明らかにしたのまた、ここで行司

たKJ発銀法に)1<づく方法論的設計三f:t.去は、開発の中心誠泌を得るのにの幼なNRである

こと、分析作業の終過で行勺た'11いすの分頒方法は、使IIlI1のな均からのはた .mtのあ

るうト~Îであることをそれぞれ明らかにした。

(3)bl~(I) 、 (2 )の結果を跨まえ、木材を I;A~M とした)1{JAJ }IJ 'I!い司の投ill・概念

を、 11保とする設計JUUにしたがって求め、合わせて、成j杉介-llxrHhによる榊1氏側?合:をけH
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いすの織成要点))11に求めた.この概合.をむとに:l'.j:計、民的:、 :.tm・7舗を"I"Jt i...，た。初め

ての試みの第 1rulでは、淀川には事くの1m倣，I，I，Î_をねつものの、 r~Jf~-n-依f企錫}によ勺て引い

すを情~できることを疎いたo (I)J俊作"ffJ定収'Iiい噌{lI!J11nに合わせたてお2[u)の試みでは.

fγむでの{企mが"100伝性能をもつことを旬iらかにしたが、・1[¥、す傑作に慣れた人には俗的

で'I'泌が見られ、高白書持にI句くことを弘いだした" ，:"lj除 fiを~I&とした介.flt.\•. ~を待つ第

3 例の試みでは、 3竜門、投錨との必イ~n‘マ1111との潟.fnがi込〈、 m・~nに!~~、印象をうえ

ると共に、内、外の境界旬ît~でも佐川lが:n米、'だ1見11 が913 いことをはいだしたが、 i13白色.r.

の隙~.I:の締類、干'V立に合わせた色彩憐成、 4事中時の NJIかり、J.O偵の雫1::1を・ってける等の配

慮をもとめられた。淀川化を11mした'I!怜r) /J ーとの )I， I"Jによる首~" 1111の試みでは、

時や操作に i則する郎伎を成lt;合似で、移+JJに IIIJ わるt，ll!'7.を~h~f也のオ;材で情Ill<:する'tí'E妓

i-Fj((~ にも合PIl的な構成慨念を旬、 ~III化と l 終化に.ilCを IlIJ ~ ‘た.介わせて、ノックダウン

/jJtの和lみ立て手法、火、小、小のレ戸ィーメード "1@は:，;:nM，の*"み合わせを.IJ.l~起した。

( " ) I此It;合板技術jによるif[いす Lv I ， JI~*.u成!f;フレ ムの材料}J字的ft'i'iの解明、 J

l!-iに祢.じた引娘、 IEi給、仰げ、せん断、 '，lpJ終試験による 7J成lt;Hの材料11:験、プナ成

1I~7 レーム告15材と・Ilいすに他111 されている~1t1Íパイ/に k る L，，~フレームの角1111 げ、flImJ

さ J~JIE量産断試験、 T明フレームのJll.1 げ加1I[!I.l1!Ji以J験によるよ点検!t絞、&.ぴ鱗.iti解析JIJプロ

グラム rMARCJ をIIJ いたイi伽~'~，i.WH斤松 I~ 1:る小いイプ rHl~Jf~フレームモデルの動

的惨1をJ'f!I婦を行い、・J(いすの淀川"1能は /J I&:Jf~ 7レ ムのU:r1強度、椛帰織成、断面、t
tL形状を求めた.その結果、 J1 S に概した材料以ぬでは、綴~I張、綴n:給、仰げの試

験ヂ-'1 から、ユリア樹防IHi・f刊を111 いた1~1I~r.IIUIJ.ムク材と r，，)~干の強度を持つことを持

つこと、 L!Ifフレームのl'IIUllf、f句聞き、 TI¥'ソレ ムのJlhげのそれぞれの加fEit断試験

では、~形フレームの断Ifli 寸法を30x30・・にすれば、 ~klí と r，;J~事かそれ以上の強度を持つ

こと 、 flJ !llJげ、 I均聞き Jt 、 Ji，J しレベルの強度H~ 色、駒人れのTí'=古事後合坊は金属のi8綾

織造より強度が骨量いことを句jらかにした内 ur.R1l'Ai解析では、i'il'事のIRIIlIの31'空間守の動的

れ仰に対して、 'Iiい喧の尚側lfiiを織成するIltlt;フレームには総制thll"のしlijI'lに氏;})をそ

け、適切に対応できる合即的 f.í形状、 U'(~. m1M情I~である ことをSIE明した。

(5 )工場での生i'Eに移行した'l:yT;"戸ルの!I:僚と設定した観念設計との関係をI'IH世保持

向上、適合性、操作性、特設fJ.、必1JI.竹.の各段，11'1(111についてIYJらかにした"その tで.lJl

(F.の巾いす r.業会の:足怖を、.QiH事'，I: .nの.).!~邸、'I!いサの'I，jlr.状況、企業の慨袋、公約給

付制限、 f珂仰の設定から}~つめ、水材を I ，AiUとした 'I!い唱のJ:深化の線泌を幣Jll!した。

そして、工場lJ:.pß成、tのための 'I(いすの!t織、情成::ttfi:を、成If~-n--!Ix材料のlJu-C、仕上げ、
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t?: ぬ条件、成I(~明の情~条件、~~飾品の加工条件、州、 ' IYもたれの11(り加 . 1:条件、制lみ

なてHI・から吋iらかにしたの

Jt!!J唱でJ[Io)曜の"*材'i'f泌をJIJ いて・liいすをf回目g'l:YtすることのQ:.I\ I;l、 J~~H'U広か ら{主主

い、'1:孫、文化、t;.illl乏で、{企ml'fが地峻に主体的にMわることにあることをぷし、その

ためには‘'ílfli 、 t長待ìJJ.事かな成形合事Zメーカー、 'Iiいすメーカーから~I":Jをl[~ り:世世、 JI!!

J~I"Iの'1 :凡打が地toli内の例h の隊フ:nに合わせ、 1 1;1.げ、検泳、制lみなて1:することが行

えられることや従来した"
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あとがき

本研究は、防""gのifiJ主化とお白色化、包除人11のJ1iIJ.l1にft.今て、/lI能的側而、心照的側面、

福祉S画策的側dlIとも立ち必れている.aが1!4のIl.iMJIlUの深刻を、-*材と'Ilいすとの観点か

らとらえl7IしたものとJえます.

-*材は肘ノドの尽境を守り、 Jj¥1:を形成して永たN'LR~IIJ1定はポ材であり、身体にー訴近

い感覚牢mと性能を持ちながら1:業化の被の小でその』ミ〆がは火われてきました。 f誌がJ俗

物'i'f((1なぞ空かさの時代は終必し、これからは、 ・ヲ 3のものを大切に使JII寸る紛神的に

。かなIV<:熟の時代へと移り変わ『て行くものと以われま h 現代の木材JA'[ci識の伎を

'1:かしたこの木材を Eポ材とした'Ilい唱の伐り Jjは、その.w:oA:でこれからの侃祉msとそ

れそ取り巻く尽t;aの花りJjを弘つめi!{噴き勺かけにはるものと服11，1されます内お閣官化の進

阪は、今後地味レベルの多くの社会的J::J泌を投げかけるものと F訓4されます。この開発研

究のt!:)主は、ただlれにoltいすの水製化をしたと， tうことではなく、これからの時代の子ど

もから泌総11までの、 IIt代を.tlItえた滋U.R有線、'1.1，['尽J舟の(f.りノi、そしてi車線等地域尽境

の(F.り Jjを/f>~Jtするものと作えておりますn

本研究は、以下の多くのJi々 とのM，J開発、協力、立促で行われましたη ここに名前を

必し、深く感謝貸し、お干しに変えたいと思いま 4• 

o共同開発研究

東北工業大学工業窓医学科:ぷ材r.;_~州、 ~~イ ílØJ-".l的 T・

fri] I二然原研究室研修'E:

n野手日彦 ・ 長)~紘一 (88朱}、小'1f 令:.rl'JHII吻)(89本}

三上'ti. (90"')、 山岡IH11・耐久1111X1l1!(91不}、

赤1m鍵-P.JS.遠藤t空調・ IsiIG'，α{..Vi砂粉、11.(92'I") 

o淀川化共同開発

fI進~~促2.H章式会社: 常務 ，tl川久間、 村長 ~!/k~II?} 

(係〉高It，(本仁ifr

O'liいす.ttlllol'刺画

[1易及 111.14¥釦L、IIIA哩1m)

(財)仙台市医療センタ四・ s人保健ぬ，51: "~IiWの恥ホーム:

事務長佐々ぷ消治.W Xi1，U，W 1: :IlIiさつみ、験uのJ;々、入所高齢./1のノ7々

符減瓜心身隊句者相Ml~センタ ー: 所J-l: 小JII#.iX、 i居間隙'，I~ n 
身体旅~1J:tÍ術tlt 仁.t:l . t長の郷 I:.t:l(f11l1i di) J:l!J主 的11¥公総
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0・l'い4f!/:fII r.身体f\~i7t計測

Jt 'I ，治社会身体隊~I:li~匝議総設・ 4長の郷福，#必 (ilh{~，Ij) 
tHt悶J"他駿uの方々、療薬~の方々

0hX:1~{l-似強I夜討偏

山形~'，\ r:~U術センター妓錫H音羽節: 主任¥ljl"l研究w瀬川て :リ}

*11;太一針。線科学研究科量生懸科学研究家: 教照 fJl綾歌，・、大乍院'1，のIi々

)¥I{い暗慨fitlf舗とi札?

似品寄I!i総合リハビリテーシ司ンセンター ・企1両1I日発宿

-';(1':: lll'I' l'臣、飯t~ f.'i、:;'，Lil';lffi
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1989・8 :11 ノドリハビリ Fーシ H ン1:7'協会 HR~ r:おII"H!MUlr.iコンテスト l

r*材をt::KUとした'Iiいす l

優先11' n~ 100 r I'J 

1992・3 ・mI [ooIfU:t1時貯~ -rザイン，ンペ子ィシ H ン

rWoodcn "hcclchai rl 

fld乍 U~ 100 rl'l 

191 I 192 



"だ文献・引IIJ文献(@t:!J)

^ ，.j.:H に'1'1崎~

ß~ (AOI) '1'， i 公 て:水材 C'I: 発電T毛主 1985 

~. (A02)剣t，t f:1臨編:・smの五千典 穆Jn川.r; 1986 

H (A03) 111111 11・ '+;'C(I有総の科予侮Jf社 1988 

(AM)岡野 健 :木村のおははし [J本線絡凶会 1988 

(A05) tJ本木村乍会変わる木材 スーパーウッドのD.Ht fflWH 1991 

(A06) 11-1>-水材γ・会:{I:まいと木材 防fl:勾1売を行える nlUlH 1990 

(A01) 11ノド水材乍会 もくざいと教育泌.'i'H 1991 

(A08) II.-f>:，.j.:材学会総水材の利ITI.1 本材の加IC 文水吹II¥J敬 19111 

(A09) 11ノド水材γr会縦 木材の利JIl・ 2:木材の IブF 文1}<'~~: fI'"淑 1991 

(AIO) I1 本，.j.:M加 1・tを術協会 i則岡支$編:本材のJ正面世科乍 nrJt'H1. 1992 

(A 11)符ノド旬I干:..水のはなし 大月，'}応 1983 

(̂12)符ノド匁1.f:.;!tはレモンの昏り 文'総合tI!)桜 1990 

(AI3)ジャック ・ウ zストビー..綴と人IHIの雌Il! 本地m.1j 1990 

(A)-I)小J，;t郎:本の文化 61HUblll販会 1972

(̂15)ソ，ゥソ .j-カシマ;ノkのこころ 11811u:;m阪会 1983

(AI6) t貴闘 Ji)::; ，.j.: しらき 日本人のfJらし rlll)..::1'1II阪会 1917 

(AJ7)秋岡 Jiた:本仁.i1IUのflーなて た稼:j:J~版社

(̂18) H問 先 夫 '11本の手道具制点n
( A19)小f事 符照:広と人r:百の物語 KKベストセヲーズ 1991 

(̂20) IiRNFAC;T JOYCE Thc TednlQue of f'urn.lurc lak.nl( 

11. T. BATSト'ORIl1.1111 TI':O 1970 

(̂21l R.llrucc lIoadlcy : Undcrsland.nJ(習慣KI A Finc I()(刈町lrk'"J(II()nk 

TUlllnn I'rcss、Inc1992 

(A22) N・t iw.・ :ろくろと偽物校法償，1}J，l; 1983 

。(A23)11ノドur↑7・会本伐材料告11¥年1"1委.l1会 木材 lプf:'(.~i'JI亀 1'751-771 1982 

(A21) S))編集抗日制 水i1iill後のJJUE lIllJ:l;:l1阪会 1988 

付 (A25)1m 11 tfrUijHlU :シリーズ水の文化(1) 紗iの~tJl~ 1988 

193 

司・・r

11. 隊万 nとU!~臣、 f苦境、人IIlJ C字削Æ

(801 )隊7:M.l孟母Jílそっくる会制 : 隊~I: nの'!:iMヨム砲の研Jt1 -4 1917 

(802) 健康環境システム餅光会制 ; m~nを行えたを11司民投~t J'I! r.附リ} 1916 

(1!03) Scly.n f.old:;.，lh :身体隊'.':r;のための'U，J;J歪J~~" 十人1mと妓術-11 19H 

(1101 )小JJ;i :{!)l1也:}!l型軽・彼内・人1::1C1' 1Jlj.(~1I1阪会 1980 

( 1105)林 1，. r. ハリ fソリ ーのwと ((il~JIX.，': n11 f1etP)1111':州)i!!~文化 1981 

(1106)れJr.宇 Lハン fィヰ.t "・/ni:配慮したfI:-"lJ(lの保峨化の+htI'J 惣築設備

と配'i'fI~ ・119 1919 

付(1101) IJ ノドtl!^'寝7=会総:ハンヂィヰャッ /t1配161の .:'>!:~Irt料、人・線総・設備 1981 

(1108) 11本立!!築γ:会縦住宅島'&，!t¥'fWnl&:3 II¥W.ヂWiJ )，ti時

(日09)日本主!!築学会制止11後段J十rtWI!l&:2 物品 九符

(1l10)大綱 文夫他:山総化社会と'L!，r;.千(1m 'I'~法~ll.ll l版 1985 

(1111 )マーチィン・パリンス 113鈴n!rむの刷機とぬ1ft lItltblllJ阪会 1991 

(1112) Lorraine G.lliat t Nurs ， n~ 11り剛・除、lIovot'Oll Ilcs，gnl'd for町cior・
Bultcr.orlh An:h，lcclurc 1991 

(813) Oav，cs Bcasl('y : IJ('川良nfor 11附 P，lul，ty NII加 IsI)ubl，sh，ng 1988 

(BI4) John 11. BurJ(('s肘IJt>s'J(n，nl( fM lIu.ans'Th(' lIu.an Factor ，n EnJ(，n凹 nnJ(

I'ct rIIc('II， Il()oks 1986 

{日15) [~ヂザイン全然twJ駐委11会 人IIlJ1・7- 6 1.. 11本:u飯サービス 1988

(1316) 工業ヂザイン全集編集~!!~ 人1m1 :7: 6/ト・ fI ~:11I坂サービス 1988

(811) C.K.Dcasy'Tho闘将 E.l.<Iss.c 1 I 0.:、別J(Il'IlJ(I'III(刊 rorI'c()plc 

官h.tn('~ l..blary or町、別J(n 1990 

(818) l)av，d J.O加 rn(': ErJ(n附・H ぉ at'nrk Jnhn fi Ily晶Sons1981 

ゆ19)小1J;i ~郎編 :戸ザイ J 由のための人I.j.・ +hfr 寸扶肉1，/\ t;J;同行 1991

(820) U1W 旦!tf¥監修 :.U.i人1m1:1: イ0・曹の尽境改1警のために

メ Fカルフレンドn1990 

(1121) i也lfJ 敏彦 :υAぬおのシス ;-1、"ザイン人111)J'.?:Vの1.22Nn2 1'69-71 1986 

(B22) ，"1広j ;HI:術性みの兎'予行被.'Wi 1981 

(1123) ，..，仮設iJ: J鋭alf ，l~みの )J"f. ~'i被m，l; 1983 

(1121)何IR 世~:ストリ ー トファ二千 ι ア IJljt~ :l1阪会 1983 

(1125) 長崎バ リ ア ・ フリ -ilfJt会:パリア・フリー ・ 戸ザインー隊~If. n ・ 泌総-I1Wï:;

“一( n')J~的以身体IIr，'rmt，HII.協会迎合会 1988 

191 



じ.隙~，I:nとk.H止、(1収関係

(("01) 身体障~'Hfli.url 促進H協会編:隊:'U11!削111イドプ y ク IH8" - I!) 1I 0

(C02) JHI>隊'，':r.kilm促進協会編:tjtいすf企JlJ{f~の1，，111111 イド I.y ク 1985 

(fO:l) Tf)1 ，((樹 ;陣.~.:l'I招請llh白 光広館 1981 

(CO~) 小J~ nHw n~リハビリ子ーシ河 ン 誠f'I，'H，j 1985 

(1"05) I 111 敏編・リハヒリテーションのJln.1Qとχ際 1992 

({‘06)似H m砧 '1.7，[;リハビリテーシヲンマニュ fル 1992 

(('07) U~'ll、 Jf他悩 H 'ì~~'I，治活動(量')f乍) .lfI1と，;JII*'kの')!;際 Ixm焔IIIJ散 1992 

(("08) 見~JJ;( :t!他:点，H~地Jjにおける身体隊'，'~.r.のg，t労臓械と労働If~餓労働'r， ・

J.H H阜'，Irm福111促進協会 1986 

(C09)パット・ムーア.変袋 t目!日:U版社 1988 

〔ι10) '1幹ヶ編成(.:祁\ll~ Il!Jわれる原点 創;i;H 1981 

(('11) '1骨ヶ瀬Ui(. :こ れからの社会t~HI~ 現代の礼会Ii.Il止H

ミネルヴ γ ，':-Ji) 199Z 

(Cl2)川村 [I~ Ilt :現代主人減祉諭 ミネルヴァ，%}1992 

代13)林 やす¥l!:介護に必要な駁学先1滋文)'(;ザ 1992

(CI4) 11......リハビリ Fーション E学協会特集/身体!Il'，':r.のQ.t~と IA:術交t理

リハビリテ-:，/，ン ・エンジニアリング Vol.7 ~(J I 1992 

(CI5) (財}テヲノエイト協会:体の不ft111/..:人々 の払.Ilt 中央tJ、.IIWlrh 1992 

1>. ，1¥いすとIMI止mn開発関連

(001 )小川l嗣縫{也 :'11いす i夫学JZ院 1987 

降、 (002)11タリハ r乍協会 ・1¥いすS! G :オーダーメイド・f(いす処んの )，t~と実際

rnSlulリハ工学カンファレンス成例会rキスト 1993 

~ (003) MJhl 4: : 1段勾にi直した市いすのあり Jj J布・，'fr.のlullll!Ji:)，のためにー

点.tl>r.~大'(:~2lf 1: 1'~ r:1:縦貫)7¥;- I'W-251 1987 

~i) (004)烈版 活::'11.いす設Jt項円の分析

点-11>[)巨大学紀袋 1 : JlP.1・令制 !fiHげ 1'227 -2:17 1989 

的(1)05)忠W;i 次他:r倣隙')U1のための水材を |二点材とした'l(いすのIJIJ処

ヂ1氏"'.f.J夜科学研究mmJlJJ~ 般[lf'1)!じ ωf:n:1氏.IIH~~I" ，I~

195 

ー咽・r

1993 

(006)佐治 Ija~: マン Y シン・インターフ z ース iJHt:'H広 1989 

{閃7))，:111 i支知:外らしが~わるハイ片ク t:tlld: '1'央法規 1992 

{閃8)John (j Thackcr/ Slcphcn 11 SPlrlg!c; lnd('rslandinl( Thc Thcchnolo.且Y

fhcn I'rcscr i b 1 ng曹h('(，!cI凶Irs t:nlv~rぉ Ily りr Vlrglnta 1992 

( 009) 海外研究開発レ ;j!ートソJìい司 の~if~.~t と 開発(制御際紛) Dala 'io IITR 355 

(A)1987 

{日10)海外投Uiff.f1，)!j11'悠 ・ 'Hいすの11fl . ・ :UØlJ&ひ.~，;J I;U允iJf~ IIcscach N" 9~ 6 

f.HH生~~I\'{nセ ンタ・ 1983 

(Ol! )海外福祉 線滅的鰍<rl)1;.;ltl 機?:11l1J先センタ ・87、・88、・89、・ 90

( 1)12)火IIJ i#1友 :11.Hd微?'.iの1)111ft&. ひ n，í/III則係t.'I f!l処1'1!に f~f寸る研究

J'l.'I.'tì心身ro'，I:iJmt!l ~I; ，I} 

附布161、U{{..f1l62、IIlHllfi:J、‘I"J&:)、 、V.J此2、、ド1&:3

。(013) 'Ii いす'Þ.yl1ffofl厄')!，態，，):11主 ~11会 : II(lAII G 211'16:'1(いすIUr.'Mf.i!ft')!，Il¥i，湖有線D

九{財)t'1+d(fI(:集似興協会 1988 

(1l14) 1I本リハビリテーシ肘ン l了7・協会 特 集 。rou:ro'，I:t1のための'Iiいす

リハピリァ Y"ン ・_1':'ンジF アリングVol.3可。21989 

(015) f! ノドリハビリ r - シ I 1 ン仁γ・協会 : 伶~/治 I )"lIltI1lt憾?:1コン Fスト

リハピリ fーシ 11ン・ :r.ンジニアリングVol.4 Nol 1990 

(016)烈脱 衣:iltいす'U，J;r.とIU，r;1II品、飾品矧との舟合性について

"*人1mI:'I'会買う2")111大会;1Ifti;悠 1'22~ -225 1983， G 

(DI7) ~自民{ 公:Ql誌に必した・liい寸の(fりIj: v) ) 111)11本隊'，1:r..Q~リハビリ

r- シ n ン[1m大会総~I.".'} 1'80-87 1984.9 

(018) ~m! ~; fl:'IlIIJiliいすのi悶危

巴 殺人気2例 リハ1:'1:カ /1，レンス:11(1;;冶文集 1・109-1141987.8 

(019)烈IJ;! ~; :引いす.'I!:Jl1ti1)の分割『とその泌111例

:r: " 1111 リハ仁?カ ンフ r レ ンス，lIr~í1Q文集 I'H-16 1989.8 

(1)20)烈釘{ ぷ。木材を L~iHとした以内IIJ 'Itいすの開発

1 I 本T ザイン"f:~m :3 6 )lIf[lf光允ぷ人・会慨'8!!JI 1'27 1989.10 

(021 )製似 通:木材を I"fif-tとした'I(いJのf)IJ1ftとぷ:m
τ:イi Iffl~: ，在日 1"1 リハL':、1=カンフ f レンス，111M;治文集 P317-318 1990.8 

( 1)22)梨際 公 :水材をr:ポ材とした1ftいザのI)IJ允 2 

':?-fj J勝蔵:第 61111 リハ r.γ・カンツ γ レンス J持fJÎí治文!I~ 1'187-190 1991. 8 

ρ
h
u
v
 

}
 
te 
l
 



(02:1)烈1，;( :&: :木材を I:AUとしたーliいすの:J.fJlJ化ぷ作

~~!j 勝必 主にぬ自由nを対象としてー

.!，-川 久I'Il 第7 同リハ工''''f.カンファレンス場r~;~白文悠 1・179-1821992 5 

(I)2~) 111 roslll N川 hlltara.Katu7.0 ShJlwkuH;hl 

1)('吋 In凹陀nt()I th~ Indo()r Ih~lchalr MaIsly ladc ()I loud 

I'mc('(、dlngs01 lh~ RESNA Int('rnat 川叩1・92Cnnf<'rcnn' 1'533-535 1992 G 

(025)烈1，:( 吹;成Jf~{';-似技術を応川l した 'Iiい草本拠化の研Æ

動的('1併をうける俄"lC;~吹:ぷへの水Hの.~/l 1

11 ノドヂザイン学会第 39例研究発炎大会奴1叫i~ 1'112 1992.9 

(1)26)負担IJ:i :&:他:blè:Jf~合似技術を応1司した木製 'fíいすのmm iii~4 1"1")1'1.IJ1 1 1.迎合

iRM会、東北地械技術7 A'- ・3 ムJ命文集 1'~5-50 1993.10 

( 1な7))Ufイi政:他 :dlj齢nむけダイニングセッ 卜の111)允

w削"1 リハ r:'l: カンファレンスì"M論文~ 1'235-238 1993.8 

( 1>28) 大竹~ぷ F他: ，旬開合符の紛 f I'~ りやすく、立ち |てが りやすく、介みしゃ暗い

怜子宮'18例リハ王争力ンファレンス論文明¥ 1'258-260 1993. 8 

(1)29) JlI的利夫他・ノーマライゼーシ勾ンへのテ・ザインー事織は人々への戸ザイ ン・

I~AX ギャラリ ー f1['îh{ 1989 

(030) Iit.Jt )'(;71: ~勢保持を身I穫した 'Ii締子の開発

守i81ulリハ仁予カンファレンス治文集 l吃61-2661993.8 

(031) .I~I侮m/Îτ ; wlr"l札続問際デザインコン片スト作品集 1992.~ 

(1)32) t1tb:Hi'al -:t'!ISe:;修 :現代11tWX!街全悠4 ルノワール 保健れ 1987 1マ9

F'地t賓とrlHd:、 m n

(E01) Y日f (i次:'1'.きるための道nづくり 品文n1988 

(R02)竹'f υ;行:町の小さな本 r.所からー隊:堅持の道H作り はる ，'H!} 1988 

(1;03) 'r'rJf υ;行:隊%をもっ人のHらしを支えるi創刊・り I)ft)総合ケア

VOI.I No.12 1992・121'26-37 

(R()~ ) 1:，1:附 Ji犬 [JJ}'U!iのすすめ みずうみ，1ffIJ 1979 

( F.05)点.Itr.~À乍r.~怠肝:;'，:科第 3 11=]H主術研究市 : 大rfHの I~作 r. ;~:

トヨタ財阿助成研究鰍合，I} 1984 

n:06)烈b日以f也:大野村のγ:校給食総 コミ、ニ F ィ -tlli~ l'j' l' ・J!lltI，1のための

197 

司咽司『

「良作 r. ':'~ 1.弥人のス践的ilf'lt

呼UtJ:rTiA7紀唆 1: J事J:字紙 198~ ・ 3

(E07)烈Ji;i~;f也:叙η附JIJ給食おのvm lk.lt r:友人学紀咲 I:用 J:字結 1988 

ド. '1.訴とデザイン、使いや Jさl則.i1i

。(1'01)mj並マーケ Y"7-ィング戦時的光会:1~1'I.mt? . JlI!l'l.ii'in 
11本経済相iUHn 1985 

(.02)小川 IYJ ・ 1~1't.・，y;命ド 11 1'文IOI! 1987 

(1103)秋開 Ji犬 :11本人のくらし -ft: 1・川大'判111敏郎 1977 

(1'04 )秋附 万犬 :11本人のくらし-.(!IJ IUII)ご'1=111版印 1977 

伶(1'05)秋岡 万犬:作らしのための〆ザイン rlíi~ln 1979 

(I'OG)下fノド ~ (-:人rlfJl"1似のI!ij，'，，''''，: IIli) I.~ 1979 

(1'07)フョセフ .A・コンセリ yク InJtt化と製品F;1!~ IJllX.¥1II阪会 1989 

(1'08)栄久庵濠，;):mnJo; 1 0~1Jt:，(~1II険会

(1'09)日本人(::]工学会 ・ t:栄 l'ザ イ ン絡会紙偽似合，'~ fl!!いやすさを行える 1987 

(1'10) [). A. /-マン ;准のための戸ザイン'! .a知行学I'iのヂザイン原沿

続o<<n 1990 

付 (1'11)匁阪 h: :木材とヒューY ンインクーソ玄ース

"t;材~ I:A.'Hとしf'・11いすのIln1ftからー

114'人!日11'学学会 11>総会館・ 92Vnl. 3 1'26-29 1992. 11 

(;. ;. ..... 占nN在!瑚述

約 (G02) 1 1 本i!!築学会 ' i!!築.!I'I'可 ~Llゴミ .:11:，1十IjtJ， 1973 

。 (G03)11本総3572会 .i!!'寝;thhi ~U会: .，¥t，1I'プU セス .iJI l!の-t:.!:$; 197~ 

(GO~ ) 与野 ~mB :シス i'J、1'.7'人1"1 J七¥ZIIII散 1985 

(G05) 第 l ド'1 11本テ・ザイン'子会セ~ ) - あいまい1::)!llIへのアプ口ーチ

11本デザイン学会 1988 

198 



((;06) 1: 1.〆ザイン全知編集委u会.製品~t附 2 11-1>よH1版ザ し・λ 1982 

((;07) r.業ザザイン全集編集委日会.，設計Ml; 3 11本:1'.版サーじス 1983 

((;08) 1I 11~ 1II :I'!~:発世!t.t '1'公紙，'~ 1967 

((;09) M: ø~，.Þ :デザインの工学 ソフトシス子ムのよ吃，J，;~肉 ぬの川，1; 1991 

((;10)小111 .H ' 定fZ状態ヂザイン'~(mの線形織込 戸ザイン7・gfj)!

河0.641988 1'31-36 

ぃ;11) 杉l iI~IIUtf也 ・ FT^応用による 'Ji.fflJll".[;ぷ織の拠能分析 '1'ザイン?・研究

1111. 65 1'37 -<11 1989 

((;12) 杉111~1I1jt他:家庭J1j VTR のデザインJfldi偽造の分析 戸ザイン"]・ilf冗

No.66 1'39-<15 1988 

((; 13) {j ，11'; ri I也:多量~r;¥解析のはなし 京五it.刈，ヰ 1989 

11. Hr1 Jr"f: l¥ij-f，f: 

い101)r"シaンコ:材料)J'予 上巻、 LI'~ )!.!h(txl ，'~ 1956 

日102)T 1 XOSIIENK() N̂D G∞DIER : TIlEORY or EL̂STICITY、国ιGR̂， 1111.1. 1951 

(1103) R. 1111.1. : II'Jt't7: j台風館 1967 

い104)竹111 li犬 初 等"HVJ'7: 九議 1969

れ105)小tIG 'I'!II他:備造力学第 i巻九接 1966

(1106) ，.ジ nンソン 1'. s.メラー:II/Jl1htl r:7; 1 ).~艇のJlr~ ~1.見書'，1 1965 

(1107)町ジー，ンソン 1'.11.メラー:相性'''1["f: 2 IAU:のJ1{!~ JM飢餓 1965 

(1108)必111 1;ミp・1， .n限要家法の縫縫 3古風li! 1979 

(1109) : ~f 俊郎 . fî限要A~i1<人 J''l j台風l!l'! 1980 

付 (1110)fI"修秋ー :M^RC&MENT^TのF引き 11..-j.;!'f111加1:7会JI!.lt-tffl! 

mll例矧性'..1..[.構想会 1992 

(1111) WJ; Jf:織広材の"It't加1r. II/!t'主と加1:w3<1~ m38S:; 1993 2 l'I32~137 

199 

司司・z




